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第８章　開幕ヴァンパイア



「──革命たたかいを、始めましょう」

　七月一日、深夜。

　月明かりに照らされた霧きり谷や家の屋敷の前で、胸に刻まれた紅くれないの紋様を輝かせながら、彼女はそう宣言した。

　霧谷七なな海み。

　霧谷家の七代目当主にして、遺産№２《紅柩ピジヨンブラツド》。

　そして、その後ろには、《革命軍レジスタンス》。

　俺おれたちの先祖である魔女──リリィ・ヴァレンタインの遺灰を使って七海が生み出した三十七体の《遺灰人形ウイツチドール》。霧谷アリスと同じ姿をしたメイド服の少女たちは、感情の欠如した硝子玉のような瞳ひとみでこちらを見つめていた。

「……冬とう夜や」

　隣にいる蒼あおい刻印を持った少女──ラピスが、注意を促すように俺の名前を呼んだ。

　……わかってる。

　今日──俺は七海と二人きりでデートをすることになっていた。

　しかし、その途中でラピスや真ま由ゆ香かやアリスも合流し、紆う余よ曲折あった末、最終的には廃ビルの屋上を舞台にしたセツナとの戦闘に発展。そして、《四銃奏カルテツト》のサードショットにより、アリスが命を落とした。

　その後に訪れたこの場所で、七なな海みは自分の目的を告げたのだ。

　──自由。

　それこそが七海の願い。

　俺おれの先祖である魔女の血を分け与えられた九十九のアンティーク──ウィッチクラフト。その一つである七海は、この音おと原はら市に張られた結界のせいで街の外に出ることができない。だから七海の目的は結界を破壊して、自由を手に入れること。

　そして、彼女が願いを叶かなえるためには結界のシステムの中心であるラピスを殺す必要がある。

　ウィッチクラフトの蒐しゆう集しゆうが目的である俺や真由香や梨り央お姉ねえは、辻つじ峰みね家の一員としてラピスを守らなくちゃいけない。同時に、ウィッチクラフトを狩り尽くすことが目的であるセツナも争いに加わると宣言しやがった。

　その結果、俺たちが出した答えは……。

「………」

　辻峰家、霧きり谷や家、セツナ……ウィッチクラフトを巡る三大勢力による全面戦争。

　革命。

　七海がそう名付けた戦い。

　そして──戦争たたかいはもう始まっている。

　つまり、今夜この屋敷で決着が付いてしまう可能性だってあるんだ。

「───」

　静かに。

　屋敷の前にいる《遺灰人形ウイツチドール》たちを警戒しながら、俺は自分のウィッチクラフトである《剣舞士の首飾りソードダンサー》の能力を発動させようとして、

「!?」

　瞬間、瞳ひとみに映った光景に戦せん慄りつする。

　俺がウィッチクラフトを作動させようとしたとき……すでに、彼女は七海に向かって疾はしり出していた。

　セツナ・ヴァレンタイン。

　辻峰と霧谷に並ぶウィッチクラフトを巡る三大勢力の一角。そして、白髪の少女の手に握られたのは遺産№４《魔狼フエンリル》。

　腕輪から漆黒の長なが槍やりに姿を変えた自らのウィッチクラフトを構えながら、セツナは誰だれよりも早く七海に肉薄して──。

「───っ！」

　少女の華きや奢しやな身体に、漆黒の槍やりを突き立てた。

　霧きり谷や家の庭に飛び散る鮮血。

　槍の穂先は、物の見事に少女の左胸を貫いたが……。

「……さすがね。この子が守るのがもう少し遅かったら、私がそうなっていたわ」

　紅くれないの髪を揺らしながら、小さく息を吐く七なな海み。

　そう、セツナが彼女を穿うがつ寸前、その前に一体の《遺灰人形ウイツチドール》が立ち塞がったのだ。まるで、主あるじである七海を守るかのように。

「──チッ」

　舌打ちをした後で、動かなくなった《遺灰人形ウイツチドール》を穂先に突き刺したまま、セツナは七海から距離を取るように大きく後ろに跳躍。

　そして、挑発するように口くち唇びるを歪ゆがめる。

「オイオイオイ、どうしたよ《紅柩ピジヨンブラツド》？　てめえが生み出した三十七体の《遺灰人形ウイツチドール》。霧谷家が誇る《革命軍レジスタンス》が、早くも一体リタイアしちまったぜ？」

　狩りで仕留めた獲物を見せびらかすみたいに、《遺灰人形ウイツチドール》を貫いたままの槍を夜空に掲げながらセツナは言った。

「………っ」

















　……なんてヤツらだ。

　あの一瞬。誰だれもが七なな海みの開戦宣言に気を取られていたはずだ。しかし、そのときすでにセツナは行動を開始していた。

　そして、そんな強襲に対応するために、《遺灰人形ウイツチドール》も何の躊躇ためらいもなく自分の身体を盾にして七海を守りやがったんだ。

　コイツらが──俺おれたちの敵。

　今夜、辻つじ峰みね家が戦わなくちゃいけない相手なのか……！

「ふふっ」

　夜空の下に響く笑い声。《革命軍レジスタンス》の一体がやられたっていうのに、七海は余裕ありげに微笑ほほえんでいた。

「何も問題はないわ。その子が犠牲になるのは想定内。だって、私は《魔狼フエンリル》のもう一つの能力を見ておきたかったから」

「なっ……」

　七海の言葉に息を呑のむ。それはつまり、《魔狼フエンリル》には獣化変身以外の能力があるってことなのか？

「──はあん。上等じゃねーか」

　ゆっくりと、七海の言葉に応こたえるようにセツナは口くち唇びるを吊り上げた。

「そんなに見たいんなら見せてやるよ。この《魔狼フエンリル》のもう一つの能力。コイツがすべてのウィッチクラフトの天敵である、その理由をな」

　響き渡るセツナのハスキーボイス。

　その声に呼応するように、槍やりに突き刺された《遺灰人形ウイツチドール》の身体が徐々に変貌する。まるで砂漠の風化現象のようにメイド服の少女は小さな黒い粒子へと分解され、《魔狼フエンリル》の柄の中へと消失していく。

　その光景は、俺にとってひどく見覚えのある映像だった。

「あれは……まさか……」

　──封印。

　目の前の光景はラピスがウィッチクラフトを封印するときの様子に酷似していたのだ。まさか、《魔狼フエンリル》もラピスと一緒で……。

「……違うわ、冬とう夜や」

　俺の表情から思考を読み取ったのか、ラピスが口を開いた。

「封印が使えるのは、ウィッチクラフトの中でもわたしと《紅柩ピジヨンブラツド》だけ。だから、あれは封印とは違う能力──略奪よ」

「りゃ、略奪？」

「そう。封印はウィッチクラフトをわたしの中で眠らせるための能力。対して、略奪はウィッチクラフトを獲とり込こんで……その魔力を自分のものにする能力。つまり《魔狼フエンリル》は他のウィッチクラフトを略奪した分だけ、力を増すってこと」

「………っ」

　……そうか。

　きっとそれが、セツナが《魔狼フエンリル》をすべてのウィッチクラフトの天敵って呼んだ理由……。

「わたしたちの中に封印されたウィッチクラフトは安らかに眠ることができるわ。けど、略奪の場合はそうはいかない。略奪されたウィッチクラフトは、《魔狼フエンリル》に魔力を与えるためにその中でずっと生かされ続けるの」

　悲しそうな表情で、ラピスは呟つぶやいた。

　ああ……やっとわかった。

　三月。俺おれは梨り央お姉ねえに、『セツナがウィッチクラフトを壊しても大丈夫なのか？』と訊たずねたことがあった。

　辻つじ峰みね家の目的は九十九すべてのウィッチクラフトの蒐しゆう集しゆう。壊されてしまったらその目的が破は綻たんしてしまう。

　だけど、そのとき梨央姉はこう言った。



『心配しないで。狩ると壊すじゃ意味が違うから』



　あれは、このことだったのか。

《魔狼フエンリル》のもう一つの能力──略奪。

　セツナに狩られたウィッチクラフトは、《魔狼フエンリル》に力を与えるためにまだその中で生きているんだ。

　そして梨央姉は『すべてのウィッチクラフトを集めることはまだ可能だから、安心して大丈夫だよ』とも言ってた。つまり、それは……。

「梨央姉。まさか、すべてのウィッチクラフトを蒐集できるってのは……」

　背後にいる梨央姉に訊ねる。

　すると、彼女は「──うん」と真剣な顔で呟いた。

「《魔狼フエンリル》をラピスの中に封印すれば、その中に獲り込まれたウィッチクラフトも封印できるってことなの」

「………っ。じゃあ、俺たちが蒐集を終えるには……」

「はい。いつかは《魔狼フエンリル》を持ったあの人に勝たなくちゃいけないってことです」

《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を構えた真ま由ゆ香かが答えた。

　その視線の先にいるのは、セツナ。

《遺灰人形ウイツチドール》の一体をすべて黒い粒子に変え略奪した後で、彼女は再び槍やりの切っ先を七なな海みに向ける。

「理解できたか？　《蒼柩ラピスラズリ》が解説した通り、これがウィッチクラフトを狩るってことだ。大昔に起きた戦争に勝つために、魔女が《魔狼フエンリル》に与えた能力。もちろん、次に略奪されるのはてめえだぜ？」

「あら、セツナさん。それは無理じゃないかしら。だって、今夜狩られるのはあなたの方だもの」

「ハハハッ！　随分余裕じゃねーか。やけにあっさり《遺灰人形ウイツチドール》がやられちまったのによ」

「言ったでしょう？　あの子には略奪の能力を見るためにわざと犠牲になってもらったの。《遺灰人形ウイツチドール》は私の切り札。当然、この子たちにはそれ相応の力があるわ。だからあなたも真っ先に私を狩ろうとしたんじゃない？」

　あくまで優雅に微笑ほほえみながら言葉を紡ぐ七海。

　……なんだ？

　どうして七海はこんなにも余裕綽しやく々しやくでいられる？　いくら《革命軍レジスタンス》がいるからって、相手は不死身のセツナだ。決して手を抜いていい相手じゃないはずなのに。

「………」

　それとも、七海には何か策があるのか？

　最強にして最悪と謳うたわれる《魔狼フエンリル》を打ち破る秘策が……。

「でも、戦いを始める前に」

　と。

　七海は殺伐とした空気を和ませるように柔らかな口調で言ってから、

「実は、みなさんに会わせたい人がいるの」

「……ちょっと。いきなり何を言い出すのよ、《紅柩ピジヨンブラツド》」

「いいから聞いて、お姉様。私は今夜のためにスペシャルゲストを招待しておいたわ。そう、私たちが戦争を始めるには彼女の協力が不可欠だから」

「……彼女？」

　不思議そうにするラピス。

　そんな姉に応こたえるように、七海が「さあ、そろそろ出てきてもいいんじゃないかしら？」と呟つぶやいてから霧きり谷や家の門の方に視線を向けると、

「うっわー、みなさんすっごい殺気立ってるっすねー」

　響いたのは、この場に似合わないなんとも能天気な声だった。

　霧谷家の庭に足を踏み入れたのは、千せん羽ば学がく園えんの女子制服を身に纏まとったやけにメガネが似合うツインテールの女の子。

　灰はい原ばらイツキ。

　俺おれのクラスメイトにして、辻つじ峰みねと霧きり谷やに協力する一族──灰原家の当主だった。



×　　　×　　　×



「どうもどうもお集まりのみなさん！　灰原家三代目当主、灰原イツキっす！　今夜は戦争があるってことで七なな海みさんに呼び出されたんすけど……って、あれ!?　どうしてみなさん『うわー、コイツってマジ空気読めねー』みたいな目でイツキを睨にらむんすか!?」

　やたらテンションを上げながら俺たちに声をかけてくるバカが一人。

　……いや、おまえのせいでさっきまでのシリアスなムードが台無しだからだよ。

　つーか、マジで何しにきやがった？

「どういうつもりかな、七海ちゃん」

　俺の後ろにいる梨り央お姉ねえが、七海に問いかけていた。

「あら。そんなに怖い顔をしないで欲しいわね。私は霧谷家の当主として革命を始める前の準備をしたかっただけだから」

「……準備？」

「ええ。辻峰と霧谷にはお互いの屋敷では戦闘行為をしてはいけないっていう協定があった。戦いを始めるにあたって、まずはその協定を破棄してしまおうと思って」

「……なるほど。だから、灰原家の当主であるイツキちゃんを呼び出したのか」

「もちろん。協定を破棄するには両家の当主と交渉役である灰原家の当主の承認が必要。昔からそういうルールだったんでしょう？　そして、協定を破棄する代わりに──私は今夜から始める革命たたかいに新しいルールを定めたいの」

「新しいルール……ね。ボクたちに不利なヤツじゃなければいいよ？」

「安心して。そのルールは辻峰家にとっても都合がいいはずだから。では、発表します。私が定めたいルール。それは……深夜以外の時間における戦闘行為の禁止よ」

　演説でもするみたいに、七海ははっきりとした声で宣言した。

「……七海さん。それは一般人を戦いに巻き込まないためですか？」

「ええ。真ま由ゆ香かさんの言う通り。私は一般人をこの革命に巻き込みたくない。それに……昼間には戦いたくない理由があるの。だから、戦闘行為を行うのは街から人が少なくなる深夜零時から午前四時の間にしましょう」

「まあ、一応話の筋は通っていますが……」

「それに、この五十年間で霧谷と辻峰は何度も争ってきたけど、今回みたいな三みつ巴どもえの全面戦争は初体験。場合によっては一般人に被害が出ないとも限らない。だから、このルールを定めるのは仕方のないことだと思うけど？」

　にこやかに微笑ほほえむ七なな海み。

　確かに、街から人が少なくなる深夜に戦いをしようってのはいい案かもしれんが……。

「ま、待ってくれ七海！　いくら深夜だからって一般人がゼロってわけじゃねえだろ！」

　もしかしたら俺おれたちが戦っている場所にうっかり踏み込んでしまう人がいるかもしれん。その場合は一体どうしたら……。

「あはは。それは心配ないっすよ、辻つじ峰みねくん」

　と、そこで口を開いたのは灰はい原ばらイツキ。

　灰原家の当主は、トレードマークのメガネをクイッと上げてから、

「だって──そのためにイツキが来たんすから」

　普段とは違う、どこか冷気のこもった声で告げた。

　そして──。

「さぁ」

　イツキは、上空に広がる虚空を静かに見つめてから、



「──闇やみを統べろ、《夜魔ヴアンパイア》」



「!?」

　直後、おびただしい数の羽音とともに夜空からソレは舞い降りてきた。

　蝙蝠コウモリ。

　何十……いや、何百匹という蝙蝠の群れ。黒い翼を羽ばたかせながら、大きな渦を巻くようにイツキを中心にして庭を飛び回っている。やがて、それはイツキの身体を覆い隠すように彼女の身体へと群がっていき、

「──ああ。そう言えば辻峰くんに見せるのは初めてでしたっけ」

　彼女が口を開くころには、まったく違う形すがたへと変へん貌ぼうした。

　──外套マント。

　無数の蝙蝠が集合して生み出したのは、一着の黒い外套。月明かりの下、イツキはそれを慣れた様子で身に纏まとっていた。

　その姿は、ホラー映画に出てくる吸血鬼みたいで……。

「ではでは、紹介するっすね」

　そして、灰原家の当主は黒い外套を身に纏ったままで告げる。

「イツキが着ているのは、まゆっちの《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》や辻峰くんの《剣舞士の首飾りソードダンサー》と同じ、《Ⅸノウエム》の一角。外套のウィッチクラフト。遺産№６──《夜魔ヴアンパイア》」

「………っ！」

　……冗談じゃねえぞ。

　まさかコイツが《Ⅸノウエム》の所有者だったとは。しかも、遺産№だけなら俺おれや真ま由ゆ香かのウィッチクラフトよりも序列が上じゃねえか……！

「この《夜魔ヴアンパイア》は辻つじ峰みねと霧きり谷やのサポートをさせるために、はるか昔に魔女が灰はい原ばら家に与えたもの。その能力の一つは──結界作成。結界を張る力を持った蝙蝠コウモリを多数生み出すことっす」

「それって……この音おと原はら市に張られた結界と同じヤツか？」

「いえ、この街の結界とは違うタイプで、具体的に言うとウィッチクラフトを持っていない人をその場から遠ざけたり、結界内の騒ぎを外に認識させない効果があるっすね」

「………っ。ひょっとして、俺たちが街で戦い始めたらおまえがそれで結界を張るってことか？」

「さすが辻峰くん！　理解が早くて助かるっす！　なので、できればイツキも戦争は深夜だけに限定してくれるとハッピーっすね。イツキの《夜魔ヴアンパイア》は、太陽が出ている昼間だと能力が半減しちゃうんで」

「………」

　結界作成。たぶんその能力は辻峰家や霧谷家が蒐しゆう集しゆうをするときにも役に立ってたんだろう。ウィッチクラフトの存在を一般人にバラすわけにはいかないしな。

　そして、梨り央お姉ねえも七なな海みの提案に乗ると思う。辻峰家としても一般人を戦いに巻き込むのはマズい。勝ち負けはどうあれ、戦闘行為を深夜に限定するのは都合がいいだろう。

　ただ……。

「あーあーあー、待ちやがれ。アタシを無視してんじゃねーぞメガネ女」

　響いたのは、女の子にしては少し低いハスキーボイス。

　その主はセツナ。《魔狼フエンリル》の所有者は、《夜魔ヴアンパイア》を身に纏まとったイツキを真まっ直すぐ見つめていた。

「あ、お久しぶりっすセツナ先輩！」

「うるせー。自分が年下だからってアタシを気安く先輩とか呼ぶんじゃねーよ、この傍観者。つーか、何とも思わねーのか？　今てめえはこの街を戦場に変えるお手伝いをしてんだぜ？」

「あー、それは仕方ないっすよ。辻峰と霧谷のサポートが灰原家のお仕事。まあ、どちらか一方だけに肩入れはしませんし、直接的な蒐集はしないっすけどね」

「灰原家の理念……絶対中立か。傍観者は気楽だな。ちなみに、誰だれかがルールを破った場合はどうなるんだ？」

「そのときは何かしらの制裁ペナルテイを受けてもらうことになると思うっす。まあ、その実行役はイツキになるんでしょうねー。昼間でも蝙蝠を使ってみなさんを監視することぐらいはできますし」

「はんっ。それならルールを破るヤツはいねーか。なにせ、てめえの《夜魔ヴアンパイア》はアタシから見てもかなり厄介なウィッチクラフトだからな」

　吐き捨てるように言うセツナ。

　この様子だとコイツは《夜魔ヴアンパイア》の能力を知ってたのか？　そういやコイツは《四銃奏カルテツト》についてもやけに詳しかったっけな……。

「ま、何はともあれ。どうすんだよ、梨り央お。てめえも辻つじ峰みねの当主なら、そこの傍観者の言葉に応こたえなくちゃなんねーだろ？」

「………。わかってるよ、せっちゃん」

　ふうっと。

　梨央姉は一度だけ大きく息を吐いてから、

「じゃあ、辻峰家当主として決断を告げるね。辻峰家は──七なな海みちゃんの提案を飲むよ」

「………っ！　梨央、あんた……」

「落ち着いてラピス。ボク、新しいルールには賛成だよ？　辻峰と霧きり谷やの屋敷を非戦闘地帯にするっていう協定を破棄する代わりに、戦闘を深夜だけに限定する。そっちの方が一般人への被害をなくせるもん。それが、辻峰家の流儀だからね」

「うふふ、ありがとう梨央さん」

　梨央姉の言葉に微笑ほほえむ七海。

　途端、俺おれの隣にいる真ま由ゆ香かが刀を握る腕に力を込めた。同じように、俺も《剣舞士の首飾りソードダンサー》の能力を発動させ、両腕に剣を握る。

　そう、ルールが定められたってことは──。

「──ハッ。深夜限定の戦争か。上等じゃねーか。アタシも一般人がいるのは目障りだし、そっちの方が好都合だぜ」

《魔狼フエンリル》を肩に担いだままで笑うセツナ。

　そして、彼女は「じゃあ、早速だけどよ」と呟つぶやいてから、



「今すぐ、この屋敷の周囲に結界を張れ」



「………っ！」

　セツナの言葉に、場の空気が一気に張りつめた。

「時計を見ろよ。もうすでに午前零時を過ぎてるぜ？　だったら今から戦争をおっぱじめようが何も問題はねーだろ。なあ、《紅柩ピジヨンブラツド》」

「そうね。今から戦いを始めましょう。今夜、最強にして最悪のウィッチクラフトっていう肩書を地に堕としてあげるわ」

　七海の言葉に、彼女の後ろで控えていた《遺灰人形ウイツチドール》たちがまるで主あるじを守るように前に出た。

　呼応するように、セツナも《魔狼フエンリル》の切っ先を《革命軍レジスタンス》に……そして、七なな海みに向ける。

「くっ……」

　……どうする？

　状況はもはや一触即発。もちろん、俺おれがすべきことは《革命軍レジスタンス》やセツナから自分の家族を守ることだ。ならば、ここでベストな判断は──。

（──冬とう夜や、真ま由ゆ香か）

　そこで、口を開いたのはラピス。

　隣にいる俺と真由香にしか聞こえないような小さな声で、彼女は言葉を紡ぐ。

（落ち着いて聞いて二人とも。タイミングを見計らって……ここから逃げるわよ）

（………っ！　ラピス、本気か？）

（ええ。たぶん、梨り央おも同じことを考えてると思う。悔しいけど、今の《紅柩ピジヨンブラツド》やセツナはわたしたちなんか眼中にない。二人とも自分にとってもっとも厄介な相手をここで潰つぶす気なのよ。だから、わたしたちが逃げるなら今しかないわ）

（私もラピスの意見に賛成です。それに……兄さんも、まだ廃ビルで負った傷が癒えてないんでしょう？）

（………っ）

　確かに、廃ビルの屋上での戦いで俺は強制解放フオルテを二回使ってしまった。そのときに負ったダメージが残る身体じゃ、満足に戦うのは不可能だ。

「うわー、マジで殺伐とした雰囲気になっちゃいましたね。でも、少し待ってもらえるっすか？　結界を張るのにほんのちょっとだけ時間がかかるので」

　そう言って、イツキは身に纏まとった外套から小さな蝙蝠コウモリを一匹生み出した。

　あれが《夜魔ヴアンパイア》の能力──結界作成。

　結界を張る力を持った蝙蝠を夜空に放った後、イツキはピッと右手の指を三本立てる。

「では、今から三秒後にあの子が結界を完成させるっす。そしたら、戦闘開始っすね」

「！」

　息を呑のむ俺を尻しり目めに、イツキの指が静かに折り曲げられていく。



　三秒前──ラピスがぎゅっと俺の腕を掴つかんだ。

　二秒前──端正な輪郭を闘争心で歪ゆがめながら、セツナが槍やりを構え直す。

　一秒前──まるで楽団を統率する指揮者のように、七海がその腕を振り上げて──。



「──蹂じゆう躙りんしなさい、《革命軍レジスタンス》」



　イツキの指がすべて折りたたまれると同時に、命令を下した。

　刹せつ那な、一斉に行動を開始する《革命軍レジスタンス》。メイド服を着た三十六体の少女たちは、血に飢えた猟犬のごとく一目散にセツナへと襲い掛かって──。

「走って！」

　戦闘が始まる中、ラピスの声を合図にするように、俺おれたち辻つじ峰みね家の面々は霧きり谷や家の門の方へと疾走する。

　途端、背後から響くのはセツナの獣じみた雄叫びと、幾つもの剣けん戟げきの音色……。

「───」

　こうして、戦いが始まった。

　辻峰家、霧谷家、そしてセツナ。

　ウィッチクラフトを巡る三大勢力による全面戦争。

　──革命。

　一人の少女の願いが引き金となって、その火蓋が切って落とされたのだ。










第９章　転入生は突然に。



「ではでは、今から緊急辻峰家会議を始めます。もちろん議題は、霧谷家とセツナへの対策についてだね」

　七月二日、月曜日。

　昼休みの千せん羽ば学がく園えんの屋上で、制服を身に纏まとった梨り央お姉ねえがそう宣言した。

　そう──昨夜、霧谷家を抜け出した後。

　俺たちは無事に辻峰家へと帰還できた。それから戦闘行為が許されている午前四時までは襲撃を警戒して、その後は休息を取ることになった。七なな海みが定めたルールだと昼間は安全なので、こうして学園にも登校してるわけだが……。

「……姉さん。いくらなんでもこれは緊張感がなさすぎじゃないですか？」

　制服姿の真ま由ゆ香かが訊たずねた。

　そう、今の俺たちは屋上にレジャーシートを敷いて、それぞれが購買部で買ってきたパンやら惣菜やらを食べている。確かに緊張感はゼロである。

「あはは。どうせ昼間は戦闘禁止なんだし、無駄に緊張しても仕方ないでしょ？　本家に引きこもってても気が滅入っちゃうしさ。それに、みんなと一緒に学園でランチを食べるのは楽しいしね」

「うっ……私も、兄さんと一緒にお昼ゴハンを食べられるのは嬉うれしいですが……」

「まあ、冬とう夜やはいっつも男友だちと食べてるもんね」

　ランチスタイルについて意見を交わす女性陣。

　そういや、こうやってみんなで昼飯を食べるのは屋上で会議したとき以来か。あのときは七なな海みへの対策を練るために集まったんだっけな。

　しかし、またこうして集まることになるとは……。

「それじゃあ、とりあえずは今の状況を確認しようか」

　トマトサンドをモグモグと食べた後、梨り央お姉ねえが口を開いた。

「昨日の七海ちゃんの開戦宣言のせいで、今ボクたち辻つじ峰みね家は戦争の真っ只中にいるわけだけど……冬夜くん、身体の具合はどう？」

「うっ……悪い、梨央姉」

「謝らなくてもいいよ。冬夜くんは昨日二回も強制解放フオルテを使ったんだしね。いくら戦闘用ウィッチクラフトが所有者の治癒力を強化するっていっても、まだ全快はしてないでしょ？」

「……そうだな。たぶん、全力で戦うのは無理だと思う」

　嘘うそをついても仕方がないので事実を告げる。一晩経たってなんとか動けるようにはなったが、この身体じゃ普段の実力の半分も出せないだろう。

「とりあえず、冬夜の状態はわかったわ。じゃあ、次に行きましょう。昨日の霧きり谷や家の戦い……《紅柩ピジヨンブラツド》とセツナの決着がどうなったのか。イツキに訊きいたけど『機密事項っす！』とか言って教えてくれなかったし」

　むーっと不満そうにするラピス。

　そう、今朝俺おれたちは登校してきたイツキを問い詰めたんだが口を割ることはなかった。痺しびれを切らした真ま由ゆ香かが「兄さん。いっそ拷問でもしますか？」って脅したのに黙秘してたっけ。いや、「ああああ許してまゆっちぃいいい！」って半泣きになってたけどさ。

「イツキちゃんも灰はい原ばら家の当主だから、迂う闊かつなことは言えないんだよ。ボクたちは絶賛戦争中だしね」

「……戦争か。今はこんなに平和なのにな」

　家族みんなで日光が降り注ぐ屋上でランチ。ここまでピースフルな昼食もなかなか珍しいと思う。

　しかし、深夜零時を過ぎてしまったら状況は一変するんだ。

「じゃあ、そろそろ本題に入ろっか」

　ふうっと。

　梨央姉は一度だけ息を吐いてから。

「簡潔に言うね。今のボクたちじゃ、七なな海みちゃんやセツナに勝つのはかなり難しいと思う」

「………っ。でも、梨り央お姉ねえ。もしかしたら……」

「甘い考えは捨てた方がいいよ。ボクたちの敵は《魔狼フエンリル》の所有者であるセツナと、《革命軍レジスタンス》を所有する霧きり谷や家なんだから」

「けど、俺おれたちは戦闘用の《Ⅸノウエム》を二つも持ってるんだぞ？」

　だったら、俺たちに勝機があっても……。

「……ダメですよ、兄さん」

　そこで口を開いたのは真ま由ゆ香かだった。

　従妹いとこは、申し訳なさそうに顔を俯うつむかせている。

「確かに兄さんの言うことにも一理あります。ウィッチクラフトの戦闘は遺産№だけで勝敗が決まるわけじゃない。所有者の使い方、相手との相性、あとはウィッチクラフト同士の能力を上う手まく組み合わせたりすれば、下位の№でも上位に勝つことができる」

「………」

「そして、勝つためには自分のウィッチクラフトを使いこなすことが重要になってきます。でも、前に剣道場で兄さんに言った通り、私は……姉さんほど上手く《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を使いこなせないんです」

「真由香……」

　そういや、昨日セツナが廃ビルの屋上で言ってたっけな。



『まゆっちは《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力を半分も発揮できてねえ』



　たぶん、その言葉はホントのことなんだと思う。なぜなら《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》は《四銃奏カルテツト》と対をなすウィッチクラフト。

《四銃奏カルテツト》のサードショットは、たった一発で廃ビルを焼失させた。あれと対をなすってことは、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》にだってもっと強い力が備わっててもいいはずなんだ。

「じゃあ、真由香も《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》と対話をしたらどうだ？　俺だって三月に《剣舞士の首飾りソードダンサー》と対話して能力を引き出せたんだし」

　ラピスの能力──対話。

　それを使えば人間とウィッチクラフトを対話させることができる。真由香ももっと《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の力を引き出せるかもしれん。

「無理ね」

　しかし、真っ先にラピスが否定してきた。

「まったく、簡単に言わないでよねこのダメダメ犬。対話は結構危険な能力なんだから」

「危険って……まあ、自分の裸とか見られちまうしな」

「そういうことを言ってるんじゃなくてっ！」

「でも、ラピスは冬とう夜やくんに裸を見られたんだよね？」

「えっ……そ、それは……」

「ちなみに、ラピスも冬夜くんの裸を見ちゃったわけで」

「っ!?」

　梨り央お姉ねえの追及に、我が家のプチ猫は口をパクパクした後、顔を真っ赤にしながらそっぽを向いてしまった。

　無理もないか。対話をしてるときは恥ずかしさを感じないんだが、そのときの光景はばっちり記憶に残ってるしな。そう、深層対話室で見たラピスのあられもない姿が──。

「……兄さんのえっち」

「ぐはっ!?」

　突如投げ込まれたビーンボールが俺おれのハートを直撃。もちろん声の主ピツチヤーは真ま由ゆ香か。従妹いとこは「むーっ」とうなりながら俺をジト目で見つめていた。

「……知りませんでした。兄さんとラピスは随分親密な関係だったんですね。お互いの裸をマジマジと見つめあったことがあるなんて……」

「ちょ、ちょっと待て真由香！　おまえは間違いなくおかしな誤解をしてる！」

「そ、そうよ！　わたしだって冬夜の裸なんか見たくなかったもん！　でも、冬夜が強引にわたしの中に入ってくるから……」

「ラピスも誤解されるような言葉を使うのはやめようぜ!?」

　正確にはラピスの中にある深層対話室に入っただけだ。

　断じていやらしいことはしていない。

「と、とにかく！」

　仕切りなおすように、ラピスが叫んだ。

「対話はそう簡単に使っちゃいけないの。下手をすればウィッチクラフトの意志に精神を呪じゆ縛ばくされて、魔力を暴走させちゃうかもしれないもん」

「そうだね。それに、今の真由香じゃ戦闘用ウィッチクラフトと対話をするのはできないと思う。それは真由香自身もよくわかってるでしょ？」

「うっ……」

　梨央姉の言葉に、真由香は沈んだ顔で俯うつむいてしまった。

　……なんだ？

　対話が危険なことだとしても、『できない』っていうのはどういう意味だ？　ひょっとして、真由香には何か対話ができない理由があるのか？

「まあ、とりあえず真由香の話は置いておいて。ラピス、一つ質問していいかな？」

「むっ。何よ。また変なことを言うんじゃないでしょうね？」

「あはは、大丈夫。今度はジョークじゃなくてマジメな質問だから」

　じゃあ、聞くね？　と。

　梨り央お姉ねえはいつものスマイルを消してから、



「《剣舞士の首飾りソードダンサー》の能力は、刀剣変化だけなの？」



「………っ！」

　その言葉に、ラピスが明らかに動揺した。

「ど、どうしていきなりそんなこと聞くのよ！」

「別に不思議なことじゃないでしょ？　現にラピスや《魔狼フエンリル》だって能力を二つ持ってる。それに、《剣舞士の首飾りソードダンサー》は遺産№７。《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》や《四銃奏カルテツト》よりも序列が上なんだよ？」

「そ、それはそうだけど……」

　気マズそうに黙り込むラピス。

　確かに、梨央姉の言う通りだ。

　俺おれの《剣舞士の首飾りソードダンサー》も《魔狼フエンリル》と同じ《Ⅸノウエム》の一つ。

　だったら能力を複数持っていてもおかしくない。

　もしかしたら、刀剣変化以上に強力な能力が備わってる可能性も……。

「ダメよ」

　しかし。

　そこでラピスが取った態度は明らかな拒絶だった。

「確かに、《剣舞士の首飾りソードダンサー》にはもう一つ能力があるわ。でも、それは教えたくないの」

「はあ？　なんでだよ？」

「教えてもどうせ使えないからに決まってるでしょ。……ううん、正確には使っちゃダメなの。下手をすれば第二段階レベル２まで進んじゃうかもしれないし」

「……第二段階レベル２？」

「さっき言ってた、ウィッチクラフトによる精神呪じゆ縛ばくのこと。それには大きく分けて第一段階レベル１から第三段階レベル３までがあるのよ」

　真剣な口調で、ラピスは言葉を紡ぐ。

「まずは第一段階レベル１。わたしみたいに言葉でコミュニケーションを取れるウィッチクラフトじゃないのに、ソイツの声が聞こえちゃうこと。ねえ、冬とう夜や。あんたはわたしの対話を使っていないときに、《剣舞士の首飾りソードダンサー》の声が聞こえたことはなかった？」

「………っ。それは……」

　ラピスの言葉に、昨夜の記憶がフラッシュバックする。



　──さあ、踊れ。



　廃ビル屋上でセツナと戦ったときに、脳裏に響いたあの言葉。

　もしかして、あれは《剣舞士の首飾りソードダンサー》の声だったのか？

「……その様子だと、心当たりがあるみたいね。気をつけなさい。《剣舞士の首飾りソードダンサー》の精神呪じゆ縛ばくは他のウィッチクラフトよりもかなり強いから」

「そうなのか？」

「ええ。例えば、《四銃奏カルテツト》が攻撃だけに特化したウィッチクラフトだとしたら、《剣舞士の首飾りソードダンサー》は所有者を戦わせることに特化したウィッチクラフトなの。どんな素人でも達人みたいに剣を扱えるようになるわ」

「でも、俺おれはまだそこまでのレベルじゃねえぞ？」

「それはあんたが《剣舞士の首飾りソードダンサー》の能力を完かん璧ぺきに引き出せてないからよ。でも、それでいいの。能力を引き出す代償として精神呪縛が進んじゃう可能性だってあるもん」

「さっき言ってた第二段階レベル２ってヤツか？」

「そう。第二段階レベル２になったら、ウィッチクラフトの意志が所有者の精神に何らかの影響を与えるかもしれない」

「じゃあ、第三段階レベル３っていうのは……」

「いわゆる、暴走ね。自分の精神を完全にウィッチクラフトに支配されて、制御できなくなる。それに、第三段階ぼうそうが長く続いたら……最悪の場合、所有者は廃人になっちゃう可能性だってあるの」

「………」

　それは、想像もしたくない光景だった。だってここにいる梨り央お姉ねえは、ウィッチクラフトの暴走が原因で一度命を落としたんだから。

「だから今は刀剣変化だけで戦うようにして。《Ⅸノウエム》クラスのウィッチクラフトが暴走したら、本当に手が付けられなくなっちゃうし」

「わかったよ。心配してくれてありがとな、ラピス」

「なっ……お、お礼なんかいらないわよっ。あんたはわたしの所有者だから注意してあげてるだけだもんっ」

　ふんっと息を吐いてから視線を逸そらすラピス。

　何はともあれ、今は刀剣変化だけで戦わなくちゃいけないわけか……。

「………」

　でも、ホントにそれでいいのか？

　七なな海みやセツナに勝つには、俺はもっと強くならなくちゃいけない。

　そう、自分の家族を守るために──。

「では、そろそろ昼休みも終わりだから、とりあえず一区切りにしよっか。この続きは本家に帰ってからってことで」

「そうですね。ラピスと兄さんも教室に帰りましょう」

「あ、ああ、そうだな」

　梨り央お姉ねえと真ま由ゆ香かに促されて立ち上がる。

　これにて会議は終了。もし戦いが始まるとしても深夜零時からだ。それまで俺おれたちは普通の高校生として学園生活を送ることになる。

「……夜に備えて寝とくか」

　確か五限目はＬＨＲロングホームルームだったはずだ。昨日はなんだかんだで疲れたし、居眠りぐらいしても構わないだろう。

　そんなことを考えながら、俺は教室に行くために屋上のドアへと歩き出した。



×　　　×　　　×



　しかし、教室に帰って五限目のＬＨＲが始まってから数分。

　俺のプランは完膚なきまでにブチ壊されるのだった。



「はじめまして。今日からこの学園に転入することになった霧きり谷や七なな海みです。みなさん、どうかよろしくお願いします」



　深しん窓そうの令嬢よろしくパーフェクトな笑顔を浮かべながら、千せん羽ば学がく園えんの女子制服姿のそいつは俺たちに挨あい拶さつしてきやがった。

　霧谷七海。

　遺産№２──《紅柩ピジヨンブラツド》。

　昨夜、俺たち辻つじ峰みね家の敵になった少女だった。

「………」

　……なんだこれ。

　いくらなんでも予想外すぎる。

　まさか七海がうちのクラスに転入してくるとは……。

（ちょ、ちょっと冬とう夜や！　これってどういうことよ！）

　俺の隣の席に座ったラピスが小声で抗議してきた。

　いや、俺に訊きかれてもな。

　だが、ラピスがパニクるのも無理はない。なにせＬＨＲが始まった途端、担任の先生が『実は今日からこのクラスに新しいメンバーが加わることになりました』とか言い出して、いきなり七なな海みが登場しやがったんだ。

　教室を見渡すと、真ま由ゆ香かも今にも呼吸が止まりそうなくらいビックリしていた。当たり前だ。俺おれだってショックで心臓がストップしそうだぞ。

「はいはい、静かにしてくださいねみなさん」

　突然の転入生の登場に騒がしくなるクラスを宥なだめるように、北きた加か瀬せ先生が言った。

　北加瀬鈴りん。

　まだ大学を卒業したばかりの若い先生で、その大人っぽい整ったプロポーションと面倒見のいい性格からか、男女問わず生徒から人気のある女性教師である。ちなみに、担当科目は英語。

「霧きり谷やさんは最近までご家庭の都合で海外にいたそうで、まだこの街にはそこまで詳しくないそうです。なので、何か困ったことがあったらみなさんで助けてあげましょう」

　あはは、助けろって言われてもね。

　昨日俺たちはコイツに戦争を申し込まれたんですけど。むしろこっちがＳＯＳを出したいくらいだ。

「本当は先生も朝のＳＨＲシヨートホームルームで紹介したかったんですけど、霧谷さんの予定が合わなくて少し遅れちゃったんですよね」

















「すいません、先生。昨日ちょっとしたトラブルがありまして」

　紅あかい髪を揺らしながら黒板の前で優雅に微笑ほほえむ七なな海み。

　ざけんな。何がちょっとしたトラブルだ。どう考えても朝のＳＨＲシヨートホームルームに遅れたのは昨日セツナと戦ってたせいじゃねえか。

「………」

　でも、待てよ。

　こうして七海が無事ってことは、コイツと戦っていたセツナは……。

「それでは、せっかくのＬＨＲロングホームルームですし転入生への質問コーナーとかしてみましょう。というわけで、委員長の辻つじ峰みね真ま由ゆ香かさん。進行をお願いしてもいいですか？」

「げっ」

　うわー、すっかり忘れてた。このクラスの委員長は真由香だったっけ。普通だったらこういうときに進行を担当するのは当然かもしれないが……。

「わ、わかりました」

　頬ほおをピクピクひくつかせながら立ち上がる真由香。

　……ヤバイ。

　早くも昨日決めた深夜以外の戦闘は禁止というルールが破られるかもしれん。今にも《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》で斬きりかかりそうな顔してるもんあの従妹いとこ。

「よろしくね、委員長さん」

「……はい。では、質問コーナーということで……まずは委員長の私から一つ質問をしてもいいですか？」

「どうぞ。大抵のことなら答えてみせるわ」

「では、質問しますね。どうして……この学園に転入してきたんですか？」

　真由香が訊たずねると同時に俺おれの隣でラピスが「うんうん」と頷うなずいていた。

　確かに、それが一番の問題だ。

　俺やラピスが辻峰家のコネを使ってこの学園に転入したのと同じで、たぶん七海も霧きり谷や家のコネを使って転入してきたんだろうけど……。

「………」

　一気に静まり返る教室内。

　どうやらクラス全員が七海の言動に注目しているらしい。つーか、美少女の転入生に男子たちが狂喜乱舞してるのがヒシヒシと伝わってくる。俺だって普通だったらテンション上げてるよ。七海と戦争してなければね。

「そうね。なんて言ったらいいのかしら」

　注目が集まる中。

　何かを考え込んでいるのか、七海は可愛かわいらしく顎あごに指を当ててから、



「実は、私には好きな人がいるの」



　昼下がりの教室に、とんでもない爆弾発言を投下しやがった。

　………。

　チョット待テ。

　マサカ、コノ腹黒キツネ……。

「そして、その人はこのクラスの中にいるわ」

「！」

「ちなみに、もうプロポーズもしちゃった♪」

「!?」

　七なな海みの登場からわずか三分。教室内はブラジルのサンバカーニバルも真っ青の騒乱の渦と化していた。

　……すごいね。

　アメリカの最新鋭爆撃機だってここまでエグい爆弾を落としたりはしねえぞ。そして一番厄介なのは爆心地のド真ん中にいるのがこの俺おれだってこと。

「はいはい、質問っす！　つまり、七海ちゃんはその人を追いかけてこの学園に来たってことっすか？」

「なっ!?」

　俺の前の席で、元気よく手を挙げながら質問をしやがったのはイツキだった。

　くそっ、まさかコイツ、今朝俺たちが脅したことを根に持ってるのか!?　あれはどう考えてもジョークだろ！　その割には真ま由ゆ香かの演技がマジで怖かったけどさ！

「ちなみに、七海ちゃんがＬＯＶＥな人の名前を教えてもらってもオッケーすか？」

「ええ、もちろん」

　七海の言葉に「おおおおおっ!?」とガスコンロにかけたヤカンよろしくヒートアップする男子たち。「まさか俺か!?　初対面だけど！」、「そういや今日の朝の占い一位だったっけ……」、「僕と彼女は前世からの因縁」などなど、多数コメントが寄せられております。

　……マズい。

　ひょっとしたら、これは逃げた方がいいんじゃ……。

「──お兄様」

　教室の喧騒を打ち消すように呟つぶやいてから、七海は静かに黒板の前から移動する。

　そして、俺の席の前でピタッと足を止めてから、

「やっぱり、私……あなたのことがあきらめきれないの。だって──」



「私は、あなたのことが大好きだから」



「………」

　一目散に。

　俺おれは強引に七なな海みの腕を掴つかんだまま、教室のドアから廊下へとダッシュしていた。

　数秒後、「野郎、逃げやがった！」、「安心しろ辻つじ峰みね！　おまえには黙秘権がある！　ただし、すでに人権はねえっ！」、「畜生ぉおおおこのリア充がぁああああっ！」と様々なシャウトを上げながら、男子の何人かが熱狂的なフーリガンよろしく俺を追いかけてくる。

　……ああ。

　どうやら昼だろうが夜だろうが、もはや俺に心休まる時間はないっぽい。

　そんな悲しい現実を胸に刻みながら、俺はひたすら廊下を走り続けるしかなかった。



×　　　×　　　×



「……説明しやがれ」

　屋上。

　昼休みに辻峰家メンバーが会議をしていた場所である。

　暴徒と化したクラスメイトたちと騒ぎを嗅ぎ付けてやってきた教師陣をなんとか振り切った後で、俺は人気のない屋上で七海に問いただしていた。

「もう、説明して欲しいのはこっちよお兄様。いきなりこんな人気のないところに連れ出すなんて、どういうつもり？」

「おまえが教室であんなことを言うからだ」

「私は自分の気持ちに正直になっただけなのに」

「だからってあの自己紹介はインパクトが強すぎだろ!?」

「あら、インパクトは強い方がいいでしょう？　クラスのみんなの記憶にもバッチリ残ったと思うし」

「だから余計に俺が困ってんだよっ！」

　いや、マジで。

　明日から俺は一体どんな顔をして登校すればいいんだ。男子の襲撃から身を守るために防弾チョッキとか着こむべきかもしれん。

「大丈夫。後で私が『あれは外国流の冗談だった』って言っておくから」

「外国って……思いっきり嘘うそ設定じゃねえか。大体、なんでおまえはこの学園に転入してきたんだ？」

「え？　それはさっき教室で言ったじゃない」

　にっこりと。

　七なな海みは天使のように微笑ほほえんでから。

「私は、お兄様のことをあきらめていないもの」

「………っ！　おまえ、本気か？」

「もちろん。だって、戦闘行為をしていいのは深夜だけでしょう？　だったら昼間にこうやって会話をしてもいいはずよね？　それに、私も一度でいいからお兄様やお姉様と一緒の学園に通ってみたかったのよ」

「くっ……」

　そういやコイツ、『昼間には戦いたくない理由があるの』って昨日言ってたよな。まさか、俺おれにこうやって近づくために戦争を深夜限定にしたのか？　だとしたらヤバい。俺にとっては昼も夜も戦争をしてるようなもんだぞ。

「そう、私たちの戦いは深夜限定。だから昼間はどんなにイチャイチャしても何も問題はないもの」

「いや、いきなりイチャイチャとか言われても……」

「まあ、私的にはニャンニャンしても構わないけど」

「それって一体どんな状態だよ!?」

「あら、お兄様が知りたいんなら今すぐ教えてあげましょうか？」

「は？　いきなり何を……って、だああああやめろっ！　何の脈絡もなく俺の身体に抱き着いてくんな！」

「でも、私はお兄様と学園ニャンニャンがしたくて……」

「学園ニャンニャンって何!?　つーか、いきなり意味のわからないことを言い出すのはやめ──」

「大丈夫。今からニャンニャンの意味を教えてあげるから。そう、お兄様の身体に」

「だからいい加減俺から離れろてめえ──────っ！」

　叫んでから、身体に抱き着いていた七海を必死に引きはがす。

　すると、当の七海は「ふふっ、残念♪」とペロっと悪戯いたずらっぽく舌を出して微笑んできやがった。

「……くそっ」

　……落ち着け。コイツのペースに乗せられるな。いや、ニャンニャンって言葉は思春期の高校生男子にとっては凄すさまじく興味を惹ひかれるフレーズな気もするが、今はそんな状況じゃねえ。そう──俺は、七海に訊きかなくちゃいけないことがあるんだ。

「──あはっ」

　何が可笑しかったのか、七海は俺を見て楽しそうに笑いやがった。

「ステキね、お兄様。さっきまでとは明らかに雰囲気が変わったわ。まあ、私は今みたいに真剣になったお兄様も好きだけど」

「うるせえ。それより、俺おれの質問に答えろ。昨日の戦いの結果は……セツナは、どうなったんだ？」

　そう、昨晩七なな海みが率いる《革命軍レジスタンス》とセツナが激突した。

　けど、こうして七海が無事でいるってことは……。

「いいわ。教えてあげる」

　クスっと。

　七海は楽しそうに口くち唇びるを歪ゆがませた後で──一言。

「私たち霧きり谷や家は、昨晩の戦いに勝利したわ」

「………っ！」

「まあ、最後はセツナさんに逃げられちゃったんだけどね。それに、こちらの被害も甚大だった。さすがは《魔狼フエンリル》の所有者。たった一人で三十七体いた《遺灰人形ウイツチドール》を十体も倒すなんて」

「つーことは、残ってる《遺灰人形ウイツチドール》は二十七体か？」

「ええ。でも、戦力としては十分でしょう？　それに──昨晩の戦闘で、セツナさんも重傷を負ったわ。まだ《魔狼フエンリル》は所有してるでしょうけど、しばらくは満足に戦えないはずよ」

「なっ……」

　どういうことだ？

《魔狼フエンリル》の能力──獣化変身。その能力は所有者の身体を獣へと変え、運動能力と闘争本能を爆発的に強化。そして、不死身と言っていいほどの回復力を与える。なのに、《遺灰人形ウイツチドール》はセツナに傷を与えることができたっていうのか？

「まあ、彼女に勝てたのはアリスのおかげでもあるんだけどね」

「………っ。どういう意味だよ？」

　霧谷アリス。

《四銃奏カルテツト》の所有者だったメイド。そして、たった一人だけの自我と感情を持った《遺灰人形ウイツチドール》。

　けれど、あいつはサードショットの炎に灼やかれて死んだはずだ。

「ふふっ。それは内緒よ。だって、お兄様は辻つじ峰みね家の一員でしょう？　まあ、どうしても知りたいなら……」

「───っ」

　不意に七海はこちらの肩に手を置いて、俺の顔を上目づかいに見つめてきた。

　まるで、誘惑でもするみたいに。

「……お兄様」

　そして。

　彼女は深紅の口くち唇びるで言葉を紡ぐ。

「私を……あなたの家族ウイツチクラフトにして」

「………っ！」

「今ならまだ間に合うわ。昨晩私たちはセツナさんに勝利した。ということは、次に狙ねらうのが誰だれなのかわかるわよね？」

「………」

　そう、七なな海みの願いは──自由。魔女がこの音おと原はら市に張った結界を破壊して、世界を見に行くこと。そのためには、結界のシステムの中心であるラピスを殺す必要がある。

　だから、必然的に七海が次に戦いを挑むのは──。

「──悪いな、七海」

　はっきりと、俺おれは彼女の言葉を拒絶していた。

「昨日も言っただろ？　俺はラピスの所有者だ。おまえがラピスを殺すつもりなら、俺が守ってみせる」

「……お兄様。本当にいいの？　相手はセツナさんを打倒した《革命軍レジスタンス》なのよ？　はっきり言って、あなたたち辻つじ峰みね家に勝ち目は──」

「それでもだ。どんなに逆境だろうが、俺たちは戦うよ」

　そんな覚悟はとっくに決まってる。

　これは蒐集たたかいを続けるための戦争たたかい。

　どんなに勝つ見込みが薄かろうが、戦うことをあきらめるわけにはいかねえ。

「──ふふっ」

　答えを聞いた途端、なぜか七海は笑っていた。

「相変わらずあなたは家族想おもいなのね。この状況でそんなセリフが言えるなんて……どうしよう。ますます好きになっちゃいそう♪」

「この状況でよくそんなこと言えるな……。それより、七海。おまえは《遺灰人形ウイツチドール》が十体やられたって言ったよな。最初の一体は《魔狼フエンリル》に略奪されたとして、残りの九体は……」

「ああ、それなら心配しないで。ちゃんと私の中に封印しておいたから。これでも私は遺産№２《紅柩ピジヨンブラツド》。お姉様と同じく、魔女の柩ひつぎになる資格はあると思うわ。《遺灰人形ウイツチドール》たちを生み出したのも、この私だしね」

　誇らしそうに胸を張る七海。

　そういや……一つ納得がいかないことがあった。

　七海は──どうやって《遺灰人形ウイツチドール》を生み出したんだ？

　魔女の血液の代わりに魔女の遺灰を材料にしたってのはわかる。しかし、材料が手に入ったからってそう簡単にウィッチクラフトを生み出せるものなのか？　魔女みたいに魔術の知識があれば話は別なのかもしれないが……。

「ところで、お兄様」

　そこで、七なな海みがこっちの思考を遮るように話しかけてきた。

「もしかしてどこか怪け我がしてるの？」

「げっ」

「うふふ、やっぱり図星だったわね。さっき廊下を走ってるとき、身体のあちこちを庇かばっているような走り方をしていたから」

「くっ……」

　……チクショウ。こんなにあっさり俺おれが身体を痛めてることを見抜かれるとは。マズいな。ここで弱みを知られてしまったことは、後々の戦闘にも影響を及ぼす可能性も……。

「なんなら、治してあげましょうか？」

「──はい？」

　突然の申し出にきょとんとしてしまった。

　……治すだって？

　それはどういう意味だ？

「そんなに不思議そうにしないで。お兄様も知っているでしょう？　お姉様は封印の他に対話の能力も持っている。それと同じように私にも封印とは別の能力が備わっているわ。それは──治癒」

「………っ。それって、まさか傷を治す力か？」

「ご名答。この能力は自分の傷は治せないんだけど、他者の傷を治すぐらいなら簡単よ。だから、お兄様のことを元気にしてあげる」

「……ざけんな。そんなうまい話があるか。俺はおまえの敵だぜ？　怪我が治れば、全力で戦えるようになる」

「私は構わないわ。怪我が治ったお兄様と戦っても負けない自信があるもの。それに、お兄様は昨日私とデートしてくれたでしょう？　だから、これはそのお礼よ」

「………」

　……どうする？　強制解放フオルテを使った反動。俺の身体に残るダメージは深刻だ。きっとこのままじゃ全快には程遠い。

　けど、本当に七海が怪我を治せるんだとしたら……それはチャンスなんじゃないか？

「………っ。……わかった。おまえの話に乗るよ」

「ふふっ。信用してくれてありがとう、お兄様」

　言って、七海はぱあっと嬉うれしそうに顔を輝かせた。

　……くそっ。性格は腹黒キツネのくせに、笑顔は可愛かわいいよなコイツ。まあ、今は文句を言うのはやめておくか。コイツは俺おれの傷を治してくれるわけだし、昼間は戦闘禁止だから罠わなの心配もないはずだ。

「じゃあ、お兄様」

　そして。

　七なな海みは嬉うれしそうにはにかんだままで、



「シャツを脱いでくれないかしら？」



「………」

　……訂正。

　やっぱり俺は全力でコイツに文句を言おう。

「……オイ、この腹黒キツネ。なんで服を脱がなくちゃいけないんだよ？」

「もちろん、お兄様の身体の具合を調べるためよ。いわゆる触診ね。大丈夫。制服のシャツのボタンを外すだけでいいから。それに、お兄様だってお医者さんに行ったらそれぐらいするでしょ？」

「うっ……確かに、風邪を引いたときは胸に聴診器を当ててもらうけどさ」

「だから、それと同じことをしましょう。まあ、厳密に言うと私はお医者さんじゃないから、今からする行為は『お医者さんごっこ』って言った方がいいのかしら？」

「………」

　……不安だ。七海とお医者さんごっことかマジ不安しか湧わいてこねえ。医療ミスでうっかり闇やみに葬られてもおかしくねえぞ。どうやら今日も七海様は絶好調なご様子です。

「ほら、早く始めましょう？」

「………っ！　やめろ！　勝手に俺のボタンを外すな！」

「じゃあ、ベルトの方を外す？」

「そっちの方が明らかにやばいよな!?」

「ふふっ。だったら自分でボタンを外して。全部外したら横になってくれる？」

「くっ……わかったよ……」

　シャツのボタンを外してから、屋上に設置されたベンチの上に寝転がる。正直七海とこんなことをするのはどうかと思うんだが、怪け我がを治すためなら仕方なくて……。

「大人しくしててね」

「!?」

　瞬間、ドクンッと鼓動が跳ね上がった。

　寝転がった俺の腰の上に馬乗りになるようにして、いきなり七海が跨またがってきたのだ。格闘技でいうところのマウントポジションである。

「お、おまえ、いきなり何を……！」

「大丈夫。今からする治療はちょっぴり痛いかもしれないから、お兄様が暴れないように押さえつける必要があったのよ」

「………」

　……なんだろう。言ってることはものすごく正論だが、やってることはかなり違和感がある。風紀委員に見られたら間違いなく生徒指導室に連行されるシチュエーションだぞ。

　でも、これも怪け我がを治すためには仕方のないことで……。

「それでは、お医者さんごっこスタート。じゃあ、お兄様。今度は私の服を脱がしてくれない？」

「いきなり何言っちゃってんのおまえっ!?」

「え？　でも、私はお兄様を元気にしてあげようと思って……」

「その言い方は明らかに語弊があるだろっ！」

　おまえは一体俺おれのどこを元気にする気だ。

「落ち着いて。私の能力を使うのには、対象者と肌を密着させる必要があるの。だから、私も服を脱いだ方が都合がいいわ」

「い、いや、だからってなんで俺が……」

「えっ……だ、だって、自分で脱ぐのは恥ずかしいんだもん……」

「おまえの羞しゆう恥ち心しんの構造は一体どうなってるんだ!?」

　むしろおまえが医者に行けよ。

　いっそのこと精神鑑定でも受けてきた方がいいんじゃないか？

「私の服を脱がせないと治療が始められないわ。それとも、お兄様は怪我を負った身体で《革命軍レジスタンス》と戦いたいの？」

「ぐっ……わ、わかったよ……」

　仕方なく、七なな海みのシャツにゆっくりと手を伸ばして、ボタンをぷちぷちと外していく。その度に傷一つない艶あでやかな肌と、可愛かわいらしいデザインの桃色の下着が晒さらされて……うわー、直視できねえ。なんで俺は学園でこんなことをしてるんだ？

「ほ、ほら、終わったぞ」

「ふふっ、ありがとう」

　なんとかボタンを全部外すと、七海はお礼を言ってきた。

　いえ、むしろお礼を言いたいのはこっちです……って、何を考えてるんだ俺。今は治療に集中を──。

「それじゃ、治療を始めるわね」

「！」

　突然の治療宣告とともに、七海の指が俺の肋ろつ骨こつの辺りをゆっくりと撫なでてきた。

　肌に触れるひやりと冷たい指先の感触。

　視界に入る桃色の下着に包まれた豊かな二つのふくらみ。

　薄うつすらと肋ろつ骨こつが浮き出そうなくらい華きや奢しやな身体と、滑らかなラインを描く鎖骨……。

「わあっ、すごい。お兄様って身体は細いのに筋肉質だわ」

「ま、まあ、毎日鍛えてるからな……」

「へえー、そうなんだ。ちなみに、どんな鍛錬をしてるの？」

「た、たとえば真ま由ゆ香かと試合をしたり、走り込みや筋トレを……」

「ふうん。結構ストイックなのね♪」

　言いながら、ゆっくりと俺おれの脇わき腹ばらを撫なで上げる七なな海み。

　……助けて。いくらなんでも刺激的すぎる。こんな状況が続いたら三分も耐えられねえぞ。ウルトラマンよりもシビアな持ち時間だ。こうなったら俺にできるのは早く治療が終わることを祈るしか……。

「ひあぁっ!?」

　途端、口からおかしな声が漏れた。

　ぎゅっと、七海が俺の首に手を回して抱き着いてきやがったのだ。

「お、おまえ……っ！」

「静かにして。今肌を密着させてお兄様の身体に私の魔力を送り込んでるところだから。それが終われば、全身の傷が治るわ」

「ホ、ホントだろうな？」

「ええ。嘘うそは吐つかないわよ。それにしても……きゃっ……すごい。こうしてると、お兄様の鼓動がトクントクンって伝わってきちゃう……♪」

「そ、そりゃあこれだけ密着してればな……」

　冷や汗をダラダラ流しながら返答。マズい。これは明らかにショック療法だ。この画期的な医療システムを導入すればどんな寂さびれた病院だって満員御礼間違いなしである。

「頑張ってね。もう少しで、治療が終わるから」

「………っ!?」

　こっちの動きを封じるみたいに七海は俺の身体を抱きしめてくる。

　さらに縮まる距離。紅あかい髪から香ってくるフルーティーなシャンプーの匂におい。肌に触れるマシュマロのように柔らかな二つのふくらみ。そして、獲物を狙ねらう吸血鬼のように優美な輪郭と、潤った深紅の口くち唇びる。

「……お兄様」

　そして。

　七海は抱き着いたままで俺の首筋にその口唇を近づけて……。

「……んっ」

　ちゅっと。

　ほんの少しだけ恥ずかしそうにしながら、俺おれの鎖骨の辺りにキスをしてきた。

「なっ……！　お、おい！　いきなり何してんだよっ！」

「大丈夫……もうすぐ治療は終わるから……」

　ぴちゃぴちゃと微かすかな水音を立てながら、七なな海みは小さな舌を俺の鎖骨から首筋へと這はわせていく。

　そして、彼女の温かさは胸板へ。

「……んぅっ」と小さな吐息を零こぼした後、日々の鍛練で鍛えられた俺の胸板に温かい口くち唇びると舌を触れさせる。

「んっ……ふぅ……ちゅっ……」

「や、やめろ、七海……っ」

　チ、チクショウ、背筋がゾクゾクしてもはやロクに声すら出せねえ。しかも、七海が魔力を送り込んでるせいなのか、徐々に身体が火照るように熱くなってきて……。

「お兄様……」

　キスすることに満足したのか、おずおずと俺の顔を見つめてくる七海。

　普段の悪戯いたずらっぽい表情とは違う、妖よう艶えんな色香。

　彼女自身も恥ずかしさを感じているのか、その瞳は微かに潤んでいた。

　そして……。

「……大好きよ、お兄様」

「………っ」

　自分の想おもいを告げる言葉とともに、七海の口唇が俺の顔へと近づいてきて──。

「──あら、残念。どうやら時間切れみたいね」

　互いの口唇が触れ合うまであと数センチというところで、七海は悪戯っぽく呟つぶやきやがった。そして、ふわっと立ち上がって俺の身体から離れる。

「くっ……！」

　反射的に俺も身体を起こして七海から距離を取る。

　でも、時間切れって……どういう意味だ？

「やっ……やっと追いついたわ……」

「！」

　不意に屋上のドアの方から幼い声が響いた。

　そこにいたのは、ラピス。

　制服姿の我が家のプチ猫は、はあはあと息を切らしながら俺たちを見つめていた。

「あら、お姉様。あなたもここに来たのね」

「う、うるさいわ《紅柩ピジヨンブラツド》！　あんたがあんなことを言ったせいで教室は大騒ぎになっちゃったじゃない！　委員長の真ま由ゆ香かは騒ぎの収拾で忙しかったから、こっそり抜け出したわたしがあんたの気配を探ってここまで来たのよ！」

　ここまで来た理由を説明しながら、肩で息をしているラピス。

　むー、どうやら急いで走ってきたらしい。まあ、ラピスって体力がなさそうだし、息を切らすのも無理はないかもしれんが。

「ところで、お兄様。身体の調子はどう？」

「えっ……」

　七なな海みの言葉に、軽く身体を動かしてみる。すると、昨晩から引きずっていた痛みが嘘うそのように消えていた。

　……マジかよ？

　まさか本当に肌を密着させただけで傷が治っちまったのか？

「少しは見直してくれたかしら。これでも私は《Ⅸノウエム》の一角にして、遺産№２。そのくらいは簡単だわ」

「……サンキューな、七海」

「うふふ、お礼はいらないわ。それに……魔力を送り込むだけなら、掌てのひらをお兄様の身体に触れさせるだけでもよかったしね」

「なっ……!?」

　反射的に睨にらみつけると、七海はペロっと小さく舌を出して悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんできた。

　うわー、ふざけんなよ七海様。つーことは、さっきまでのあれは俺おれをおちょくってただけか……。

「………」

　もしくは……本気で俺を誘惑するつもりだったのか。

　一人ぼっちでこの時代に目覚めたラピスと同じように、七海は家族っていう存在に強く恋焦がれている。そして、自分のことを家族だって言って守ってくれる人間を求めている。だから、コイツはさっき本気で俺のことを仲間にしようとして……。

「さて。お兄様の傷も治ったことだし、これで準備はできたわね」

　しかし、七海はさきほどとは明らかに違う冷たい表情で笑った。

　──そして。

　彼女は自分の姉であるラピスを見つめてから──。

「お姉様。今夜、私はこの革命に終止符を打つわ」

「………っ！」

「この言葉の意味がわかるでしょう。今夜──《革命軍レジスタンス》は辻つじ峰みね本家に襲撃をかける。そのためにわざわざお兄様の傷を治してあげたのよ？　今夜があなたたちにとって最後の戦いになるんだし、せっかくだから全力で戦わせてあげようと思ってね」

　ゾクッと、背筋が凍りつくような宣戦布告。

　紅あかい髪をなびかせながら、七なな海みは霧きり谷や家当主としての言葉を紡ぐ。

「先に言っておくけど、辻つじ峰みね本家から逃げちゃダメよ？　そのときは──《革命軍レジスタンス》を使って辻峰本家を壊して、あなたたちの帰る場所を失くしてあげるから」

「くっ……」

「じゃあ、私はもう帰るわ。でも、憶おぼえておいてね。刻限は深夜零時。今宵、辻峰本家は紅く染まるわ。そう──お姉様。あなたの血でね」

　それこそ、まるで鮮血のように紅い口くち唇びるで告げてから、

　七海は俺おれたちに背を向けて屋上のドアから出て行った。

「……ラピス」

　思わず、俺は声をかけていた。

　するとラピスは震えそうな声を誤魔化すように、「ふんっ」と気丈な態度で息を吐いた。

「──上等じゃない。《紅柩ピジヨンブラツド》が言った通り、決戦は今夜よ。あいつが奪ったリリィの遺灰。それを取り戻して、わたしはリリィの柩ひつぎになってみせるわ。だから……」

　そこまで言ってから。

　ラピスは少しだけ不安そうに俺を見つめて──一言。



「ねぇ……冬とう夜や。あんたは……わたしと一緒に戦ってくれる？」



　ただただ一生懸命に、そう訊たずねてきた。

「──おう。そんなの当たり前だろ」

　間髪入れずにそう答える。戦う覚悟なんかとっくに決まってる。決して自己犠牲の精神に酔ってるわけじゃねえ。俺はただ自分の大事な人間を守りたいだけなんだ。

「っ！　あ、ありがと……冬夜」

「礼はいらねえよ。俺はおまえの番い犬ぬなんだろ？　だったら、主人を守るのは当然のことだからな」

「……うん、そうね。契約を交わした以上、あんたはわたしの番犬だったわ」

　ふうっと。

　なぜか、ラピスは一度だけため息を吐ついた。

「じゃあ、飼い主としてあんたに質問をしてもいい？」

「……質問？」

「なんであんたは、こんな場所でシャツを脱ぎかけてるの？」

「！」

「それに、《紅柩ピジヨンブラツド》の制服もかなりはだけてた気がするんだけど？」

「!?」

「もしかして……え、えっちなことでもしてたとか？」

「………」

　……ああ。

　もしかしたら、俺おれは今夜の決戦まで生きていられないかもしれない。

　目の前で「へ、へぇー……黙ってるってことは図星なんだー……真ま由ゆ香かに教えたらなんて言うかしらねぇ……」なんて呟つぶやきながら頬ほおをひくつかせて怒り狂っているラピスを見たら、そう思うしかなかった。
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　結論から言おう。

　なんとか俺は生き残った。

　いや、屋上でうっかり「七なな海みに元気にしてもらうためには服を脱ぐ必要があったんだ！」と口走ってしまい、本家どころか学園が俺の血で染まりかけたが……ラピスが七海の治癒能力は掌てのひらを相手の肌に触れさせることが必要だって知っていたので、何とか誤魔化せた。

　ちなみに、真由香にも真相は話せない。

　当たり前だ。そんなことをすれば即刻辻つじ峰みね家内クーデターが勃ぼつ発ぱつし、俺はかのマリー・アントワネットのごとく処刑台送りにされてしまう。なので、真由香には七海が俺の怪け我がを治してくれたことだけを伝えておいた。

　そして、現在の時刻は午後十一時四十五分。

　約束の刻限まで残りわずか。

　七海と彼女が率いる《革命軍レジスタンス》を迎え撃つために、俺たちは辻峰家の庭で待ち受けているわけだが……。

「……なあ、真由香。おまえ、なんでそんな恰かつ好こうをしてるんだ？」

　雲間から差し込む月明かりの下。俺おれは隣で《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を持っている真ま由ゆ香かに訊たずねていた。

　従妹いとこが着ているのは──巫女服。

　傍はたから見たらそうとしか思えない。真由香が身に纏まとっているのは赤と白に色分けされた和服だった。いや、大和やまと撫子なでしこっぽい雰囲気フルスロットルな真由香には凄すさまじく似合ってるけどさ。

「っ。し、仕方ないじゃないですか。姉さんが『これが《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を受け継いだ者の正装だよ♪』って言って、無理やり……」

「正装って……これが？」

「あぅ……兄さん。そんなにジーっと見ないでください……」

「あ、悪い。でも、すっげえ似合ってると思うぞ」

「そ、そうですか？　じゃあ、この衣装を着てよかったです。兄さんに褒めてもらえると……私も嬉うれしいですから」

　ポニーテールとリボンをピコピコ揺らしながらはにかむ真由香。

　……ヤバい。

　まさか巫み女こ服真由香がこんなに可愛かわいかったとは。すぐにでも新興宗教を起こせるレベル。イツキあたりだったら「まゆっちマジ可愛い！」とか言って即刻入信しそうだ。

















「ねぇ、梨り央お。あれってホントに正装なの？　なんだかただのコスプレにしか見えないんだけど」

「あはは、やだなぁラピス。ボクが嘘うそを吐つくわけがないじゃない。それに、あれは結構機能性に優れてるよ？　真ま由ゆ香かも袴はかまで戦うのは慣れてるしさ」

　俺おれと真由香の後ろではドレス姿のラピスと制服姿の梨央姉がヒソヒソ話していた。

　いや、確かに真由香はよく剣道着を着て鍛錬をしてるけど……まさかこの巫み女こ服が正装っていうのは梨央姉のジョークで、ホントは真由香に可愛かわいい衣装を着せたかっただけなんじゃ……。

「……まあ、いいか」

　とりあえず、深く追及するのはストップ。

　ひょっとしたら梨央姉も、少しでも緊迫した空気を紛らわせたくて真由香にこんな衣装を着せたのかもしれん。

　そう──今夜すべてが決まるんだ。

　ラピスの命運。

　そして、俺たちがウィッチクラフト蒐しゆう集しゆうを続けられるかが……。

「……ごめんなさい、兄さん」

　と。

　巫女服姿の真由香がいきなり謝ってきた。

「私が姉さんみたいに《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を使いこなせていれば、もう少し勝ち目があったかもしれません……。それに、せっかく兄さんが一緒に鍛錬してくれたのに、剣の腕も三年前の姉さんには届かなくて……」

「真由香……」

　俺の目の前で、真由香は申し訳なさそうに顔を俯うつむかせていた。

　やっぱり、コイツはウィッチクラフトの能力を使いこなせないことに……いや、正確には自分が梨央姉に劣っていることにコンプレックスを感じてるのかもしれん。

「………」

　けど、思えば昔から真由香はそうだったっけな。

　──天才。

　そう呼ばれるくらいに、梨央姉の剣の腕はずば抜けていた。剣術を習ってた頃ころの俺だってよく梨央姉に勝負を挑んでは負かされてたっけ。それは真由香も一緒。コイツも姉である梨央姉に一度も勝てなかった。

　だが、真由香だって何もしなかったわけじゃない。

　姉に負けるのが嫌だったのか、コイツは誰だれよりもストイックに稽古に励んでた。俺たちが習ってたのはかなり実践的な流派だったが、その厳しい鍛錬にも耐えてみせたんだ。

「───」

　しかし、現実は残酷だ。

　俺おれの記憶では、真ま由ゆ香かが梨り央お姉ねえに勝てたことは一度もない。

　そして、それは今も同じなのかもしれん。真由香は梨央姉ほどウィッチクラフトを使いこなせないし、梨央姉ほど剣の腕が立つわけでもねえ。そして、梨央姉は三年前に真由香のことを庇かばって一度死んでしまったせいで戦えない身体になってしまった。

　そんな様々な重圧プレツシヤーが、真由香のことを追いつめて──。

「大丈夫だよ、真由香」

「あっ……姉さん？」

　唐突に。

　沈んだ顔で俯うつむく真由香の身体を、梨央姉が横から抱きしめていた。

「真由香はこの三年間誰だれよりも努力してきたでしょ？　それに、冬とう夜やくんが来てからはずっと二人で鍛錬してた。《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を使いこなせなくても、剣の腕は上がってるはずだもん」

「姉さん……」

「それに、きっと胸だってそのうち大きくなるよ」

「なっ……な、何を言うんですか姉さん？　剣の腕はともかく、私は胸が小さいのなんてこれっぽちも気にしてなんか……」

「でも、この前お風ふ呂ろ上がりにこっそりバストアップ体操をやってたよね？」

「違いますっ！　あれはただのストレッチですっ！　決してそういう思おも惑わくがあってやってたわけじゃありませんっ！」

　むーっと唸うなる真由香。

　そんな妹を宥なだめるように、梨央姉はスマイルを浮かべてから、

「まあ、何はともあれ。戦いの前に落ち込むのはやめよう？　大事なのはボクたちがラピスを守り抜くこと。今は、それだけに集中していればいいから」

「………。そうですね。ありがとうございます、姉さん」

　お礼を言ってから、真由香は気を引き締めるように《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の柄を握りしめた。

　……ああ。

　やっぱり、梨央姉は変わらない。天てん真しん爛らん漫まん。まさにその言葉通り、この人は昔から底抜けに明るかったよな。だからいつも俺たちのムードメーカーになってくれた。

　それは今だって同じだ。今のやり取りだって真由香を励ますためにあえて明るく振舞ったんだろう。こんな風に梨央姉がときどき気遣ってくれるおかげで、俺たちはいいチームに……そして、家族になることができたんだと思う。

「………」

　それに……こんなことを言うのもなんだが、この三ヶ月はすげえ楽しかったんだ。

　ラピス、真ま由ゆ香か、梨り央お姉ねえ。

　彼女たちと一緒に暮らす日常はとても騒がしくて、賑にぎやかで、幸せだった。

　俺おれは──この日常しあわせを失いたくない。

　きっとラピスたちも一緒だろう。

　だから、今日俺たちは戦うことを選んだ。どんなに勝つ見込みが薄かろうが、戦うしかないって決断したんだ。

「けど……少し懐かしいかな。こうやって戦いの準備をしてると、まだボクが《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の所有者だった頃ころを思い出すよ」

「えっ……それって三年前の事件が起きる前の話か？」

「まあね。今みたいな全面戦争じゃなかったけど、あの頃も辻つじ峰みねと霧きり谷やはよく小競り合いをしてたから。ボク、あっちの当主と何回か戦ったことがあるんだ」

「それって……昔の霧谷の当主か？」

「……うん。名前は、霧谷雪ゆき哉や。元々身体が弱かったんだけど、その人も《四銃奏カルテツト》の所有者だったんだ。まあ、もう死んじゃったんだけどね」

「………」

　少しだけ悲しそうに言う梨央姉の姿に、以前セツナが言ったセリフが脳内で蘇よみがえった。



『三年前に《四銃奏カルテツト》の所有者を……当時の霧谷の当主を殺したのは──誰だれであろう、このアタシだからな』



　その霧谷雪哉っていうのが、セツナに殺された霧谷家六代目当主なんだろう。

「じゃあ、もう一度作戦を確認するね」

　真由香の身体から離れた後で、梨央姉が再び口を開いた。

「戦いが始まったら、ボクとラピスは本家の中に隠れる。だから、冬とう夜やくんと真由香はここで《革命軍レジスタンス》を斃たおすことだけに集中して」

「──おう」

　頷うなずいてから、《剣舞士の首飾りソードダンサー》の能力を発動させ、右手に自分の剣を……《円舞曲ワルツ》を握る。

　刀剣変化。

　これこそが俺の戦う力。ラピス曰いわく、《剣舞士の首飾りソードダンサー》にはもう一つの能力があるらしいが、今はこの能力で戦うしか……。



「こんばんは、辻峰家のみなさん」



　瞬間、辻つじ峰みね家の敷地内に響いたのは凜りんとした響きだった。

　そして、屋敷の門の前に姿を現したのは──霧きり谷や七なな海み。

　時刻は午前零時ジャスト。深紅のドレスを身に纏まとった霧谷家七代目当主は、ゆっくりと辻峰家の庭に足を踏み入れていた。

「さあ。約束通り私は辻峰本家に来たわよ、お姉様。今夜私は自由を手に入れる。そう、あなたを殺してね」

「《紅柩ピジヨンブラツド》……」

　たった一人の妹の名前を呼んでから、ラピスが俺おれの服の裾すそをぎゅっと掴つかんできた。その腕は微かすかに震えている。

　……当たり前だ。

　冗談でもなんでもなく、ラピスは今夜命を失うかもしれないんだ。本当は怖くて仕方がないに違いない。

　それでも、コイツは戦うことを選んだ。魔女の遺灰を取り戻して、自分の家族の柩ひつぎになるために、不安と恐怖を押し殺してここに立っている。

　だから──。

「あっ……と、冬とう夜や？」

　強く……できるだけ優しく、俺は震えるラピスの手を握っていた。

　そして──。

「──大丈夫だ」

　自分の中にあるギアを切り替えるように、俺は言葉を紡ぐ。

「ラピスは俺の家族だ。だから、俺が守るよ」

「………。うん……わたしも冬夜のことを信じてるから」

　ぎゅっと、こっちの手を握り返してから、ラピスは梨り央お姉ねえと一緒に後ろに下がった。

　これで──戦場には俺たちだけ。

　辻峰冬夜。

　辻峰真ま由ゆ香か。

　霧谷七海。

　そして──。

「──さぁ」

　呪じゆ文もんを呟つぶやく魔術師のように、七海は優美に口くち唇びるを動かした。

　いつの間にかその両手に握られたのは──何本もの銀のナイフ。

　まるでバラ撒まくみたいに、月が浮かぶ夜空へと彼女はそれを放り投げて──。



「目覚めなさい、《遺灰人形ウイツチドール》たち」



「………っ！」

　直後、宙を舞ったナイフたちが銀色の光に包まれ、その姿を豹ひよう変へんさせる。

《遺灰人形ウイツチドール》。

　霧きり谷やアリスと同じ姿をしたメイド服の少女たちは、主人を守るために戦場へと舞い降りてきた。

「一つだけ、戦いを始める前に言っておくわ」

　月明かりの下で、七なな海みがゆっくりと語り始める。

「もうすでにこの屋敷の周辺には《夜魔ヴアンパイア》による結界が張られている。だから、この結界の中で何が起ころうと外の人間には気付かれない。そして──今日、私が連れてきた《遺灰人形ウイツチドール》はここにいる二十体のみ」

「………っ。七海。おまえは今日屋上で言ったよな？　今残っている《遺灰人形ウイツチドール》は、二十七体だって」

「ええ。でも、全員で戦う必要もないわ。《魔狼フエンリル》の所有者であるセツナさんですら《遺灰人形ウイツチドール》を斃たおすのは十体が限界だった。彼女より弱いお兄様たちが相手なら、これだけの数がいれば安心でしょう？」

　紅くれないの髪を夜風になびかせながら、七海は宣言した。

　彼女の瞳ひとみに浮かぶのは──確信。

　胸に刻まれた刻印を輝かせながら、紅あかい少女は強気に俺おれたちを見つめている。

「──兄さん」

　瞬間、隣にいる真ま由ゆ香かの雰囲気が明らかに変わったのを感じた。

　そう、今から始まるのはいつもの試合なんかじゃない。

　──殺し合い。

　互いのウィッチクラフトを使用した、命の奪い合い──。

「───」



　──さあ、踊れ。



　俺の右手に握った《剣舞士の首飾りソードダンサー》が、またそう叫んでいる気がした。まさに、このときを待ち望んでいたかのように。

「──では、始めましょうか」

　こっちの殺意を感じ取ったのか、七海が静かに口くち唇びるを歪ゆがめた。

　そのまま昨晩と同じく、まるで楽団を統率する指揮者のように片腕を振り上げてから、



「霧きり谷や家七代目当主──霧谷七なな海みの名を持って宣言するわ」



　どこまでも優美な仕草で、自分の願いを言葉にする。

「今夜、私はこの革命たたかいに終止符を打って、自由を手に入れる。そのために遺産№１──《蒼柩ラピスラズリ》を殺すわ。そして、あなたたち辻つじ峰みね家の蒐集たたかいを終わらせてあげる。そのためなら、どんな手段も厭いとわない。だから──」

　そして、

　霧谷七海は、

　深紅の口くち唇びるで、歌うように言葉を紡いで──。



「──殲せん滅めつしなさい、《革命軍レジスタンス》」



「───」

　かくして、革命の第二夜が幕を開ける。

　辻峰と霧谷。五十年にも及ぶ因縁に決着を付けるように、両家を担う戦力たちはただただ激突を求め合った。



×　　　×　　　×



「行くぞ、真ま由ゆ香かっ！」

　巫み女こ服姿の従妹いとこに声をかけてから、迫りくる《遺灰人形ウイツチドール》たちに意識を集中する。

　二十体いる《遺灰人形ウイツチドール》のうち、半分は主人を守護するために七海の周囲に留とどまり、残り半分が間合いを詰めるように俺おれたちへと疾駆。

　脳裏を過よぎるのは──廃ビルでの戦い。

　霧谷アリス。

　あいつの身体能力はずば抜けていた。《魔狼フエンリル》の所有者であるセツナの一撃を、片手を犠牲にしながらも受け止め、その身体を腕一本で貫いて見せたんだ。

　もし、あの《遺灰人形ウイツチドール》たちがアリスと同じだけの戦闘能力を持っていたら俺たちに勝ち目はなかっただろう。けど──ここにいる《遺灰人形ウイツチドール》たちは、アリスほど身体能力が高くないはずだ。

　なぜなら霧谷アリスは、《四銃奏カルテツト》の所有者だった。

　戦闘用ウィッチクラフトは所有者の身体能力や治癒力を強化するものが多い。つまりアリスは戦闘用ウィッチクラフトとしての身体能力の高さに加え、《四銃奏カルテツト》による強化を受けていたことになる。

　ということは、《四銃奏カルテツト》の所有者じゃない《遺灰人形ウイツチドール》たちは、アリスほどの怪力を持ってねえ……！

「………っ！」

　瞬間、一体の《遺灰人形ウイツチドール》がこちらに間合いを詰めるのと同時に、その両サイドから二体の《遺灰人形ウイツチドール》がこちらに突進。

　コイツらの戦闘スタイルは徒と手しゆ空くう拳けん。つまり、打撃をこちらに届かせるためには近距離クロスレンジまで間合いを詰める必要がある。

　その間合いは俺おれの剣も同じだが──。

「──兄さんには、近づかせません」

　警告する声とともに、瞬く銀光。

　間合いを詰めようと踏み込んできた三体の《遺灰人形ウイツチドール》たちを、真ま由ゆ香かの放った刃が瞬時に迎撃していた。一体目は胸、二体目は右肩、三体目は左脇わき腹ばらと、高速の斬ざん撃げきで刀傷を刻む。

　そう、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力──氷結。

　あの刀身は空気中の水分を奪うことで形や長さを自由自在に変えられる。そのため真由香の剣の間合いは《遺灰人形ウイツチドール》よりも広い──中距離ミドルレンジ。

　結果、敵の攻撃が届かない場所からのアウトレンジ戦法が可能になる。

　あとは真由香の斬撃を潜り抜けて近づいてきた相手を、俺が斬きり伏せればいいだけの話だ。

「──ふっ！」

　真由香が鋭く息を吐くと、今の攻撃は様子見だったのか、斬撃を喰くらった三体が後退して残りの七体と合流。そして、俺たちを中心にして円を描くように陣取った。

「……予想通り、囲まれたな」

「大丈夫です、兄さん。こちらの間合いに入った瞬間に私が迎撃します。兄さんはサポートをしてください」

　一瞬だけ背中に触れ合うお互いの体温。

　十体の《遺灰人形ウイツチドール》に周囲を囲まれながらも、俺と真由香は互いの背中を合わせるように剣を構えていた。

「なるほど。さすがは従兄妹いとこ同士。十年も同じ屋敷で暮らしてきただけはあるわね。まるで本当の兄妹きようだいみたいに息がピッタリだわ」

「当然です。私と兄さんの間に、他の誰だれかが入り込む隙すきなんてありませんから」

「あら、それは恋愛的な意味で？」

「っ！　そ、そんなわけないでしょう！　私が言ったのはあくまで戦いの──」

「落ち着け、真ま由ゆ香か。七なな海みのペースに乗せられるな」

「あぅ……す、すいません、兄さん」

　俺おれの言葉に、真由香が少しだけシュンとしてしまった。

　けど、実際に俺たちの連携は上う手まくいってる。

　七海の言う通り、俺と真由香は十年も一緒に暮らしてきたんだ。それに、戦いにおけるお互いの癖は日々の鍛練で知り尽くしてる。

　だから、俺たちの連携はそう簡単に崩れないはずで──。

「でも、あなたたちは二つほど重要なことを忘れているわ」

「！」

　直後、七海の言葉に反応するように一体の《遺灰人形ウイツチドール》が俺たちとの距離を詰めてきた。

「………っ！　何度やっても同じことですっ！」

　瞬時に迎撃する真由香。

　自分の刀の間合いに踏み込んできた敵に、渾こん身しんの斬ざん撃げきを叩たたき込こむが、

「!?」

　刀が相手の右脇わき腹ばらから左肩までを逆袈け裟さに斬きり裂いたところで、彼女は息を呑のんだ。

　──止まらない。

　真由香の一ひと太た刀ちによってどう見ても致命傷に近い傷を負いながらも、ソイツは何事もなかったように鮮血を流しながら突貫してくる。

「あなたたちが忘れてる一つ目のポイント。それは《遺灰人形ウイツチドール》が人ではなく、文字通り人形だってこと。彼女たちには自我も感情もなく、ただ私の意志に従って動くだけ。当然、痛みも恐怖も感じないわ」

「くっ……！」

　確かに、普通だったらあれほどの傷を負えば恐怖心から退いてもおかしくないだろう。

　しかし、《遺灰人形ウイツチドール》は前進を止めない。まるで傷を負ったことなど忘れてしまったかのように、ソイツは俺に向かって拳こぶしを振り上げて、

「──ナメんな！」

　拳が届く距離に入る前に、俺の一刀をその身体に喰くらっていた。

　再び散る鮮血。右肩口から深く入った刃は、そのまま《遺灰人形ウイツチドール》の身体を切り裂こうとして、

「なっ──」

　だが、驚くことに自分の身体を切り裂く刃を《遺灰人形ウイツチドール》は両腕でガッチリと掴つかんでいた。そのまま彼女は自分の身体を犠牲にして俺の動きを止めて──。

「───っ!?」

　刹せつ那な、強烈な悪寒が心臓を鷲わし掴づかみにする。

　──離れろ。

　両腕に握った《剣舞士の首飾りソードダンサー》がそう叫んでいる気がしたのだ。自らの所有者の危機を、必死に知らせるように──！

「くっ、おおおっ！」

　その声に従って、俺おれは《円舞曲ワルツ》をペンダントの姿へとチェンジ。相手に剣を掴つかまれたのなら、その剣自体を消失させれば動くことができる。

　反射的に、俺は右腕にペンダントを握ったままバックステップして、

「がっ……!?」

　直後、右肩を銀色の閃せん光こうが掠かすめた。

　離脱しかけた瞬間、間合いを詰めてきた別の《遺灰人形ウイツチドール》が、剣の刃を掴んでいたヤツの身体を手刀で貫きやがったのだ。避けるのがコンマ何秒か遅ければ、俺も掠めるだけじゃ済まなかった。

「……兄さんっ！」

　真ま由ゆ香かの悲痛な叫びを聞きながら、右肩を庇かばうように後退。そして、味方の身体を盾にするように俺に貫ぬき手てを放った《遺灰人形ウイツチドール》の姿を確認する。

　そこで俺の瞳ひとみに映ったのは──銀刀。

　あろうことか、《遺灰人形ウイツチドール》の左腕の肘から先が、刃渡り一メートルほどの銀色の刀へと変へん貌ぼうしていた。



「──銀ぎん刀とう武ぶ装そう」



《遺灰人形ウイツチドール》が味方の身体から血に染まった左腕を引き抜くのを見ながら、七なな海みが言葉を紡いだ。

「彼女たちに備わった力を、私はそう呼んでいるわ。そう、お兄様たちが忘れている二つ目のポイント。それは──《遺灰人形ウイツチドール》がウィッチクラフトだってこと。ウィッチクラフトはそれぞれが特殊な力を持つ。そして、これが彼女たちの能力よ」

「………っ」

　……そうか。

　これが廃ビルでの戦いでアリスがセツナの身体をいとも簡単に貫いた真相。

　銀刀武装。

　おそらくは自分の左腕を研ぎ澄まされた一本の刀へと変える能力。それこそが《遺灰人形ウイツチドール》の能力にして、七海の切り札たる所以ゆえんか……！

「くっ……失念していました。七海さんは言っていましたね。《遺灰人形ウイツチドール》は、銀細工で作られたアンティークナイフを材料に生み出したって……」

「ええ。私が生み出した三十七体の《遺灰人形ウイツチドール》たち。その全員が銀ぎん刀とう武ぶ装そうの能力を持っているわ。それこそが、霧きり谷や家が誇る《革命軍レジスタンス》。霧谷七なな海みが自由を手にするための切り札よ」

　そして。

　七海は紅くれないの髪を揺らしながら、告げる。

「──実験開始ね。お兄様と真ま由ゆ香かさんの鍛え上げられた連携と、痛みも恐怖も感じない《遺灰人形ウイツチドール》たちが放つ銀刀。そのどちらが優れているのか、確かめてみましょう？」

「………っ！」

　容赦のない宣告に、真由香が苦く悶もんの表情を浮かべる。

　さっきの攻防で一体の《遺灰人形ウイツチドール》が胸を貫かれてリタイアしたが、これで最前線にいるのは九体。さらに、俺おれたちに圧力プレツシヤーをかけるためなのか、彼女たちの左腕が次々と銀色の刃へと姿を変えていく。

「では、そろそろ始めようかしら」

　静かに。

　紅あかい刻印を持つ少女は、その長く細い指で俺たちを指さしてから、

「ここからは一瞬たりとも気を抜くことの許されない──消耗戦よ」



×　　　×　　　×



　消耗戦。

　七海が言った通り、その戦いは互いの戦力の削り合いだった。

　いつの間にか月は雲に隠れ、雨が降り出した戦場。《遺灰人形ウイツチドール》たちは、休むことなく俺と真由香に銀色の刃を叩たたき込こもうとする。

　気づけば、戦闘が始まってから三十分以上が経過。

　辻つじ峰みね家の庭に転がるのは、傷を負って倒れた七体の《遺灰人形ウイツチドール》。そう、あれから俺と真由香はどうにか六体の敵を斃たおすことに成功したが……。

「くぅっ……！」

　それが、俺たちの限界だった。

　激しく呼吸を乱した真由香が、ガクッと地面に片かた膝ひざをつく。目立った外傷はないが、もはや息をするのがやっとなほどの疲労。それでも従妹いとこは口くち唇びるを噛かみしめ、刀を支えにして必死に立ち上がろうとしている。

　状況は俺も似たようなもの。最初の銀刀による一撃以来攻撃は喰くらってないが、スタミナの消耗が激しすぎる。

　そう、俺と真由香はたった二人で十数体を相手にしなくちゃならないんだ。

　おまけに《遺灰人形ウイツチドール》は決して全員一度には襲ってこない。明らかなヒット＆アウェー戦法。集団で獲物を狩るハイエナのように、少しずつ、しかし着実に俺おれたちの体力と集中力を削っていった。

　しかも……最悪なことに、《遺灰人形ウイツチドール》はまだ十三体もいるのだ。



「──終わりにしましょう」



　七月の冷たい雨の中。

《遺灰人形ウイツチドール》が作る円陣の中心にいる俺たちに、七なな海みが宣告した。

「お兄様たちはよく戦ったわ。たった二人で私の《革命軍レジスタンス》に立ち向かって、結果的に七体もの《遺灰人形ウイツチドール》を葬った。けど、それももう終わり。これ以上戦ったら──お兄様たちは命を失うかもしれない」

「………っ！」

　悔しいが、七海の言う通りだ。

　このままじゃ俺たちは間違いなく殺される。

　ここからの戦闘は今までよりもさらに過酷になるだろう。《革命軍レジスタンス》の猛攻に俺たちの気力は徐々に奪われ、最後にはきっと──。



「……もういいわ、《紅柩ピジヨンブラツド》」



　突如、庭に響いたのは最高級のバイオリンの音色のように透き通った声。

　ラピスラズリ。

　振り向くと、蒼あおい刻印を持った少女が梨り央お姉ねえと一緒に庭に出てきていた。

「………っ！」

　……やめてくれ。

　心の中で必死に叫んだ。なんでおまえが戦こ場こに出てきてそんなことを言うんだよ。これじゃ、まるで……。

「──お姉様。それは、敗北宣言と受け取っていいのかしら？」

「ええ。ずっと屋敷の中から戦いを見ていたわ。このままじゃ……冬とう夜やと真ま由ゆ香かが死んじゃうかもしれない。だから、わたしは……負けを認めるわ」

「………っ」

　ラピスが下した決断に息を呑のむ。

　それはつまり自分の命を差し出すってこと。

　音おと原はら市の結界を破壊するための犠牲になるって意味で──。

「……ふざけんじゃねえっ」

　荒い呼吸を必死に整えて、肺の奥底から声を絞り出した。

　そして、必死に剣を握る腕に力を込める。

「……やめて、冬とう夜や。それ以上戦ったらあんたが死んじゃうわ」

「黙ってろ」

「……大丈夫。あんたと真ま由ゆ香かはわたしを守るために戦ってくれた。こんなことを言うのは恥ずかしいけど……わたしは、すごく嬉うれしかったわ。冬夜や真由香や梨り央お。たった三ヶ月だったけど、わたしはあんたたちと家族になれて幸せで──」

「だから黙ってろって言ってるんだっ！」

　強引にラピスの言葉を遮る。

　けど……自分でも本当はわかってるんだ。もはや俺おれたちに勝ち目はない。誰だれがどう見たって戦況は逆転不可能だ。

　そして……。

「……クソッタレ」



　こうなったのは……俺が弱いせいだ。



　自分の不ふ甲が斐いなさに口くち唇びるを噛かみしめすぎたせいなのか、舌の上で鉄の味が踊った。

　そう、俺はラピスを守れなかった。

　自分の家族を守るって……確かにそう決めたはずなのに……！

「さあ、《紅柩ピジヨンブラツド》。早くわたしを殺しなさい。それに……わたしもあんたと同じウィッチクラフト。わたしだってこの街の外の世界を……自由を知ることはできない。だから……あんたの気持ちは、少しだけ共感できる気がするもの」

　そう言って、ラピスは覚悟を決めたように七なな海みの方へと一歩踏み出した。

「───っ」

　──ダメだ。

　このままじゃラピスは殺される。

　それだけは、嫌だ。



　俺はもう……自分の家族が目の前で死ぬのなんか見たくない。



　そんな光も景のを見るくらいだったら、いっそのこと……。

「──ふふっ」

　しかし、そこで微笑ほほえんだのは七海。

　霧きり谷や家の当主は、雨に濡ぬれる姉の姿を見つめながら、

「さすがね、お姉様。自分の所有者や家族を守るために自らを犠牲にする。私はあなたの敵だけど、その覚悟を決めたことだけは称賛してあげましょう。だから──」



　あなたに、猶予をあげるわ。



「なっ……」

　彼女の言葉に、辻つじ峰みね家の一同が息を呑のむ。

　……猶予だって？

　七なな海みは、ラピスを見逃すって言うのか？

「ただし──一日だけね。お姉様の覚悟に免じて、明日の深夜零時まで時間をあげましょう。私だって……家族と別れる辛さがわからないわけじゃない。だから、あと一日だけ自分の家族と一緒にいられる時間をプレゼントしてあげる」

「………っ。本気なの、《紅柩ピジヨンブラツド》？　あんたは自分の願いを叶かなえる最大のチャンスを逃すことになるのよ？　それに、わたしが逃げる可能性だって──」

「あら、それなら大丈夫よ」

　寒気のするような冷たい声で言ってから、七海はラピスの背後にいる梨り央お姉ねえに視線を向けた。

「梨央さん。あなたには、人質になってもらいましょう」

「───っ！」

「私の言いたいことはわかるわよね？　もしお姉様が逃げた場合は、梨央さんを殺す。その代わり、お姉様が逃げなかった場合はちゃんと梨央さんを返してあげる。だからお姉様は自分が明日殺される覚悟を決めておいて」

　それは、あまりにも残酷な言葉だった。

　つまり梨央姉はラピスが逃げないための保険。

　一日だけの猶予を得るための人質──。

「──わかったよ、七海ちゃん」

「………っ！　姉さんっ！」

　俺おれの隣にいる真ま由ゆ香かが叫んでいた。

　妹の悲痛な呼びかけを宥なだめるように、梨央姉は冷静な態度で声をかける。

「落ち着いて。今はこれしか方法がない。それは真由香だってわかってるでしょ？」

「でも、姉さんが人質になるなんて……」

「ボク、冬とう夜やくんや真由香がなるよりはいいと思うんだ。それに、ボクは辻峰家の当主だから人質としての価値が一番高い。そうでしょ、七海ちゃん？」

「その通り。当主を失いたくなかったら、お兄様たちは明日大人しくお姉様を引き渡して。時間は今夜と同じ深夜零時。場所は……千せん羽ば学がく園えんの屋上でいいかしら？　大切な家族たちと一緒に通った学園を──お姉様の最期の場所にしてあげる」

　さあ、行きましょう梨り央おさん、と。

　そう呟つぶやいてから、七なな海みはあっさりと俺おれたちに背を向けて歩き出した。

　その言葉に応こたえるように、梨央姉も俺たちの方を振り返ることなく七海の後を追っていって──。

「──梨央姉っ！」

　疲労で掠かすれかけた声を振り絞って、俺は従姉いとこの名を叫んでいた。そして、反射的に去っていくその背中を追いかけようとするが、

「ごふっ!?」

　瞬間、こちらに走り込んできた《遺灰人形ウイツチドール》の左拳こぶしが俺の鳩みぞ尾おちを貫いた。

　重く鋭い打撃に呼吸が止まり、両りよう膝ひざが地面に付いてしまう。

「……気絶させなさい、《遺灰人形ウイツチドール》。お兄様の家族に対する執着は常軌を逸してる。大人しくさせるには意識を刈り取るしかないわ」

「………っ!?」

　七海の命令通り、今度は後頭部に《遺灰人形ウイツチドール》の鉄槌こぶしが振り下ろされ、俺は無ぶ様ざまに雨に濡ぬれた地面に崩れ落ちた。

　そして、徐々に視界が薄れていく……。

「……冬とう夜やっ！」

　朦もう朧ろうとする意識が最後に捉とらえたのは、ラピスの悲痛な涙声と、地面に倒れた俺を抱き起こす真ま由ゆ香かの両腕の感触。

　しかし、それもすぐにわからなくなってしまった。

「───」

　こうして──革命の第二夜が幕を閉じる。

　夜空から舞い落ちる冷たい雨の中。

　俺の意識は、あまりにも呆気なく闇やみの中へと零こぼれ落ちていった。
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　疼うずくような傷の痛みで、目が覚めた。

　瞼まぶたを開けると瞳ひとみに映ったのは見慣れた天井。

　どうやら、俺おれは自分の部屋のベッドに寝かされているらしかった。

「………っ」

　痛みを堪こらえながら、身体を起こす。

　部屋の時計を見ると、時刻は昼の十二時を過ぎたくらい。そして、俺の右肩には白い包帯が巻かれている。おまけに鳩みぞ尾おちと後頭部がズキリと痛んだ。

　ああ、そうか……。

「……くそっ」

　思い出した。

　あのとき、俺は七なな海みに連れていかれる梨り央お姉ねえを追いかけようとして──。

「──あっ。やっと目が覚めたのね」

　瞬間、部屋のドアが開いて聞き慣れた声が響いた。

　反射的に目を向けると、



　メイド服を着た女の子がいた。

　どう見てもラピスだった。



「………」

　……ああ。

　目を覚ましたつもりだったが、どうやら俺はまだ夢の中にいるっぽい。じゃなかったら我が家のプチ猫がこんなコスチュームチェンジをしちゃうわけがねえ。

「具合はどう？」

「すまん、かなり悪いみたいだ。なんだかラピスがメイド服を着ているように見える」

「………。まあ、起きてすぐに軽口が叩たたけるんなら大丈夫そうね」

「いや、全然大丈夫じゃないだろ。きっと《遺灰人形ウイツチドール》に殴られたのがかなり効いてるんだ。じゃなかったらこんな幻覚を見るはずがぐはぁっ!?」

「うるさいこのネボスケ犬っ！　この恰かつ好こうをしてるのには理由があるのよっ！」

　部屋に置いてあった国語辞典で俺のスネをジャストミートした後、ラピスは「ちょっと待ってなさい」と呟つぶやいてから部屋を出て行ってしまった。

　あ、あのプチ猫め。

　怪け我が人にんになんてことしやがる。ここまで無愛想なメイドもなかなかいない……いや、メイドと言えばアリスのヤツもかなり無愛想だったっけか。

「つーか、あいつは何しにいったんだ？」

　俺おれの怪我の治療をしてくれたのはラピスなのかもしれないが、どうして部屋を出てったんだろう？　もしかして真ま由ゆ香かを呼びに行ったのかな？

「入るわね」

　言って、再び一人で部屋に入ってくるラピス。

　その手に持っているのは土鍋が載っているお盆……って、まさかあれってお粥かゆか？

「な、何よ。どうしてそんな訝いぶかしげな目で見るわけ？」

「えっ……えーっと、そのお粥っておまえが作ったのか？」

「そうだけど、何？」

「いや、ラピスって料理が上う手まかったんだって思ってさ。見た感じ美お味いしそうだし」

「はあ？　無理にお世辞を言わなくていいわよ。お粥なんて誰だれでも作れるでしょ？」

「そうでもないぞ。真由香とか結構料理が苦手だ」

　先日、真由香が俺の料理を手伝うと言って台所に立ったんだが、カボチャを切るのに《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を使っていた。築つき地じのマグロ解体ショーも真っ青の豪快クッキング。『すみません……固かったので、つい……』と本人はコメントしている。

「……ああ。真由香の料理センスって結構ぶっ飛んでるもんね」

「おう。だから、ラピスが料理を作れるのはすごいと思う」

「だっ……だからお世辞はいらないって言ってるのに……」

　褒められたのが恥ずかしかったのか、ラピスは頬ほおを赤く染めたまま俯うつむいてしまった。

　うわっ、なんかすっげえ新鮮だ。

　見慣れない衣装を着てるせいか普段よりも余計に可愛かわいく見える。フリルが付いたエプロンドレスもラピスにピッタリ。ここにさらに猫耳を加えればメイドカフェの指名ナンバー１の座に輝けるかも。

「つーか、なんでそんな恰かつ好こうをしてるんだ？」

「え？　誰かを看病するときってメイド服に着替えるものなんじゃないの？」

「あいにくだがそこまで斬ざん新しんな文化はこの国にない」

「じゃあ、外国流かしら。リリィが風邪を引いたときは、『ラピス！　急いでメイド服に着がえて！』みたいなことを叫んでたわよ？」

「……うん。それは一刻も早く病院に連れて行った方がいいパターンだな」

　つーか、魔女も風邪を引くのかよ。

　何百年も生きてたくせに意外とデリケートなヤツだ。

「まあ、リリィって誰かに可愛い服を着せるのが好きだったから」

「へえー。ちなみに、その衣装はおまえのか？」

「ううん。前に梨り央おにもらったのよ。『ボク、女の子に可愛かわいい服を着せるのが大好きなの♪』って言われて」

「物の見事に魔女の性格が反映しちまってるじゃねえか！」

　遺伝って怖え。

　そのうち俺おれの親父おやじもご先祖様みたいなことを言い出すかもしれん。いえ、中年のオッサン（無職）が『女の子に可愛い服を着せるのが大好きなの♪』とか言い出したら怖くて仕方がないけどさ。

「でも、別に着ててもいいんじゃねえか？　よく似合ってると思うし」

「そ、そう？　じゃあ、着替えてよかったかな？」

　お盆を持ったままでラピスははにかんでいた。

　うーむ、こうして見ると可愛いメイドさんにしか見えん。まさか我が家のプチ猫をここまでアラモードチェンジさせてしまうとは。さすがだぜ、メイド服。

「……と、ところで」

　と。

　ラピスは、お盆を持ったまま落ち着かない様子で身体をモジモジさせてから、

「お粥かゆを作ってみたんだけど……食べる？」

「えっ？　それっておまえの分じゃないのか？」

「どうしてこの状況で自分のゴハンを持ってくるのよっ!?」

「だって、ラピスのことだから『飼い主であるわたしの食事が先でしょ？』みたいな感じで、犬の躾しつけチックな真似を……って、すまん冗談だ！　だからラピス！　鍋が載ったお盆を俺に叩たたきつけようとするのはやめようっ！」

　悪役プロレスラーもビックリの凶器攻撃を仕掛けようとしてるラピスを必死に説得。

　いや、今のはこの状況が信じられなくてつい冗談を言ってしまったのだ。

　まさか、あのラピスが俺に料理を作ってくれるなんて……。

「……何よ。食べたくないんなら食べなくていいもん」

　拗すねた子供みたいに口くち唇びるを尖とがらせてから、ラピスは少しガッカリした雰囲気で部屋の外に出ようとした。

　うわー、ここで帰っちまうのはいくらなんでも気マズすぎるぞ。

「待てって！　その……ごめん。冗談を言っちまったことは謝るよ。ちょうど腹が減ってたから、もらえると助かる」

「えっ……ホント？」

「おう。さっきからいい匂においがしてるし、食欲も湧わいてきた」

「ふっ……ふんっ。だったら最初からそう言えばいいのよ」

　ちょっとだけ嬉うれしそうにしながら、ラピスはお粥かゆを持って戻ってきてくれた。猫だったらゴロゴロ咽のどを鳴らして喜んでるかもしれん。

　とりあえず自分の膝ひざの上にお盆を置いて、鍋の横にあったレンゲを取ろうとしたが、

「ちょっと待って。あんた、肩の傷は大丈夫なの？」

「……心配すんな。そこまで痛まねえよ」

「この強がり犬。嘘うそを言ってるのがバレバレよ。まあ、あんたが倒れた後すぐに真ま由ゆ香かが辻つじ峰みね家の分家の医者を呼んだんだけど、ソイツ曰いわく傷はあんまり深くなかったらしいわ。戦闘用ウィッチクラフトを持っていれば割と早く治るって」

「そっか。じゃあ、よかった」

「でも……まだ治ってないみたいだし……」

　うーん、と唸うなりながら俺おれの右肩を見つめるラピス。

　ああ、そっか。俺の利き腕は右だから傷が痛まないか気にしてくれたのか。

「なんだったら、おまえが食べさせてくれないか？」

　普段は生意気なラピスからの気遣いが恥ずかしくて、ついついまた冗談を言ってしまった。きっとラピスだったら、「はあ？　何言ってるの？　食事をお粥からドッグフードに格下げするわよ？」みたいなキレのいいツッコミを返してくれるはずで……。

「えっ……」

　しかし。

　俺の予想とは反して、ラピスはお粥とレンゲを見つめたまま耳まで真っ赤になって黙り込んでしまった。

　………。

　……あれ？

　どうしよう。

　期待してたナイスレシーブがまったく来ないんですけど。

「……わかったわよ」

「え？」

「だ、だから……食べさせてあげるって言ってるのっ。大丈夫。リリィが風邪を引いたときもたまにこうしてたし」

「で、でも、さすがに食べさせてもらうのは恥ずかしいっていうか……」

「っ！　元はと言えばあんたが言い出したんでしょ！　ほら、さっさと口を開けてよねっ」

「お、おう……」

　今さら冗談だとはとても言えないので、困惑しながらも口を開ける。

　すると、ラピスは緊張した様子でレンゲを取ってからまだ湯気を立てているお粥を掬すくって……って、なんでコイツはふぅふぅ息を吹きかけてるんだ？

「おい、ラピス。そこまでしなくていいぞ」

「え？　あっ……ごめん。リリィって猫舌だったから、よくこうしてあげてたのよ」

「そ、そうなのか」

「もしかして……わたしがふぅふぅしたのを食べるのはイヤ？」

「べ、別にそういうわけじゃねえけどさ」

　飼い主に見捨てられた捨て猫みたいな目で見られるのがいたたまれなくて、俺おれはつい承諾してしまった。

「じゃあ……は、はい、あーん」

「お、おう」

　うわー、ラピスのヤツ緊張して手が震えまくってやがる。そして、それは俺も同じ。結婚式のケーキ入刀だってここまでドキドキしねえぞ。

「んっ……」

　そんなことを思いながらも、とろっとしたお粥かゆを口に含んで……おおっ、やっぱり見た目通り美お味いしい。ほんのりと塩味が利いてるし、何より溶いた卵と青ネギがたっぷり入ってるのがグッド。

「ど、どうかな？」

















「うん。バッチリだ。卵とネギもいい感じだし」

「そ、そう？　……よかった。隠し味も入れたし、それが利いてるのかも」

「へえー。ちなみに何を入れたんだ？」

「カ×ピスソーダ」

　瞬間、俺おれは思いっきりむせた。ぐわあああああお粥かゆがっ！　いい感じに煮込まれたお粥が俺の気管支へとダイレクトにっ！

「うわっ、何やってるの？　今のは冗談に決まってるでしょ？　いくらわたしがカ×ピスソーダを好きでも隠し味にはしないわよ」

　ふふっとラピスは楽しそうに笑ってから、ラピスは再びレンゲで掬すくったお粥を俺の口の前へと運んできた。くそっ、言っていい冗談と悪い冗談があるぞ。まあ、コイツが楽しそうだからいいけどさ。

「そういや、真ま由ゆ香かはどうしてるんだ？」

「えっと……真由香なら寝てるわ。あんたのことを一晩中看病してたから」

「なっ……何してんだあいつは！　あいつだって昨日の戦いで疲れてたはずだろっ！」

「……うん。でも、きっとあんたのことが心配で仕方なかったのよ。まあ、さすがに戦いの後に徹夜はマズいと思ったから、無理やり眠ってもらったけどね」

「眠ってもらった？」

「ええ。食事にこっそり睡眠薬を混入しておいたの」

「………」

「『まゆっちはそれくらいしなくちゃ休まないもん』とか言って、本家に来た医者が置いて行ったのよ。ソイツって辻つじ峰みね家の分家出身の医者らしくて、真由香の頑固な性格もよく知ってたわ。かなり効き目の弱い薬だそうだけど、疲れてたせいかすぐに眠っちゃった」

「へ、へえー……。ちなみに、どんな料理に混入したんだ？」

「え？　お粥だけど？」

　当然のことのように言ってから、「さあ、食べて」と再びレンゲでお粥を掬うラピス。

　対する俺は全身から脂汗が止まらなかった。

　さっきまであんなに美お味いしかったお粥がもはや土のような味しかしない。まさか、これにも何かしらのドラッグ的なものが混入されてるんじゃ……。

「そんなに心配そうな顔しなくても大丈夫。あんたのには何も入れてないわ」

「ホントだろうな？」

「もちろん。医者が『男の子にはこれを飲ませればすっごい元気になるわよ♪』って変なクスリをくれたけど、スルーしておいたから」

「ナイス判断だ。つーか、その女医さんもかなり変な人だな」

「ううん、女じゃなくて男よ。身長一八〇センチオーバーのガタイのいいヤツ」

「思いっきり女言葉を使ってたよなソイツ!?」

「安心して。医者としての腕は確かだったし。それに、あんたを見て『残念だけどその子はまだ若すぎるわ……』って呟つぶやいてたもん」

「はっきり言ってまったく安心できねえからっ！」

　大丈夫なのかそのドクター。

　つーか、『若すぎる』って……何？　俺おれが成長したら一体何をするつもりですか？

「ともかく。真ま由ゆ香かは部屋で寝てるわ。それと……昨日《紅柩ピジヨンブラツド》が帰った後、庭に倒れてた《遺灰人形ウイツチドール》はわたしの中に封印しておいたから」

「まあ、あのままにしとくわけにもいかねえしな」

　言いつつも、再度レンゲでお粥かゆを食べさせてもらう。

　しかし……たまにはこういうのも悪くないかもしれん。俺が怪け我がをしてるせいか、今日のラピスはやけに優しい。普段はあんなに小生意気なのに……。

「ごちそうさま。美お味いしかったぞ」

　完食してからお礼を言うと、ラピスは「な、何回も褒めなくていいわよ……」と恥ずかしそうにそっぽを向いてしまった。

　──そして。

　少しだけ、黙り込んだ後で、

「けど、よかったわ」

　ラピスは。

　寂さびしそうな表情で空になった鍋に視線を落とした。

「わたしがあんたの家族でいられるのも今日が最後だから……ちゃんと看病しておきたかったのよ」

「………っ」

　その言葉に、思わず息を呑のんだ。

　そう、七なな海みが指定した刻限は深夜零時。

　時間にしてあと半日もない。

　それが、俺とラピスが一緒にいられるタイムリミット……。



「……ありがとね、冬とう夜や」



　俺と目を合わせないままで、ラピスは微かすかに震える声で言った。

「この三ヶ月……とっても楽しかった。この時代に目覚めて、リリィが死んじゃったって知ってからすごく寂しかったけど……あんたや真由香や梨り央おが家族になってくれて、一緒にウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうできて、わたしは幸せだったわ」

「………」

「それに、なんて言うのかな。戦いのときにも言ったけど、《紅柩ピジヨンブラツド》の気持ちもわかる気がするの。わたしたちウィッチクラフトはこの街から出られない。だったら、あいつが自由を求めて結界を壊そうとするのも仕方のないことなのよ」

「………」

「それに、あいつって一応わたしの妹ってことになるんだし、少しはお姉ちゃんらしいところも見せないとね。《紅柩ピジヨンブラツド》は自由が欲しい。そのために、わたしが死んじゃうのも──」

　そこまで言って、ラピスは言葉を止めた。

　ぎゅっと。

　メイド服を着た彼女の華きや奢しやな身体を、俺おれが両腕で抱きしめていた。

「と、冬とう夜や？」

　困惑した様子で俺の名を呼ぶラピス。

　そんな彼女に──俺は伝える。

「……いいわけねえだろ」

「えっ……」

「確かに、七なな海みの気持ちもわからなくもねえよ。俺だって、一生この街から出られなくなったらって思うとゾッとする。けど、それでも──」



「だからって、ラピスが死んでいいわけねえだろっ！」



　──そうだ。

　そんなことでラピスが死んでいいはずがない。

　七海が自由を欲してるってことはわかってる。だけど、その自由を手に入れるためにラピスを……自分の姉かぞくを犠牲にするのは絶対に間違ってるだろ……！

「………っ！　じゃあ、どうすればいいのよっ!?　わたしたちは《革命軍レジスタンス》に負けたの！　それに……わたしが逃げたら梨り央おが死んじゃうわ！」

「………っ」

「わたし……嫌よっ。わたしのせいで梨央が……自分の家族が死んじゃうなんてイヤっ。それに……昨日のわたしは何もできなかった。冬夜や真ま由ゆ香かが必死で戦ってるのに……わたしはこれっぽっちも役に立てなかったのっ。だから……だから……せめて……っ」

　そこまで言って、ラピスは口を閉ざしてしまった。

　……チクショウ。

　どうにかラピスの言葉を否定してやりたかったが……俺には何も言えなかった。

　だって、俺おれは負けたんだ。

『──大丈夫だ』

　戦いの前。

　ラピスにそう言ったくせに、結果はこの様ざまだ。

『ラピスは俺の家族だ。だから、俺が守るよ』

　ふざけんな。

　自分がどれだけ弱いかこれっぽっちもわかってねえくせに、そんな気取ったセリフを吐いてんじゃねえよ。現に俺は守れなかったじゃねえか。

　今夜──ラピスは死んでしまう。

　そう、俺が弱いせいで……。

「………っ！」

　瞬間、不意に聞き慣れた電子メロディが聞こえてきた。

　この音は……屋敷の電話か。

「……悪い、ラピス」

　彼女の身体を離してから、電話へと向かう。いつまでも鳴ってたら真ま由ゆ香かを起こしちまうし、今ラピスに電話を取らせるのは酷だと思ったのだ。

「……くそっ」

　廊下を歩きながら毒づく。

　……なんでもいい。

　この状況を打開する方法を思いつかなくちゃいけない。じゃないと、ラピスか梨り央お姉ねえのどちらかが殺されてしまう……。

「もしもし？」

　考えながら、廊下の一角にある固定電話を取る。大方セールスだろう。もしくは、さっき来た分家の医者か……。

『オイオイ、どうした？　やけに声が沈んでるぜ、おにーさん』

「………っ！」

　だが、俺の予測は電話から聞こえてきたハスキーボイスに打ち砕かれた。

　セツナ・ヴァレンタイン。

　電話の相手は、今俺たちが対立しているもう一つの勢力に違いなかった。

「……なんであんたがうちの番号を知ってんだよ？」

『ああ？　何をおかしなことを言ってんだ？　そんなのアタシの経歴を考えりゃわかる話じゃねーか』

「ああ、そういやあんたは梨央姉の友だちだったっけな」

　それならうちの番号を知っててもおかしくない。

　しかし……なんでセツナはわざわざ電話をしてきたんだ？

『さて。アタシの用件は一つだ』

　ふうっと。

　セツナは少し疲れた様子で息を吐いてから、



『《蒼柩ラピスラズリ》は、まだ生きてるか？』



「………っ」

　その言葉に、俺おれは少しだけ口くち唇びるを噛かみしめてから、

「……ああ。ラピスは無事だ。でも……」

『「でも」……なんだよ？』

「………」

　それから。

　俺は──セツナに昨夜の出来事を話した。

　きっと俺はどうにかして事態を打開したかったんだと思う。

　そう、たとえどんなことをしてもだ。

　だから、梨り央お姉ねえを人質に取られてしまい、今夜ラピスを引き渡さなければならないことを……すべて説明した。

『──はあん』

　話を聞き終えてから、沈黙するセツナ。

　さすがのコイツもショックを受けてるのかもしれん。自分の親友である梨央姉が人質に取られてしまった。それに、コイツも一昨日おととい七なな海みに敗北したはずで──。

『ヘイ、おにーさん』

　と。

　あまりにも気軽に、セツナは沈黙を破ってから──一言。

『今から、アタシの部屋に来い』

「──は？」

　完かん璧ぺきに予想外の事態に思わず聞き返してしまった。

　すると、セツナは俺の反応が気に入らなかったのか、明らかにイライラした様子で、

『だから……アタシの部屋に来いっつってんだっ。たぶんこんなことは二度とねーぜ？　このセツナ・ヴァレンタインが、あんたを直々に招待してやんよ』



×　　　×　　　×



「……ラピス。今からでも遅くないから帰った方がいいぞ」

　音おと原はら市の一角にあるマンション。

　その内部にあるエレベーターに乗りながら、俺おれは千せん羽ば学がく園えんの制服姿のラピスに言った。

「大丈夫よ。昼間の戦闘は禁止されてる。それに、セツナだってわたしが死んだらこの街の結界が壊れるって知ってるわ。だから、わたしには手出しできないはずだもん」

「まあ、それもそうだけどさ」

　突然のセツナからの電話。

　その内容は俺に自分の部屋に来いというものだった。そして、彼女はこのマンションの住所を伝えた途端に電話を切っちまった。

　その後、部屋に帰った俺が事情を説明すると、ラピスは自分も行くと言って聞かなくなってしまったというわけである。

　しかし……まさかセツナが俺のことを呼び出すとは……。

「それより、冬とう夜や。真ま由ゆ香かを起こさなくてよかったの？」

「……ああ。あいつは三年前の事件のせいでセツナのことをひどく嫌ってる。だから俺がセツナの部屋に行くことを反対すると思うんだ。だったら、今は眠ってもらってた方がいい。一応、『ラピスと買い物に行ってくる』って置き手紙は残してきたしな」

「けど、それじゃわたしたちは真由香を騙だますことに……」

「大丈夫。真由香には後で俺から謝るよ。それに──今は、どんな可能性にだってすがりたいんだ」

　エレベーターのドアが開いて、目的の階に到着。

　視界に入ったのは清潔な感じがする廊下。見た感じ結構高そうなマンションだが……ホントにあのセツナがここに住んでるのか？

「……ここか」

　指定された部屋は３１６号室。

　緊張を誤魔化すように一度呼吸を整えてから、静かにインターホンを押すと……。

「ハロー、おにーさん……って、なんだ。《蒼柩ラピスラズリ》も来ちまったのか」

　ドアを開けて出迎えたのは白髪の少女。

　その身体のあちこちには白い包帯が巻かれている。特にひどいのは上半身。まるでさらしでも巻くみたいに胸を包帯で覆って……って、上着ぐらい羽織れよな。下が黒のショートパンツのせいか、これじゃセパレートの水着でも着てるみたいで……。

「ごはっ!?」

　直後、ラピスのちっちゃな踵かかとが俺の足の甲を踏みつけた。我が家のプチ猫は「何を見み惚とれてるのよこのスケベ犬」とジト目で俺を一睨にらみ。

「……ラピス。俺は見惚れてねえ。こんな恰かつ好こうで出迎えられたら誰だれだって驚くだろ」

「うるさい黙れヘンタイ犬。これだからあんたは発情期の犬なのよ」

「オイオイ、ケンカすんなって。今さっき包帯を巻き直してたとこでよ。別に《蒼柩ラピスラズリ》の彼氏を誘惑するつもりはなかったぜ？」

「はあっ!?　ふ、ふざけたこと言わないでよっ！　冬とう夜やとわたしはそういう関係じゃなくて……」

「けど、てめえはおにーさんのことを『犬』って呼んでるじゃねーか。こんな昼間からそんな特殊プレイをしてるなんてもはや付き合ってるとしか……」

「ととと特殊プレイって何よっ!?　契約を交わした以上、冬夜はわたしの番い犬ぬなの！　それ以上でも以下でもないんだから！」

「あーあー、わかったからさっさと入りやがれ。廊下で騒がれたら近所迷惑だ。あんまりうるせーと隣に住んでるバーさんに文句を言われるぜ」

「あんた、《魔狼フエンリル》の所有者のくせに隣人トラブルを気にしてんのかよ……」

「うっ……うううううるせーなっ！　仕方ねーだろ！　ここはアタシの家じゃねーんだからさっ！」

「ふうん。ていうことは、あんたはただの居候ってわけ？」

「っ！　とにかく！　さっさと入れ。今は姉御が仕事で留守だからよ」

　会話を強引に打ち切って、俺おれとラピスを部屋に招き入れるセツナ。

　たぶん、『姉御』って呼ばれてるヤツがこの部屋の持ち主なのかな。部屋の内装は至って普通の感じだけど……セツナとはどういう関係なんだろう？

「言っとくけど、茶は出ねえぞ」

　広々としたリビングに俺たちを通してから、セツナは気け怠だるそうにソファーに腰かけた。そういや、七なな海みは一昨日おとといの戦いでコイツに重傷を負わせたって言ってたっけ。

「ねえ、あんた。身体は大丈夫なの？」

「……チッ。この包帯を見りゃわかんだろーが。コンディションは最悪だよ。まったく、これもあのメイド軍団のせいだぜ」

「でも、あんたは不死身のはずでしょ？」

　不思議そうに訊たずねるラピス。

　確かに、《魔狼フエンリル》の能力なら多少の傷はすぐに治せるはずなのに。

「まあな。だが、あいつらは別だ。あいつらの能力──銀ぎん刀とう武ぶ装そう。ぶっちゃけると……《魔狼フエンリル》は、純銀製の武器で付けられた傷を簡単に治せねーのさ」

「………っ！　まさか、《紅柩ピジヨンブラツド》が《遺灰人形ウイツチドール》の材料にわざわざ純銀製のナイフを使ったのは……」

「間違いなく、アタシを潰つぶすためだろ。ま、アタシも純銀製の武器が弱点ってことは一昨日知ったんだけどな。……ったく、名前はフェンリルのくせに、人じん狼ろうっぽい弱点を作りやがってよ。ところで、てめえはこのことを知ってたのか？」

「ううん。たぶん、その情報は極秘事項だったんだと思うわ。《魔狼フエンリル》は元々リリィがウィッチクラフトを使った戦争に勝つために生み出したもの。だとしたら、敵に奪われてしまったときの対抗手段も考えてたはずだもん」

「……なるほどね。最悪の事態を考えて対策を立ててたってことか」

　忌々しげに息を吐くセツナ。

　……そうか。今の話が事実だとしたら、《魔狼フエンリル》の対抗手段については魔女以外誰だれも知らなくて……って、ちょっと待てよ。

　だとしたら──どうして七なな海みは十六年も魔女と暮らしていたラピスですら知らない情報を知ってたんだ？

「さて。そろそろトークを始めようぜ？　もちろん話題はこの革命たたかいについてだ。そのためにおにーさんを呼んでやったんだからさ」

　話を変えるように言うセツナ。

　……くそっ、今は余計なことを考えてる場合じゃねえか。俺おれたちがここに来た理由は一つ。もちろんそれは、七海への対策を話し合うためで──。

「──わかったわ」

　一度だけ。

　ラピスは緊張した様子で息を吐いてから、

「わたしたちの未来を決める話を始めましょう、せちゅな」

「………」

　噛かんだ。

　コイツ、緊張のあまり思いっきり噛みやがった。

「あっ……ち、違っ、今のはちょっと緊張しちゃっただけで……」

「相変わらずおまえはおっちょこちょいだな、ニャピス」

「ううううるさいわよバカ冬とう夜やっ！　ていうか、ニャピスって呼ぶなっ！」

「……あー、アタシが言うのもなんだが、てめえらマジで緊張感ねーな。そして、アタシをせちゅなとか可愛かわいらしい感じで呼ぶのはやめろ」

「ふんっ。どうせならこれをきっかけに改名したら？　せちゅな・ヴァレンタイン」

「だからせちゅなって呼ぶなっつってんだろーがっ！　くそっ……これだからウィッチクラフトは。てめえがこの街の結界の中心じゃなければ今すぐにでも狩ってるぜ……」

「偉そうなこと言わないでよ。あんただって《革命軍レジスタンス》に負けたくせに」

「くっ……黙りやがれ。それだけあいつらが厄介だったってことだよ」

「まあ、あんたにとっては天敵か……あれ？　セツナ。あんた、一昨日おとといアリスに身体を貫かれたよな？　あれは大丈夫だったのか？」

　廃ビルでの戦い。

　そこでセツナは銀ぎん刀とう武ぶ装そうを発動させたアリスの一撃を喰くらったはずだ。なのに、その後すぐ霧きり谷や家の屋敷に乗り込んできてたような……。

「大丈夫なわけねーだろ。あのメイド女の銀刀で腹を貫かれた後、《魔狼フエンリル》の治癒能力を総動員して、なんとか外側だけはマトモに見えるように治したんだ。だが、内側は未いまだにボロボロだぜ」

「なっ……つまり、あのときのあんたは本調子じゃなかったってことか？」

「当たり前だろ？　じゃなかったらアタシがあんなメイド軍団に負けるわけがねー」

「でも……あんたには切り札があるんだろ？　確か……第二獣化形態だったっけ？」

　一昨日おととい、霧谷の屋敷でセツナはそう言っていたはずだ。

　コイツはそれを使ってサードショットからも助かったはずなのに、《革命軍レジスタンス》には通用しなかったっていうのか？

「笑わせんな。第二獣化形態を使ったアタシなら、あんなメイド軍団一分以内に皆殺しにしてる。ただ……あれは結構リスキーなんだ。サードショットから逃げるときは一瞬だけ使ったが、腹を貫かれるなんて重傷を負ってるときに連続使用はしたくねーぜ」

「どうしてだよ？」

「簡単だ。第二獣化形態を使うと《魔狼フエンリル》の精神呪じゆ縛ばくがかなり強くなる。だから、体力や精神力が弱ってるときはなるべく使わねーようにしてるのさ。最悪、三年前の事件の二の舞になっちまう」

「要するに……ウィッチクラフトの暴走か」

　だからセツナは、サードショットから逃げるときだけ第二獣化形態を使った。そして、傷を負ったままで《革命軍レジスタンス》と戦ったのか……。

「……すげえな、あんた」

「あ？　そりゃあ一体どういう意味だ？」

「だって、あんたは傷を負った身体であの《革命軍レジスタンス》に立ち向かったんだろ？　それに、《遺灰人形ウイツチドール》が自分の天敵だって知ってたはずだ。なのに、あんたはたった一人で戦うことを選んだ。それは、すごく勇気のあることだと思う」

「なっ」

　ボッ！　と。そんな音が聞こえてきそうなくらいセツナは顔を紅潮させていた。

　もしかして……照れてるのかコイツ。その証拠にぴょこっと犬耳とシッポが出ちまってる。どうやら動揺して獣化変身の能力が発動してしまったっぽい。うわー、可愛かわいすぎだぞ、せちゅな・ヴァレンタイン。

「……そ、そんなに褒めんじゃねーよ。あのとき外側だけはなんとか治したけど、アタシの傷は深かった。だから急襲してさっさと決着を付けようと思ったんだが……結果はこの様ざまだ。まあ──」



　だから今日おにーさんを呼んだんだけどさ。



「………っ」

　その言葉に、一気に思考が切り替わる。

　すると、セツナはクシャクシャと白髪を撫なでてから、

「取引だ、辻つじ峰みね家」

　まるで戦う前のように冷え切った口調で、切り出した。

「条件次第では、アタシはてめえらに手を貸してやってもいいぜ？」

「………っ！　それはつまり、わたしたちと共闘するってこと？」

「はんっ。共闘じゃなくて取引だっつってんだろ。あくまでギブ＆テイク。ま、アタシからの条件提示はこの戦いが終わってからになるだろーがな。安心しろ。なるべくフェアな条件にしてやるからよ」

「なっ……何よそれっ！　そんなのこっちが圧倒的に不利な取引じゃない！　あんたがわたしたちに不利な条件を吹っかける可能性もあるでしょっ！」

「そうだな。でも──てめえらはアタシの取引に乗るしかねー。なぜなら、アタシはこの状況を打開する方法を……人質に取られた梨り央おを助ける鍵かぎを持ってるからだ」

















「………っ！」

　セツナの言葉に息を呑のむ。

　……梨央姉を助ける鍵だって？

　ホントにそんな手段があるっていうのか……？

「ついてきな」

　そう言って、セツナは席を立った。

　そのまま俺おれとラピスを引き連れてリビングから出て廊下へと歩いていく。そして、彼女がたどり着いたのは、廊下の一角にあるドアの前。

　ゆっくりと、そのドアを開かれると──。

「───っ！」

　目の前の光景に、呼吸が止まる。

　おそらくその部屋は書斎だったんだろう。たくさんの書籍が並んだ本棚のある一室。その中心に──彼女はいたのだ。



「……やめろ。ジロジロとこっちを見るな、この犬っころ」



　俺の顔を見るなり、彼女は無愛想な態度で毒舌をかましてきた。

　そう──霧きり谷やアリス。

《四銃奏カルテツト》の所有者にして、廃ビルの戦いで死んだはずの女の子だった。



×　　　×　　　×



「ど、どういうことよっ！　なんでコイツが生きてるのっ!?」

　アリスの姿を見たラピスが叫んでいた。

　……驚くのも無理はねえ。だって、セツナは一昨日おとといの夜に『あいつは間違いなく死んだ』って言ってたんだ。なのに、こうして生きてるとは……。

「あいにく、アタシは清廉潔白な聖者じゃないんでね。嘘うそぐらい吐つくさ。あのとき、アタシはコイツの能力のせいで重傷を負っちまった。だったら、何かあったときの保険ぐらい用意しててもいいだろ？」

「ふんっ。ふざけたことを言うな、《魔狼フエンリル》の所有者。アリスに保険としての価値はない。だから、さっさと殺せ」

「はあん。相変わらずてめえはそればっかりか。だが、てめえは殺さねえ。そのために丁重に監禁してやってんだ。てめえだって、ソイツは外せねえはずだぜ？」

「くっ……！」

　床に座ったまま、屈辱に塗まみれた瞳ひとみでセツナを睨にらみつけるアリス。

　服装はいつものメイド服だが、廃ビルの戦いで折れた腕の治療のためか左手には包帯と添え木がしてある。そして、その両手首には──鉄くろがねの手錠。

　もしかして、あれのせいでアリスは動けないのか？

「……《封殺拘束ジヤツジメント》」

　アリスの腕にかけられた手錠を見ながら、ラピスが呟つぶやいた。

「……ラピス。ひょっとして、あれは……」

「ええ。あれは手錠のウィッチクラフト。遺産№21──《封殺拘束ジヤツジメント》。その能力は、魔力殺し。あれをかけられると、わたしたちウィッチクラフトは身体の自由を奪われて、能力を使えなくなっちゃうの」

「要するに……ウィッチクラフトを拘束するためのウィッチクラフトってことか？」

　でも、アリスがここにいるってことは……まさか、セツナが考えてる梨り央お姉ねえを助ける手段っていうのは……。



　きゅるぅううううっ。



「………」

　唐突に俺おれの思考がシャットダウンされる。

　……なんだろう。

　今、場の空気に似合わないすごく気の抜けたメロディが聞こえたような……。

「っ！　や、やめろ！　そんな目でアリスを見るなっ！　決して！　決してアリスのお腹なかが鳴ったわけじゃないぞっ！」

　必死に自分の容疑を否定するハラペコメイドが一人。うわー、すげえ。我が家のプチ猫ばりにバレバレの言い訳をしてやがる。

「あー、てめえもいい加減にメシを食えよな。我慢は身体に毒だぞ？」

「ふざけるな！　誰だれがおまえが用意したゴハンなんか食べるものか！　そんなことするくらいなら空腹で死んだ方がマシだっ！」

　うーっと威嚇する野良猫みたいに唸うなるアリス。

　すると、セツナは「仕方ねーなぁ……」と呟いて、一度部屋を出て行った。そして、数分後。戻ってきた彼女の手にあったのはコンビニで売られてるようなサンドイッチとミネラルウォーター。たぶん、冷蔵庫に入っていたんだろう。

　なぜか、セツナは俺にサンドイッチを差し出してから、

「悪いけど、コイツに食べさせてやってくれ」

「なっ……なんで冬とう夜やがそんなことしなくちゃいけないわけ!?」

「仕方ねーだろ。コイツはアタシの手からはメシを食わねーんだ。つーか、なんで《蒼柩ラピスラズリ》が驚いてんだよ」

「っ！　そ、それは……」

　ラピスは顔をみるみる紅潮させた後で、「な、なんでもないもんっ！」とツンっとそっぽを向いてしまった。

「よくわかんねえけど、俺おれが食べさせてやればいいのか？」

「おー。コイツは《封殺拘束ジヤツジメント》で拘束されて動けねーからな。それに、アタシだって鬼じゃねー。人質にもメシくらいは提供してやるさ」

「……わかったよ。ほら、アリス」

　サンドイッチを受け取ってアリスの口に近づける。

　しかし、アリスは「ふんっ」と息を吐いてからぷいっと顔を逸そらしてしまった。

「アリスをナメるな。そんなサンドイッチなんかいらないぞ」

「意地を張るなって。さすがに毒は入ってないだろうし、結構美お味いしそうだぞ？」

「うっ……た、確かにちょっと美味しそうだが……」

「だろ？　ほら、食べさせてやるから」

「っ!?　やっ、やめろ！　そんなに大きいのを無理やり入れようとするなっ！」

「あっ、悪い。でも、おまえが意地を張るから悪いんだぞ？」

「い、意地なんか張ってないっ。アリスはそんなもの欲しくなんか……」

「正直になれよ。ホントは欲しいんだろ？」

「うっ。く、屈辱だ……こんな犬っころなんかに……っ」

　数十秒。アリスは差し出されたサンドイッチと睨にらめっこした後で……ついにパクッと頬ほお張ばった。どうやら悩んだ末に空腹に屈服したっぽい。

「……ばか。なんで敵にそんなことしてるのよ、このばかばかばか犬」

　手に持ったサンドイッチを食べさせてやっていると、ラピスが不満そうに「むーっ」と唸うなっていた。いや、なんでそんなにプンスカしてんだよ。

「ラピス。確かにアリスは霧きり谷や家の人間だけど、今は人質だ。それにハラペコなのは可哀そうだろ？」

「うっ……それはそうだけど、だからって冬夜が食べさせてあげる必要はないじゃない。それとも、そんなにメイドが好きなわけ？」

「いや、そういうわけじゃ……」

「メイド服なら、わたしも本家で着てたのに……」

「なんでそこでシュンとするんだよ!?」

　もしやラピスもハラペコなんだろうか？

　だが、残念なことにサンドイッチの残量はゼロに近い。よっぽどお腹なかが空すいてたのか、アリスはヒマワリの種を食べるハムスターよろしくサンドイッチをもにゅもにゅごっくん。そして、「はふぅ……」っと満足げに小さく息を吐いた。

「美お味いしかったか？」

「ふん。悪くはなかったな。だが……お礼は言わないぞ。辻つじ峰みねの人間はアリスの敵だ」

「別にお礼なんかいらねえよ。俺おれだって大したことはしてねえからな」

「むっ……」

　俺の返答にアリスが不満げに唸うなっていたが、スルーしてセツナの方へと視線を戻す。

　──そう。

　アリスが人質としてここにいるってことは──。

「……セツナ。梨り央お姉ねえを助ける方法っていうのは……人質交換か？」

「おっ、ビンゴだぜ。そのメイド女は自我と感情を持ったたった一人の《遺灰人形ウイツチドール》。だったら、人質としての価値は十分だろ」

「………」

　そう言えば、七なな海みのアリスに対する態度は明らかに他の《遺灰人形ウイツチドール》と違ってたっけな。

　七海にとってアリスは、たった一人の家族と言っても過言じゃない存在のはずだ。

　だとしたら──。

「──わかった。俺たちはさっきの取引に乗るよ。だから、あんたも梨央姉を取り戻すのに協力してくれ」

「………っ！　ちょっと冬とう夜や！　忘れたの!?　取引に乗るってことは、わたしたちはコイツが提示する条件を飲むってことなのよ！」

「忘れてねえよ。けど──今はこれしか方法がない。それに、条件っていってもラピスをセツナに引き渡すみたいなものじゃないはずだ」

　そう、この街の結界の中心であるラピスをセツナは殺せない。だったら、ウィッチクラフトであるラピスに危険が及ぶ可能性もないはずなんだ。

「オーケー。交渉成立だ」

　俺の言葉に頷うなずいてから、セツナは楽しそうに笑った。そして、彼女はショートパンツのポケットから紅あかいケータイを取り出して、

「じゃあ──続いて、《紅柩ピジヨンブラツド》との交渉に入るぜ」

「なっ……まさか今から始める気か!?」

「当たり前だろ。ちなみに、このケータイはそこにいるメイド女のだ。アドレス帳にはしっかり《紅柩ピジヨンブラツド》のケータイの番号が登録してあったぜ」

「………っ！　やめろ！　アリスのケータイを勝手に使うな！　それに、人質交換というのはどういう意味だ!?　一体何が起こっているっ！」

「うるせー。人質は黙ってな。今てめえのご主人様に話を聞いてやるからさ」

　言って、セツナはケータイをポチポチと操作。スピーカーホンにしたらしく、ケータイから呼び出し音が数秒響いてから、

『……もしもし？』

　訝いぶかしむような七なな海みの声が聞こえてきた。まあ、死んだメイドから電話がかかってきたんだから無理もないか。ホラー映画みたいな展開である。

「あー、お元気ですかー、お嬢様？」

『その声は……セツナさんね。一昨日おとといは私たちに負けてあんなに血ち塗まみれだったのに、元気そうね。それより……どうしてあなたがアリスのケータイを持ってるの？』

「はんっ。そんなの決まってんだろ。喜べ、《紅柩ピジヨンブラツド》。てめえの大事なメイドは生きてるぜ。そう、人質交換のためにな」

『………っ。人質交換って……どういう意味？』

「簡単さ。てめえは《蒼柩ラピスラズリ》を殺すために梨り央おを人質に取ったんだろ？」

『そうだけど……まさか、人質交換っていうのは……』

「梨央とメイド女を交換することに決まってんじゃねーか。さあ──交渉のお時間だ。てめえにメイド女を返してやる。それに、《四銃奏カルテツト》もな。だから……梨央を解放しやがれ。もし解放しない場合は──てめえはもう二度とメイド女と会えねーぜ？」

『………』

　沈黙。

　スピーカーから少しだけ沈黙が流れた後で。

『信用できないわね』

　七海は、はっきりとそう言い切った。

『いくらあなたがアリスの持ち物を持っているからって、アリス本人が生きているとは限らないでしょう？』

「あー、それなら心配すんな。今から生きてる証拠を聞かせてやるから」

『証拠？』

　七海が聞き返すのとほぼ同時に、セツナは手を再びポケットに突っ込んで……って、なんだあれ？

　セツナが取り出したのは黒くて長細い機械。デザインからするに……ボイスレコーダーか？　でも、なんでそんなもんを用意したんだ？

「ではでは、スイッチＯＮ」

　やけに楽しそうにボイスレコーダーを再生させるセツナ。

　数秒後、部屋に響いたのは──。



『やっ、やめろ！　そんなに大きいのを無理やり入れようとするなっ！』、『あっ、悪い。でも、おまえが意地を張るから悪いんだぞ？』、『い、意地なんか張ってないっ。アリスはそんなもの欲しくなんか……』、『正直になれよ。ホントは欲しいんだろ？』、『うっ。く、屈辱だ……こんな犬っころなんかに……っ』



「てめええええええええ何してんだコラあああああああああっ！」

　反射的に、俺おれはツッコミを入れていた。

　そう、ボイスレコーダーから聞こえてきたのはさっき俺がアリスにサンドイッチを食べさせたときの音声だった。くそっ、まさか録音されていたとは。しかも一部分だけ聞いたらものすごくスキャンダラスな感じに聞こえるんですけど。

「アハハ、落ち着けって。これは一昨日おとといの戦いの仕返しだよ。《紅柩ピジヨンブラツド》におにーさんとメイド女がイチャイチャしてる様子を聞かせてやろうと思ってボイスレコーダーを用意してたんだが……まさかあんなことになるとはねー」

「くっ……さてはあんた、最初からそれが目的で俺にあんなことをさせやがったな！　つーか、さっさと訂正しろ！　これじゃアリスと俺が──」

「ち、ちちち違うんです七なな海み様！　さっきのはこの犬っころが無理やりやったことなんです！　アリスはあんなに嫌だって言ったのに！」

「頼むからアリスは黙っててくれません!?」

　その言葉は明らかに訂正になってねえ。いや、七海あたりなら訂正するまでもなくセツナの仕返しに気づきそうだが。

『……なんだか、そっちは賑にぎやかで楽しそうね。何はともあれ、アリスが生きていることはわかったわ。だから──私は人質交換に応じましょう』

「………っ！　ダメです七海様！　アリスのことなんか放っておいて──」

『それはできないわ。だって、アリスは私の家族だもの。それに……私は二度もあなたを失いたくないの。だから、私はあなたを絶対に見捨てたりなんかしない』

　はっきりと断言する七海。

　やっぱり、コイツにとってアリスは大事な存在なんだろう。自分の家族を助けるために、七海はあっさりと人質交換に乗ってきた……。

『話を進めましょう。人質交換の日時は──今夜零時でどうかしら？　場所は千せん羽ば学がく園えんの屋上。そこでアリスと梨り央おさんを交換する。ただ、その前に……』

　そこにいるかしら、お姉様？　と。

　不意に七海はラピスのことを呼んだ。

「ええ。もちろんいるわよ」

『ふふっ。答えてくれてありがとう。人質交換をするにあたって、お姉様に一つだけ言っておくわ。アリスが人質に取られている間は、私たちはあなたたちや梨り央おさんに手出しはしない。けど──人質交換が終わったら話は別よ』

「………っ。つまり、人質交換が終わったらすぐに戦いを再開するってこと？」

『もちろん。人質交換が終わった後、今度こそ本当に決着を付けましょう。──セツナさん。あなたはどうするの？』

「はんっ。笑わせんな。この人質交換を持ち出したのはアタシだぜ？　当然アタシもその場に行くに決まってんだろーが」

『そう。では、今夜千せん羽ば学がく園えんにすべての勢力が揃そろうことになるわね。それなら──今夜こそ、私はこの革命に終止符を打つわ。だから、逃げちゃダメよお姉様？　そんなことしたら私は人質交換が終わった場で、真っ先に梨央さんのことを殺すから』

「……ええ。わかってるわよ」

　覚悟を決めたかのような口調で、ラピスが呟つぶやいた。

　──深夜零時の千羽学園。

　そこが最終決戦の場所。辻つじ峰みね家、霧きり谷や家、セツナ。ウィッチクラフトを巡る三大勢力が再び相対し、刃を交えることになる。

　そう、この戦いに決着を付けるために……。

『それでは──今夜、学園で待っているわ』

　最後にそれだけ言い残して、七なな海みは電話を切ってしまった。

　瞬間、「さて」とセツナは呟いてから、

「これで今後の方針は決まったな。人質交換が終わった瞬間、再び戦いが始まる。今夜だけは、アタシも辻峰家に協力してやる」

「けど……あんた、その怪け我がで戦えるのか？」

「はんっ。確かにコンディションは最悪だ。怪我のせいで普段の半分ほどの実力しか出せねーし、第二獣化形態も使えねー。おまけに《遺灰人形ウイツチドール》はアタシの天敵。だが──この程度の逆境は、アタシが戦いをやめる理由になんかならねーよ」

「……セツナ」

　……やっぱり、コイツは強い。

《魔狼フエンリル》の所有者であるということよりも、戦いに対する執念がハンパじゃねえ。今は味方だからいいが、《魔狼フエンリル》を蒐しゆう集しゆうするためにいつかコイツと戦わなくちゃいけないのかって思うと寒気がしてくる。

「………」

　でも……結果的に、セツナは梨央姉のことを助けようとしてくれている。



『てめえはアタシの敵だ、梨央』



　一昨日おととい、霧きり谷や家の屋敷でそう宣言したにも拘かかわらずだ。

　忌み嫌っている辻つじ峰みね家と取引したのだって、自分の親友である梨り央お姉ねえを助けるためなんじゃ……。

「じゃあ、今夜に向けて軽く作戦会議でもしとくか。おにーさんはアタシと一緒にリビングに来てくれ。ここでそのメイド女に話を聞かれるのは嫌だからな」

「……むっ。ちょっとセツナ。どうして冬とう夜やだけリビングに連れて行こうとするの？」

「そんなの決まってるだろ。《蒼柩ラピスラズリ》にはやることがある。そこのメイド女に水を飲ませてやってくれ」

「なっ……なんでわたしがそんなことしなくちゃいけないわけっ!?」

「じゃあ、またおにーさんに頼もうか？　そこのメイド女だって喉のどが渇いてるはずだし、人質は丁重に扱わなくちゃなんねーしよ」

「むっ……わかったわよ。そういうことなら、わたしがちゃんと水を飲ませるから」

「ラピス。ホントに大丈夫か？　なんなら俺おれが──」

「冬夜は黙ってて！　あんたはさっさと作戦会議をしてきなさい！」

　むーっと唸うなりながら俺を睨にらみつけるラピス。

　うわー、なんで俺が怒られなくちゃいけないんだ？　まあ、さっきのこともあるし水を飲ませる役は俺よりもラピスの方が適任だろうけどさ……。

「──さて。場所も移したことだし、作戦会議を始めるぜ」

　書斎を出てから再びリビングに戻った途端、セツナはやけに早口で切り出してきた。

「つーか、ホントによかったのか？　梨央姉を助けるためとはいえ、アリスと《四銃奏カルテツト》を七なな海みに返すなんてさ。それじゃ、あっちの戦力が増しちまうんじゃ……」

「心配すんな。《封殺拘束ジヤツジメント》をかけられたウィッチクラフトはたとえ拘束が解けたとしても魔力を封じられてた後遺症でしばらくはマトモに身動きできねー。だから、メイド女が今夜戦線に復帰するのは無理だろうよ」

「……なるほど。それなら大丈夫か」

「ちなみに、《封殺拘束ジヤツジメント》は所有者を必要としないウィッチクラフトだが、対象者に装着させた人間──つまり、この場合はアタシじゃねーと外せねー仕組みになってる。だから、あいつを解放するのはアタシの役目だ」

「でも、アリスは戦えないんだから解放しても問題ないだろ？」

「まあな。ただ、戦えるようになる手段もねーことはねーんだが……それをあのメイド女が実行するのは無理だろーしな」

　面倒くさそうにため息を吐ついてからセツナは言った。

　？　なんだろう？　《封殺拘束ジヤツジメント》の後遺症を打ち消す方法があるのかな？　まあ、アリスが実行するのが無理なら大丈夫だろうけどさ。

「………」

　でも……少し変だよな。どうしてセツナは、《封殺拘束ジヤツジメント》なんてものを持ってたんだ？　ウィッチクラフトを狩っている途中で手に入れたんだろうか……。

「ま、何はともあれ」

　考え込んでいる俺おれを尻しり目めに、セツナは口を開いた。

「《四銃奏カルテツト》は他の《遺灰人形ウイツチドール》じゃ所有者になれねー。自我も感情もないただの人にん形ぎよう風ふ情ぜいに、ウィッチクラフトを使えるはずがねーからな。そして、《紅柩ピジヨンブラツド》も自ら戦うタイプじゃねー」

「要するに、俺たちの敵は《革命軍レジスタンス》だけってことか……」

　一昨日おとといセツナが十体、そして昨晩俺たちが七体斃たおしたから、残る《遺灰人形ウイツチドール》は、二十体。

　いくら《Ⅸノウエム》が三つもあるからって、戦力的にはこっちの方が不利だろう。なにせ、俺たちは《革命軍レジスタンス》に一度敗れているんだ。

　けど、それでも──。

「──おにーさん」

　と。

　そこで、セツナは俺を呼んでから、

「取引の続きだ。あんたに──アタシが今夜の戦いに協力する条件を教えとくぜ」

「………っ。あんた、条件を提示するのは戦いに決着が付いてからって……」

「さっきも言ったろ？　あいにくアタシは聖者じゃねーのさ。あれは《蒼柩ラピスラズリ》を騙だますための嘘うそだ。今からアタシが提示する条件を聞いたら、あいつは絶対に取引を拒否しただろうからな」

「なっ──」

　そう言えば、セツナは最初俺だけを自分の部屋に呼び出そうとした。

　それは……取引の条件を俺にだけ話す必要があったからなのか？

　でも、俺にしか教えられない条件っていうのは一体……。

「──ハハッ。そんなに緊張すんなよ。条件はなるべくフェアなもんにしてやるからさ」

　そう言ってから。

　セツナは、獲物に狙ねらいを定めた狼おおかみのようにただ俺のことを見つめて──。

「一度しか言わねーからよーく頭に叩たたき込こんどけ。今夜アタシが辻つじ峰みね家に協力する条件。それは、おにーさんが──」










第12章　夜が来る。



「ねえ、冬とう夜や。ホントにわたしは部屋で休んでていいの？」

　時刻は午後五時半すぎ。

　マンションでの話し合いを終えた俺おれとラピスは、辻つじ峰みね家へと帰ってきていた。そして、とりあえずは戦いに備えて休息を取ろうってことになったんだが……問題が一つ。

　今夜の戦いのために、セツナとの取引を真ま由ゆ香かに納得させなくちゃいけないのだ。

　その説得役に俺が志願したのだが……。

「やっぱり不安よ。あんた一人で真由香を説得するなんて……」

「心配すんな。俺と真由香は生まれてから十年間もこの屋敷で暮らしてきたんだぜ？　俺だってあいつのことをホントの妹みたいに思ってる。だから、セツナと取引をしたことを話すのは俺が一番いい」

　辻峰家の居間で、俺はラピスにそう言った。

　そう、俺たちが行ったセツナとの取引。三年前の事件のせいでセツナのことをひどく嫌っている真由香をなんとか説得しなくちゃいけないんだ。

「───」

　けれど──マンションでセツナが俺に伝えた取引の条件を真由香に話すことはできない。当然、ラピスにもだ。

　そんなことをすれば、間違いなくセツナとの協力関係が破は綻たんしてしまう。

　セツナが提示した条件は──それほどまでに致命的なものだったんだ。

「だから、ラピスは部屋で休んでてくれ」

「えっ……でも……」

「おまえだって昨日はロクに寝てないんじゃねえか？　なんだか顔色が悪いぞ」

「うっ……わかったわよ。じゃあ、真由香の説得はあんたに任せるわ」

　そう言って、ラピスは大人しく居間から出ていった。

　なるべく普段通りに振舞おうと頑張ってたみたいだけど、きっと疲労が溜たまっていたんだと思う。今夜のためにもラピスは部屋で休んだ方がいい。

「よし、行くか」

　従妹いとこを説得する覚悟を決めてから、俺も居間を出る。

　真由香の部屋はラピスの部屋からは若干離れたところにあるから、ラピスを起こすこともないだろう。まあ、真由香のヤツもまだ眠ってるみたいだけどさ。

「……ん？」

　待てよ。よく考えたら、本家に帰ってきてから俺は一度も真由香の部屋に入ったことがなかったような。親父おやじが作った五千万の借金のせいで辻つじ峰みね家の家事係をやってる俺おれだが、真ま由ゆ香かたちの自室の掃除までは管轄外である。

「まあ、真由香たちも女の子だしな」

　家族とはいえ、男を部屋にいれるのが嫌なのかもしれん。相手は思春期の女の子。微妙なお年とし頃ごろで……って、そんなことを考えてたら真由香の部屋の前まで着いちまったか。

「……ふうっ」

　七年ぶりに訪れる従妹いとこの部屋に少しだけドキドキしながら、俺は部屋のドアをノックして真由香を起こそうとしたが──。



「……助けて」



　瞬間、ドアの向こうから小さな声が聞こえた気がした。

「……真由香？」

　反射的に従妹の名を呼ぶ。

　今のは紛れもない真由香の声で……。



「……助けてください、兄さんっ」



「………っ」

　ドクンッと、心臓が大きく脈打った。

　……間違いない。

　何があったかわからないが、真由香は助けを求めてる。

　他の誰だれでもない、この俺に──。

「真由香！　大丈夫か真由香！」

　ドアを強くノックしながら声をかけるが返事はない。ドアノブを握ると、鍵かぎはかかっていないようだった。

「悪い、真由香」

　勝手に入ることを謝りながら、俺はドアを開けて真由香の部屋へと足を踏み入れた。

　几き帳ちよう面めんな真由香らしい整った部屋。

　その壁際に設置されたベッドの上で、布団を胸まで被かぶったパジャマ姿の真由香が眠っている。しかし、その顔はひどく苦しそうだった。

「おい！　真由香！」

　瞼まぶたを閉じて眠っている真由香の肩を掴つかんで起こす。

　すると、真由香は「あっ……」と小さな声で呟つぶやいてから、

「……兄さんっ！」

　バッと身体を起こして、俺おれの身体へと抱き着いてきた。その声はひどく掠かすれ、瞳ひとみには大粒の涙が浮かんでいる。

　……なんだ？

　一体、真ま由ゆ香かに何が起きたんだ？

「……助けてください」

　そして、従妹いとこはただ一生懸命に涙声を振り絞る。

「このままじゃ……姉さんが死んじゃうんですっ！　あの人から……セツナさんから私を庇かばったせいで……姉さんが……姉さんがぁ……っ」

「………っ」

　その言葉を聞いた瞬間──俺は状況を理解していた。

　たぶん、真由香は昔の夢を見ていたんだろう。それも、コイツにとっては一番タチの悪い夢を。そのせいで、ひどくうなされてしまったんだ。

「心配するな、真由香」

　ゆっくりと。

　彼女の華きや奢しやな身体をぎゅっと抱きしめてから、俺は言葉を紡いだ。

「今は──三年前じゃない。真由香が見てたのは昔の夢きおくだ。一度死んだ梨り央お姉ねえは、《血核ハートレス》の力で生き返ってくれた。だから、安心していいんだ」

「……あっ」

　俺の声を聞いて、自分が見ていた悪夢のことを理解したんだろう。真由香は瞳に涙を浮かべたままで小さく息を呑のんでいた。

　そう……きっと真由香が見ていたのは三年前の事件の夢。

《魔狼フエンリル》を暴走させてしまったセツナに、自分の目の前で梨央姉を殺されてしまったときの記憶。

　夢の中で真由香はそれを追体験していたんだと思う。夢から覚めたっていうのに、彼女の身体は雨に濡ぬれる子犬みたいに小さく震えていた。



「…………にぃさんっ」



　そして、真由香は今まで見ていた悪夢の恐怖を押し殺すかのように、俺の胸に顔を埋うずめてきた。

　俺にできることは、少しでも彼女が安心するように、その華奢な身体を抱きしめてやることだけだった。



×　　　×　　　×



「……すみませんでした、兄さん」

　どれだけ身体を密着させていただろうか。

　やっと震えが収まった真ま由ゆ香かは、ゆっくりと俺おれから身体を離した。

「もう大丈夫か？」

「……はい。少し、昔の夢を見てしまっただけですから。きっと……姉さんが人質に取られてしまったせいで、三年前の事件を思い出してしまったんだと思います」

「そっか……」

　梨り央お姉ねえは三年前の事件と同じように危機的な状況にいる。今はまだ七なな海みが梨央姉に危害を加えることはないだろうが、人質に取られてることは事実なんだ。

　その不安が、真由香にあんな悪夢を見せてしまったんだろう。

「それより、兄さんの方こそ怪け我がは大丈夫なんですか？」

「おう。《剣舞士の首飾りソードダンサー》のおかげか、傷の痛みは大分治まったよ。それに……ありがとな、真由香。ラピスから聞いたんだけど、おまえは一晩中俺のことを看病してくれたんだろ？」

「っ！　い、いえ、私は大したことはしていません。それに、兄さんを看病してる途中でうっかり眠ってしまったみたいで……」

「気にすんな。きっと疲れてたんだよ」

　いや、ホントはラピスが食事に一服盛ったらしいのだが、それは黙秘しておこう。ここでニャピスｖｓまゆっちの辻つじ峰みね家二大怪獣大決戦が勃ぼつ発ぱつするのは非常にマズい。

「それと……ごめん。真由香の部屋の前まで来たところでおまえのうなされてる声が聞こえたからさ。つい、おまえの許可なしに部屋に入っちまった」

「えっ……」

　その一言で、俺が自分の部屋にいるという事実をやっと理解したのか、真由香はカァアアアアアっと頬ほおを桃色に染めた。

「あっ……あぅ……仕方ありませんよ。私がうなされてしまったのが悪いんです。……いえ、兄さんに私の部屋を見られてしまったのはすごく恥ずかしいですが……」

「けど、いい部屋じゃねえか。ちゃんと片付いてるし、あちこちにヌイグルミが飾ってあって可愛かわいいと思う」

　枕まくら元もとにもちっこいヌイグルミが置いてあるし。しかし、なんだかやけに犬のヌイグルミが多い気が……ああ、そういやコイツは犬好きなんだっけな。一昨日おとといペットショップにいったときもメロメロになってたし。

「うっ。は、恥ずかしいのであんまり見ないでください……。それより、どうして兄さんは私の部屋の前まで来ていたんですか？」

　不思議そうに首を傾かしげる従妹いとこ。

　……そうだ。

　俺おれは今夜の戦いのことを真ま由ゆ香かに伝えに来たんだ。

「落ち着いて聞いてくれ、真由香。今夜、俺たちは梨り央お姉ねえを取り戻すために……セツナと協力して、七なな海みたちと戦うことになった」

「………っ!?」

　俺の言葉に絶句する真由香。

　そんな従妹に俺は大体の経緯を説明した。

　真由香が眠っている間にセツナの部屋へと行ったこと。そこに死んだはずのアリスがいたこと。アリスと梨央姉の人質交換をするために、セツナと取引をしてしまったこと。

　もっとも、セツナが俺に提示した条件までは話せないが……。

「……そうですか」

　話を終えると、真由香は落ち込んだ表情で顔を俯うつむかせてしまった。

　……当然だよな。セツナは真由香にとって姉を一度殺した仇かたきなんだ。今だって、三年前の事件の悪夢にうなされてたじゃねえか。だから梨央姉を取り戻すためとはいえ、俺がセツナと取引をしたのが気に入らないはずで──。

「──わかりました」

「え？」

　しかし、意外なことに真由香はあっさりと納得してくれた。

「正直、私はあの人と一緒に戦うのはすごく嫌ですが……姉さんを助けるためなら仕方ないと思います。兄さんもそう思ったから取引に乗ったんじゃないですか？」

「……ごめん、真由香」

「謝らないでください。それに……私たちだけじゃ《革命軍レジスタンス》には勝てません。だけど、あの人が一緒に戦ってくれるなら勝ち目があるかもしれないでしょう？　だから……これは仕方のないことなんです」

　自分に言い聞かせるように、真由香はそう告げた。

　コイツの言う通り、俺たちだけじゃ《革命軍レジスタンス》には勝てない。事実、昨晩俺たちは敗北を喫してしまった。

　そう、俺が弱かったせいで──。

「──わかった。ありがとう、真由香。まだ時間があるから、おまえはもう少し部屋で休んでてくれ。夕飯が出来たら呼びに来るから」

　お礼を言ってから、真由香の部屋を出ようとする。

　現在の時刻は午後六時ジャスト。

　戦いまではまだ時間があるし、コイツもラピスと一緒で昨日の疲労を取っておいた方がいいはずだ。俺おれは一晩たっぷり寝てたし、コイツらに美う味まいメシでも作ってやろう。

「あっ……ま、待ってくださいっ」

　が。

　部屋を出ていこうとした瞬間、上着の裾すそをちょこんと引っ張られてしまった。

　振り向くと、そこにいたのはパジャマ姿の真ま由ゆ香か。

　トレードマークのリボンを解いた彼女は、ほんのちょっぴり顔を赤く染めていた。

「どうした？　もしかして、具合でも悪いのか？」

「いえ……そういうわけじゃないのですが……」

　真由香は少しだけ目を逸そらしてモジモジしながら……恥ずかしさを堪こらえるような口調で、言葉を紡ぐ。

「実は……兄さんに一つだけお願いがあるんですけど、いいですか？」

「お願い？」

「はい。でも……私がお願いをしたら兄さんはきっと怒っちゃうと思うので……」

「バカ。家族からのお願いなんだから怒るわけねえだろ。それに、俺は辻つじ峰みね家の家事係なんだ。雇用主の頼みはちゃんと聞くさ」

「……ホントですか？」

「ああ、ホントだ」

　ていうか、そこまでブッ飛んだお願いはされないだろうし。これがラピスや梨り央お姉ねえだったら話は別だが、清せい楚そで純情な真由香が無茶なオーダーを出すわけが……。

「じゃあ……言いますね？」

　ぎゅっと。

　真由香は覚悟を決めたように、両手を胸の前で重ねてから、

「今から、私と一緒に寝てくれませんか？」

「………」

　……前言撤回。

　我が家のプチ猫や小悪魔すら軽く上回るオーダーを出しやがったぞ、このまゆっち。

　ていうか……ね、寝るって。

　それはつまり……。

「……あっ、ち、違いますよ？　寝るっていうのは添い寝をして欲しいって意味ですっ。だから、決しておかしな意味じゃありませんっ」

　自分の発言の紛らわしさに気付いたのか、あわあわと焦った様子で弁解する真由香。

　あー、やっぱり寝るってのはそういう意味だったか。でも、どうして急にコイツは添い寝して欲しいなんて言い出したんだ？

「憶おぼえてませんか？　子供の頃ころ、兄さんはよく私と添い寝してくれました。それに、兄さんが傍そばにいてくれると……私も安心して眠ることができたんです……」

「真ま由ゆ香か……」

　ああ、思い出した。

　ガキの頃、真由香は『怖い夢を見た』って言って、俺おれの布団に潜り込んできたことがよくあったっけ。たぶん誰だれかの傍にいることで少しでも不安を誤魔化したかったんだろう。

　そして、それは今も同じだ。

　きっと真由香は三年前の事件を夢に見てしまうのが怖くて──。

「……兄さん」

　俺が黙っているのが不安になったのか、従妹いとこは上目づかいでこっちを見つめてきた。

「やっぱり……私と一緒に寝るのは嫌でしょうか？」

「うっ……」

「……そうですよね。ごめんなさい。もう子供じゃないのに、こんなお願いをしちゃダメですよね。ただ、少しだけ昔のことを思い出してしまって……兄さんは、私が不安そうにしているといつも傍にいてくれたので……」

「っ。わ、わかった。今はおまえの頼みを聞くよ」

「えっ……ホントですか？」

「おう。男に二言はねえ」

「……はい。ありがとうございます、兄さん」

　ホッとしたのか、真由香は嬉うれしそうにはにかんでいた。

　……マズい。パジャマを着た真由香が屈託のない表情で微笑ほほえんでるのは、兄妹きようだい同然の俺から見てもすげえ可愛かわいく見えて……って、やめろ。今から添い寝するのにそんなこと考えるのはどう考えてもＮＧだ。

　それに、真由香は俺が勝手にセツナと取引したことを許してくれた。だったらお願いの一つぐらい聞いてやらなくちゃな。

「じゃあ……兄さん。先にお布団に入ってくれませんか？」

「わ、わかった」

　胸の鼓動を押し殺しながらさっきまで真由香が眠っていたベッドに入り込んで……って、うわぁ、なんかすっげえいい匂においがする。それに布団には真由香の体温がばっちり残ってて……いかん。これじゃ温かいどころか俺の思考回路がオーバーヒートするぞ。

「お、お邪魔しますね……」

　自分の布団に潜り込むっていうのに、真由香はそんなセリフを言っていた。相変わらず律儀なヤツ。いや、そういうマジメなところが可愛い気もするけどさ。

「……ふうっ」

　深呼吸をして緊張で破裂しそうな心臓を落ち着かす。

　とりあえず、これなら大丈夫だ。相変わらず真ま由ゆ香かの残のこり香がと体温がこっちの理性をガリガリ削ってくるが、俺おれは真由香に背を向けるように寝てるし、二人の距離も少し離れている。だから、今はこの状況を維持すれば……。

「……兄さん」

「！」

　しかし、そう思ったのも束の間、何を思ったのか真由香は俺の方に自分の身体を寄せてきた。真由香の髪から漂うほのかに甘い香りと、彼女の温かさがまるで俺を誘惑するみたいに伝わってくる。

「ま、真由香？」

「ごめんなさい、ベッドが少し狭くて」

「さっきまでは全然大丈夫だったよな!?」

「で、でも、もし寝返りを打ったらベッドから落ちてしまうかもしれません。それに……なんだかちょっぴり寒気が……」

「いや、今はもう七月だぞ？」

　むしろ布団の中に二人でいると暑いぐらいだ。

　けど、きっとそれは緊張で俺の体温が上がってるせいでもあると思う。

　兄妹きようだい。生まれてから十年も一緒に育ってきた真由香は、俺にとっては妹も同然だ。けれど、今年の三月──七年ぶりに俺が本家に帰ってきたとき、その妹はビックリするぐらい可愛かわいく……そして、昔よりもはるかに女の子の身体になっていた。

　だからなのだろうか。子供の頃ころは添い寝なんて恥ずかしくもなんともなかったはずなのに、やけに胸がドキドキしちまって……。

「なんだか……懐かしいですね」

「あ、ああ、そうだな。子供の頃はよくこうしてたっけ」

「はい……私、ペットを飼ったらこんな風に一緒に眠りたいって思ってたんです」

「そんな願望を暴露されてもな！」

「でも兄さんは辻つじ峰みね家の……わ、私の犬じゃないですか」

「そ、それは確かにそうだけど……」

「だったら……こういうことをしていても別に普通ですよね？」

「っ!?」

　瞬間、さらに縮まる二人の距離。

　背中に伝わってくる真由香の呼吸。

　もはやお互いの鼓動の響きすら聞かれてしまいそうな近さ……。

「…………兄さん」

　そこで。

　真ま由ゆ香かは、微かすかに震えた声で俺おれの名前を呼んだ。

　そして、彼女はまるで飼い主に叱しかられた子犬みたいな声で、

「……ごめんなさい」

　たった一言。

　謝罪の言葉を口にした。

「……真由香？」

　反射的に彼女の名を呼ぶ。二人きりでこんなに距離を縮めているのに、なぜか真由香の身体は震えている気がしたのだ。

「どうしたんだ？　なんでいきなり謝るんだよ？」

「だっ、だって……」

　きゅっと。

　俺の上着の裾すそを震える指先で掴つかみながら、真由香は言った。

「兄さんがあの人と取引をしなくちゃいけなかったのは……私のせいですから」

「えっ……」

「この際、はっきり言ってくれていいんですよ？　姉さんを助けるために、兄さんはあの人の取引に乗りました。そして、七なな海みさんに勝つためにあの人と一緒に戦うことを選んだ。それは……私が弱いせいなんですよね？」

「………っ」

「自分でも……悔しいぐらいにわかってるんです。あんなに鍛錬したのに……私の剣の腕は姉さんに追いつけない。だから、昨日七海さんにも負けてしまった。それに……私は姉さんみたいに《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を使いこなすこともできなくて……」

　まるで自分の罪を告白するみたいに、真由香は掠かすれた声でそう告げた。

　……ああ。

　俺はなんてバカ野郎だ。

　昨日、俺たちは《革命軍レジスタンス》に負けた。

　そして、俺は自分の弱さを悔やんだ。

　自分がもっと強ければ、こんなことにはならなかったって。

　でも……。

「……真由香」

　生き真面目まじめで責任感の強い真由香は、俺よりもずっと自分の弱さを悔やんでいたんだ。

　辻つじ峰みね梨り央お。

　天才と呼ばれた辻峰家六代目当主にして、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の前所有者。今の真由香の実力は三年前の梨央姉にすら遠く及ばないらしい。だから、真由香はずっと梨央姉にコンプレックスを感じてしまっていたんだろう。

　姉妹。

　梨り央お姉ねえは、真ま由ゆ香かにとって誰だれよりも近くにいる人間だったんだ。

　だから、余計に辛いはずで──。

「──ごめん、真由香。一つ訊きいてもいいか？」

　けれど。

　あえて俺おれは、真由香に質問をしていた。

　そう、ここで真由香に優しくするのは簡単だ。

　今すぐ身体を向き合わせて、何も言わずに優しく抱きしめてやればいい。そうすれば真由香の涙は止まってくれると思う。

「───」



　だけど──それは一時的な甘えにすぎない。



　ただ優しくするだけなら簡単だ。

　しかし、そんなその場凌しのぎに甘えたりしたら、真由香はいつかまた同じ壁にぶつかっちまう。ぶつかって、涙を流してしまう。

　だから、今は優しくするだけじゃダメだ。

　俺にできることは兄妹かぞくとして真由香を助けてやること。

　目の前にある壁を乗り越えられるよう、真由香の背中を押してやることのはずだ。

「──教えてくれ。どうして真由香は、ウィッチクラフトと対話ができないんだ？」

「………っ」

　きゅっと俺の服の裾すそを握りしめながら、真由香は言葉を失っていた。

　昨日、梨央姉は『今の真由香じゃ戦闘用ウィッチクラフトと対話をするのはできないと思う』って言っていた。推測だが、真由香にはウィッチクラフトと対話ができない理由があるんじゃ……。

「………」

　沈黙。

　ベッドの中を、少しだけ沈黙が満たしてから、



「……怖いんです」



　たった一言。

　真由香は自分の秘密を教えてくれた。

「……怖い？」

「……はい。私は……戦闘用ウィッチクラフトの暴走が怖いんです。姉さんは、《魔狼フエンリル》の暴走で一度死んでしまいました。そのときの光景は……三年経たった今でも夢に見るくらいに、はっきりと私の頭に焼きついてしまっていて……」

「………」

「ご、ごめんなさい、兄さん。自分でもこれじゃ戦力に……兄さんの力になれないってわかってるんです。でも、私はもし自分が《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を暴走させたらって思うと……怖くて怖くて仕方がなくて……っ」

　もはや途切れ途切れになってしまった涙声で、真ま由ゆ香かは必死に言葉を紡いでいた。

　……そうか。

　これが、真由香が戦闘用ウィッチクラフトと対話ができない理由。



　真由香は、ウィッチクラフトの能力を引き出すことを恐れているんだ。



　能力を引き出せば、その代償として暴走を引き起こしてしまうかもしれない。

　そうなったら、自分も誰だれかを傷つけてしまう可能性だってある。三年前に、セツナが梨り央お姉ねえを殺してしまったように。

　だから──無意識にウィッチクラフトの能力をセーブしてしまう。

　それこそが、真由香が《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を使いこなせない理由。

　三年前の事件が精神こころに残した傷跡。

　ウィッチクラフトの暴走で家族を失ったっていう──心的外傷トラウマか。

「……お願いしますっ」

　そして。

　消え入りそうなほどに掠かすれてしまった声を振り絞りながら、父親にすがりつく子供みたいに、真由香は俺おれの背中に抱き着いてきた。

「お願いです……兄さん。私のことを……見捨てないでくださいっ。私……頑張りますっ。姉さんみたいに剣の才能もありませんし、姉さんほど《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を上う手まく使いこなすこともできませんっ。でも……でも……」

「真由香……」

「でも……頑張って戦います。私だって、兄さんや姉さんやラピスが死んじゃうのは嫌なんですっ。みんなを守るためなら……どんなに弱くても、どんなに役立たずでも、一生懸命戦いますっ。だから……だから……どうか私のことを見捨てないでくださいっ！」

「………」

「ご、ごめんなさい……こんなこと言われたら迷惑ですよね……？　だけど、兄さんに見捨てられちゃったら、私はどうしていいかわからなくて……私はそのことがすごく怖くて……兄さんに見捨てられるのが嫌で……ずっと兄さんの傍そばにいたくて……！」

「………」

「ごっ……ごめんなさい……兄さん……ごめんなさい……っ！」

　もはや、真ま由ゆ香かの声は嗚お咽えつへと変わっていた。それでも真由香はまるで懇願するみたいに、「兄さん……にぃさん……っ」と呟つぶやきながら俺おれの背中をぎゅっと抱きしめてくる。

　これが──ずっと真由香の中にあった感情。

　普段は気丈に振舞いながらも、真由香はずっと梨り央お姉ねえにコンプレックスを感じてたんだ。だからあそこまで鍛錬を重ねていた。

　脳裏を過よぎるのは、傷だらけになってしまった掌てのひら。きっと真由香は、コンプレックスを感じてる自分すらひどく嫌っていたんだと思う。

　そして、そんな感情が昨夜の敗北で溢あふれ出してしまった。



　姉と違って弱い自分は──家族にすら見捨てられてしまうんじゃないか？



　そんな恐怖が、ずっと真由香を悩ませて、苦しめてたんだ。

「───」

　けど──それでも真由香は戦おうとしている。

　俺を、ラピスを、梨央姉を……ただ自分の家族を助けたくて。

　こんなにボロボロになってるくせに、今コイツは必死に戦おうとしてるんだ。

「あっ──」

　不意に、真由香の嗚咽が止まる。

　ぎゅっと全身に感じる温かな体温。

　真由香と向かい合うようにして、俺はその震える身体をゆっくりと抱きしめていた。

「バカだな、真由香は」

　そして、俺は言葉を紡ぐ。

　そう、まるで子供の頃ころに戻ったみたいに。

「俺が真由香を見捨てるわけがねえだろ？　真由香は大事な家族だ。それに、三月に言ったじゃねえか。俺たちは、チームになろうってさ。だから──貴重な戦力である真由香を見捨てたりなんかしねえ」

「で、でも、私は姉さんほど強くなくて……」

「それは俺も同じだぞ。俺だって《剣舞士の首飾りソードダンサー》の能力を発揮できてねえし、情けないことに剣の腕だって梨央姉には敵かなわない。でも──俺は戦うのをやめたくない。真由香は、どうなんだ？」

「それは……私だって、みんなを守りたいって思いますが──」

「だったら一緒に戦おうぜ。戦う前から負けたときのことなんて考えんな。梨り央お姉ねえより弱かろうが、ラピスや梨央姉を守るために戦うしかない。俺おれたちはそのために毎日鍛錬を重ねてきたんだろ？　だから──」



　──俺と一緒に戦ってくれ。



「………」

　お互いの鼓動が伝わる中。

　真ま由ゆ香かは、俺の胸に埋うずめていた顔を上げて──。

「──はい」

　しっかりと、頷うなずいてくれた。

　……ああ。

　今はこれでいい。なぜなら、これは甘えなんかじゃない。真由香はちゃんと自分で戦うと言ってくれた。いくら梨央姉よりも弱くても──戦うって決めたんだから。

「……ありがとうございます。兄さんのおかげで……少しだけ、楽になれた気がしました」

「そっか。じゃあ、もうちょっと休んでてくれ。俺は夕飯の準備をしてくるから」

「あっ……に、兄さん」

「ん？　どうした？」

　訊たずね返すと、従妹いとこは赤くなった顔をさらに真っ赤にしながら、

「もう少しだけ……ぎゅってしててくれませんか？」

「──おう。任せろ。俺は辻つじ峰みね家の家事係いぬだし、それくらいは簡単だ」

「あっ……」

　ぎゅっと華きや奢しやな身体を抱きしめる。

　すると真由香は「……ありがとうございます、兄さん」と呟つぶやいてから、俺の抱擁に応こたえるように抱き着いてきた。そのまま、彼女は静かに目を閉じる。

　まるで、子供の頃ころに戻ったみたいな無む垢くな表情で──。

「───」

　そして──夜が来る。

　辻峰家、霧きり谷や家、セツナ。

　ウィッチクラフトを巡る三大勢力による全面戦争。

　その最後を飾る戦い。

　革命の第三夜の足音が、すぐそこまで迫っていた。










第13章　紅



「──さあ。それでは人質交換を始めましょう」

　時刻は、深夜零時。

　学園の前でセツナと合流した俺おれたちが屋上に上ると、すでに七なな海みはそこに立っていた。

「《紅柩ピジヨンブラツド》……」

　ドレス姿のラピスが妹の名を呼んだ。

　夜空の下。紅あかいドレスを着た七海は、二十体の《遺灰人形ウイツチドール》を従えながら静かに佇たたずんでいる。その横にいるのは……。

「……梨り央お姉ねえ」

　昨日と同じく、制服姿の梨央姉。従姉いとこは、《遺灰人形ウイツチドール》に両腕を掴つかまれて拘束されているが……どうやら怪け我がはないみたいだ。

　人質交換。

　昼間の電話で話した通り、今から梨央姉とアリスを交換しなくちゃいけないが──。

「気を付けろよ、まゆっち。人質交換が終わったらすぐさま開戦だぜ」

「あなたに言われなくてもわかっています。そのために、私はここに来たんですから」

　自分のウィッチクラフトを発動させながら言葉を交わすセツナと真ま由ゆ香か。セツナは包帯の上にいつもの黒いコートとショートパンツ。真由香は巫み女こ服である。

　そして、その横にはメイド服姿のアリス。

《封殺拘束ジヤツジメント》で拘束された彼女は、セツナに身体を支えられるような形で立っていた。

「なるほど。どうやってアリスを大人しくさせてるのかと思ったら、《封殺拘束ジヤツジメント》なんてものを使っていたのね」

「……七海様。この手錠は……」

「大丈夫よ、アリス。その手錠は対象者にかけた人間にしか外せないってことは知っている。この場合は、セツナさんかしら？」

「はんっ、正解だ。言っとくが、《封殺拘束ジヤツジメント》は外してもしばらく後遺症が身体に残る。だから、このメイドが今夜戦線に復帰するのは無理だぜ？」

「わかってるわ。でも、問題なんてない。アリスにはゆっくり休んでいてもらうから。そう、《革命軍レジスタンス》がお姉様を殺すまでの間にね」

　言ってから、七海は「さあ、梨央さん」と呟つぶやいて、《遺灰人形ウイツチドール》に拘束されている梨央姉を解放した。

　それに応こたえるように、セツナもアリスの腕から《封殺拘束ジヤツジメント》を外し、その背を押して七海の方へと歩かせる。

　まるで示し合わせたみたいに、ゆっくりと屋上を進む梨り央お姉ねえとアリス。

　二人のシルエットがゆっくりと屋上で交錯した後で、

「ただいま、みんな」

　梨央姉は、俺おれたちの元に帰ってきてくれた。

「……ありがとね、セツナ。まさかきみが来てくれるとは思わなかったよ」

「チッ。うるせーぞ、梨央。アタシはただ《蒼柩ラピスラズリ》が殺されたら困るだけだ。別にてめえを助けたかったわけじゃねー。それに──安心するのはまだ早いだろ？」

「……うん。そうだね」

　言って、梨央姉はラピスと一緒に屋上の入り口の方へと下がった。それに呼応するように、それぞれのウィッチクラフトを構えた俺と真ま由ゆ香かとセツナが、《革命軍レジスタンス》と対たい峙じする。

　今ここにいる二十体の《遺灰人形ウイツチドール》は、七なな海みが所有してる全戦力。つまり、今から始まるのは紛れもない総力戦なんだ。

「……冬とう夜や」

　後ろから、心配そうなラピスの声が聞こえてきた。

　……そうだ。

　俺は今夜こそラピスを……自分の家族を守らなくちゃいけないんだ。

　そのためなら、どんな手段も厭いとわない。

「さて、作戦はさっき話した通りだぜ」

　槍やりの穂先を《革命軍レジスタンス》へと向けながら、セツナが小声で呟つぶやいた。

「オフェンスは二人。アタシが戦線を抉こじ開ける。おにーさんはその援護。まゆっちは《蒼柩ラピスラズリ》と梨央のディフェンスだ」

「……わかりました」

　言って、真由香が一歩だけ後ろに下がった。

　そう──俺たちの目的は、七海の拘束。《革命軍レジスタンス》だって、主あるじである七海を人質に取ってしまえば戦いをやめるしかなくなる。だから、なんとか俺とセツナが《革命軍レジスタンス》の守りを切り裂いて七海に到達するしかない。

　その間は、真由香にラピスたちのディフェンスを任せれば──。

「では、そろそろ決着を付けましょうか」

「───っ」

　七海の開戦宣言を聞いた瞬間──脳内で昨夜の敗北の光景がフラッシュバックした。

　そう──俺は《革命軍レジスタンス》に一度負けたんだ。

　なのに、今夜勝つことができるのか？

　自分の家族を守ることすらできずに、負けちまうんじゃねえのか？

「───」

　それだけは、絶対に嫌だ。どんなに弱かろうが、俺おれは今夜勝たなくちゃいけない。ラピスや真ま由ゆ香かや梨り央お姉ねえを守らなくちゃいけないんだ。

　たとえ……どんな手段を使ったとしても──。



　──踊れ。



「──えっ？」

　──瞬間。

　何の脈絡もなく、どこか蠱こ惑わく的てきな女性の声が頭の中で反響した。

　この声を、俺は知っている。

　遺産№７──《剣舞士の首飾りソードダンサー》。

　俺が所有者になったウィッチクラフト。ラピス曰いわく、ウィッチクラフトの声が聞こえてしまうのは精神呪じゆ縛ばくの第一段階らしいが──。

「───っ!?」

　しかし、今回は声だけでは終わらなかった。



　声の残響が頭の中で消えた後──彼女は、俺の目の前に姿を現したのだ。



　甲かつ冑ちゆう。

　中世ヨーロッパに出てくるような細身の鎧よろいを身に纏まとった女性。なぜかその顔はよく見えないが──俺には、ソイツが誰だれだかわかってしまった。

「……《剣舞士の首飾りソードダンサー》？」

　おもむろにその名を口にする。

　三月にラピスの中にある深層対話室で出会った女性に違いない。もはや声は聞こえないが、彼女は俺に何かを伝えようとしているように思えた。

「………っ！　嘘うそ……まさかあんた……《剣舞士の首飾りソードダンサー》の姿が見えてるの？」

　ラピスが何か言っているようだが、まるで耳には入ってこなかった。

　まるで五感のすべてを釘づけにされたように、俺の意識は《剣舞士の首飾りソードダンサー》に殺到する。

　彼女は何も言わないが──なぜか、俺には確信があった。

　きっと、《剣舞士の首飾りソードダンサー》は所有者おれを戦わせるために現れたに違いない。



　──どんな手段を使ってでも、家族を守りたい。



　そんな常軌を逸した執念かんじようが──彼女を呼び出したんだ。

「ダメよ冬とう夜やっ！　気をしっかり持って！　ウィッチクラフトの精神呪じゆ縛ばくの第二段階レベル２は、ウィッチクラフトの意志や遺された残留思念の姿が見えちゃうことなのっ！　対話のときみたいに言葉を交わすことはできないけど、もしソイツに触れたら──」

　触れたら、一体どうなるんだろう？

　それを確かめるのは簡単だ。

　だって彼女は、俺に向かって手を差し伸べている。

　そう、まるでダンスに誘うときみたいな優雅な仕草で──。

「───」

　だから、俺はその手を掴つかんだ。

　瞬間──一気に意識が反転する。

　もはや暗くら闇やみに閉ざされてしまった視界。

　その中で──。



　──踊れ。踊れ。踊れ。踊れ。踊れ。踊れ。踊れ。踊れ。踊れ。踊れ。踊れ。踊れ。踊れ。踊れ。踊れ──。



　決して聞いてはいけない声が響いた気がした。

　ウィッチクラフトによる精神呪縛。

　その第二段階レベル２では言葉を交わすことはできないはずだ。じゃあ、今もうるさいくらいに俺を急せかしているこの声は──。



　──さあ、踊れ。



　第三段階レベル３。

　そう認識した瞬間──俺の理性は、完膚なきまでに切り裂かれた。



×　　　×　　　×



「……えっ？」

　瞬間、屋上に木こ霊だましたのは七なな海みの声だった。

　その視線の先にいるのは《革命軍レジスタンス》。彼女たちは、七海を守護するように後退。感情のない四十の瞳ひとみはただ一点を──剣を構える俺のことを見つめていた。

「……嘘うそ。こんなのありえない。《革命軍レジスタンス》は自我も感情もない人形のはずよ。なのに……この子たちが私の命令もなしに自分から下がるなんて……」

《遺灰人形ウイツチドール》たちの行動が信じられないのか、ひどく青ざめた表情をしている七なな海み。

　けど、彼女の疑問への答えは簡単だ。おそらく彼女は、無意識のうちに《遺灰人形ウイツチドール》に自分を守るよう命令してしまったのだ。

　そう、この戦場に現れた脅威から自分を守るために──。

「──ハハッ」

　くつくつと肺の底から溢あふれ出してくる哄こう笑しように口くち唇びるを歪ゆがませながら、俺おれは《革命軍レジスタンス》に向かって──疾走。

　すぐさま、最前列にいた《遺灰人形ウイツチドール》が銀色の刃を振り上げて迎撃しようとするが、

「───っ!?」

　彼女は、俺の脳天に刃を振り下ろした瞬間に斬きり伏せられた。

　一瞬の交錯劇カウンター。

　迫りくる銀刀を紙一重のところで躱かわした俺は、その顔を斬り裂いていた。最初の犠牲者となった彼女は、顔から鮮血を零こぼしながら屋上に倒れ伏す。

　これで、残りは十九体。

「に、兄さん？」

　戦線に駆け抜けていった俺に言葉をかける真ま由ゆ香か。

　しかし、

「──まゆっち。あいつに話しかけんな」

　従妹いとこの言葉を遮るように、セツナが《魔狼フエンリル》の切っ先を俺に向けていた。

「なっ……あなたは何をしてるんですかっ！」

「落ち着けよ、まゆっち。おそらくあいつはてめえの知ってるおにーさんじゃねー」

「………っ！　じゃあ、兄さんは……」

「ああ。ウィッチクラフトによる精神呪じゆ縛ばく。おそらく第二段階レベル２か第三段階レベル３まで進行してる。このままじゃ、あいつは──」

　そこまで言ったところで、強制的にセツナの言葉は遮られた。

《革命軍レジスタンス》。

　十九体の《遺灰人形ウイツチドール》たちが、俺へと殺到。彼女たちは四方八方から銀刀を叩たたきつけてくるが、

「───っ！」

　剣を使わずに、俺は体捌さばきだけで迫りくる斬ざん撃げきを躱す。

　そして、再びの交錯劇カウンター。

　寸前で銀刀を躱され、隙すきだらけになった四体を一気に行動不能に陥らせる。コイツらは痛みも恐怖も感じない人形。しかし頭部に銀色の刃を深々と奔はしらせ、彼女たちの血で学園おくじようを染め上げてやれば、問題なんてありはしない。

　これで、残りは十五体。

「………っ！　お兄様を止めなさい、《革命軍レジスタンス》！」

　ひどく焦った七なな海みの声。それに呼応して、すぐさま残りの《遺灰人形ウイツチドール》が俺おれを仕留めるために銀刀を振るう。

　しかし、その斬ざん撃げきは当たらない。それどころか攻撃の際にできたわずかな隙すきを狙ねらい打たれ、次々と斃たおされていく。

　──蹂じゆう躙りん。

　そんな呼び方がぴったりな研ぎ澄まされた暴力による凌りよう辱じよく。

　これで、残りは十三体。

「……チッ。ふざけんなよ。圧倒的じゃねーか」

　忌々しそうにセツナが吐き捨てた。

　その間にも俺は返り血を浴びながら次の標的へと肉薄。軽やかな疾走ステツプでリズムを刻む。

　そう、大事なのは呼吸リズムだ。

　敵が戦場を走り回る足音。襲ってくる敵の息遣い。敵の斬撃によって生まれる風切り音。さらには敵が俺と刃を交える剣けん戟げきの響き。

　戦場は、こんなにも音で溢あふれている。

　その音を全身で感じ、敵の行動パターンを分析。そこから敵が次に取る行動を瞬時に予測する。そして、攻撃を躱かわすことのできる針の穴ほどの小さなタイミングを察知し、その隙間に身体を飛び込ませ──逆襲する。

　相手の呼吸リズムを把握し、鮮やかに一太刀カウンターを叩たたき込こむ。

　それこそが、《剣舞士の首飾りソードダンサー》のもう一つの能力……。

「……戦せん場じよう舞ぶ踏とう」

　返り血で真っ赤に染まった自分の所有者を見ながら、ラピスが呟つぶやいていた。

「敵の呼吸リズムを感じ取って、行動を予測。そして──カウンターを叩き込む。それが《剣舞士の首飾りソードダンサー》のもう一つの能力、戦場舞踏。九十九のウィッチクラフトの中でも、一二を争うほど白兵戦に特化した力……」

「………っ。だったら、数の力で潰つぶすだけよっ」

　瞬間、主あるじの声に行動を開始する《革命軍レジスタンス》。

　残された《遺灰人形ウイツチドール》たちは──十体。

　彼女たちは昨夜と同じように俺を中心に円を描くように戦型を組んだ。そして、銀刀を振りかざしながら全員で一気に俺へと襲い掛かる。

　──ああ、確かにこの人数で襲撃されたら躱せない。

　彼女たちの呼吸リズムから予測した結果──わずか数秒後、辻つじ峰みね冬とう夜やという人間が八つ裂きにされることが明確に理解できた。

　けれど──。

「──強制解放フオルテ」

　それは、今までの俺おれの疾はやさだったらの話だ。

　十本の銀刀が迫りくる中、俺は《円舞曲ワルツ》の能力を発動。運動能力を強制的に解放し、一気に加速。そのまま──。

「おぉおおおおおっ！」

　雄お叫たけびを上げながら、突撃。《革命軍レジスタンス》が作る円陣が俺へと到達する前に、正面にいた三体に渾こん身しんの力を込めた横薙なぎの一刀を放つ。強制解放フオルテの力で破壊力を増した刃は、瞬く間に彼女たちの身体を両断した。

　これで残りは七体。

　だけど、もうコイツらの相手をする必要はない。

　そう、たった今斬きり伏せた三体の後ろにいたのは……霧谷七海。

「───っ！」

　俺の思おも惑わくに気付いたのか、七なな海みが息を呑のむ音が聞こえた。

　だが──もう遅い。血ち塗まみれになって崩れる三体の《遺灰人形ウイツチドール》の身体を躱かわしてから、強制解放フオルテで加速した俺は一気に七海へと斬り込む──！

「──ハハッ！」

　再び口から哄こう笑しようが零こぼれた。

　ああ、やっとわかった。《剣舞士の首飾りソードダンサー》の能力、戦せん場じよう舞ぶ踏とう。そして、もう一つの能力である刀剣変化で生み出された俺の剣──《円舞曲ワルツ》。

　この二つは、凶悪に相性がいい。

　運動能力を強制的に解放したこの身体なら敵の動きを予測してカウンターを叩たたき込こむ戦場舞踏という能力をもっと活かすことができる。

「………っ！　七海様！」

　迫りくる俺を見て、主あるじの危機を悟ったのだろう。まるで七海の前に立ちはだかるように、両手を広げたアリスが飛び出してきた。

　──上等だ。

　だったら、おまえごと七海の身体を両断するだけだ……！

「らぁああああああああああああっ！」

　咆ほう哮こうを上げながら、俺はこの革命に決着を付けるために、アリスと七海に向かって剣を叩き下ろして──。



「──やめて、冬夜っ！」



「………っ!?」

　瞬間、アリスの肌を切り裂く寸前で剣が静止する。

　ラピスラズリ。

　辻つじ峰みね冬とう夜やが所有者になったもう一つのウィッチクラフトは、必死に俺おれのことを止めようとしていた。

「──ラピス。なんで止めるんだ？」

　刃をアリスとその後ろにいる七なな海みに突きつけたままで、俺はラピスの方に顔を向ける。

　そう、コイツらは俺の家族のことを殺そうとしたんだ。

　だから──。

「ふんっ。そんなの決まってるじゃない」

　はっきりとした口調でそう言ってから、ラピスは俺の方に近づいてきた。

　七海の命令がないためなのか、戦場にいる《革命軍レジスタンス》たちは動けない。

　夜空の下。

　ラピスはあまりにもあっさりと剣を構えた俺のところまで歩いてきて、

「わたしは冬夜のウィッチクラフトなの。そして、冬夜は……わたしの所有者。だから、《剣舞士の首飾りソードダンサー》なんかには渡さないわ」

「………っ。おまえ、何を言って──」

「黙って聞いて。今あんたの意識は、《剣舞士の首飾りソードダンサー》に浸食されつつあるのよ。ウィッチクラフトによる精神呪じゆ縛ばく。その第二段階レベル２を通り越して、第三段階レベル３まで進行しかけてるの。だから──」

　わたしがあんたを戻してあげる、と。

　そんなことを言ってから、ラピスは俺の制服の胸ぐらを強引に掴つかんで──。



　あまりにも唐突に、俺と口くち唇びるを重ねてきた。



「───っ!?」

　突然すぎる行動に頭の中が真っ白になりかける。

　反射的に、ラピスの身体から離れながら、

「お、おまえっ！　いきなり何してんだよっ！」

　必死に叫ぶと、ラピスは顔を微かすかに赤く染めながら「ふんっ」と息を吐いた。

「仕方ないでしょ。冬夜を冷静にさせるのはこうする必要があったんだから」

「必要があったって……どういう意味だよ？」

「忘れたの？　あんたは二つのウィッチクラフトを所有してる二重所有者ダブルホルダー。あのまま戦ってたら、あんたは間違いなく《剣舞士の首飾りソードダンサー》に意識を奪われた。だから──あんたのもう一つのウィッチクラフトであるわたしが、強引に意識を引き戻したのよ」

「………っ！　そんなことができるのか？」

「まあね。原理としては《剣舞士の首飾りソードダンサー》の精神呪じゆ縛ばくに、わたしの精神呪縛をぶつけて相殺したって感じかしら？　とにかく……冬とう夜やはあいつの所有者であると同時に、わたしの所有者でもあるの。だから、あいつなんかには渡さないわ」

「で、でも、なんでキスを……」

「う、うるさいわねっ！　契約のときと同じで、肉体的な接触をした方が上う手まくいくと思ったのよ！　それに……」

「……それに？」

「この前、霧きり谷やの屋敷で梨り央おがキスをしたら……冬夜は大人しくなってたし……」

「………」

　いや、だからってこんなところで梨央姉のマネをしなくても。

　けど──ラピスのキスが精神呪縛を相殺してくれたおかげなのか、さっきまではあんなに沸騰していた思考が落ち着いている。《剣舞士の首飾りソードダンサー》の声も聞こえないし、姿も見えない。

「………っ」

















　しかし、そのせいで自分が行った惨劇を改めて理解してしまった。

　屋上に倒れているのは、血ち塗まみれになった十三体の《遺灰人形ウイツチドール》。

　……信じられねえ。

　これを俺おれが一人でやったっていうのか？　それに、この戦いの目的は七なな海みを拘束することだったはずだ。なのに、さっきまで俺は間違いなく七海を殺そうとしていた……。

「………っ」

　ゾクッと、先ほどまでの自分の思考に背筋が凍りつく。

　そう、俺はまるでそうすることが当たり前のように、七海やアリスのことをただ冷静に殺そうとしてたんだ。精神呪じゆ縛ばくの第一段階レベル１ではウィッチクラフトの声が聞こえ、第二段階レベル２では姿が見え、そして第三段階レベル３では意識を奪われる。

　もし、あのまま戦っていたら、俺は──。

「──ふふっ」

　と、そこで微笑ほほえんだのは霧きり谷や七海。

《紅柩ピジヨンブラツド》。

　ラピスの妹にして、自らの願いを叶かなえるためにこの革命を起こした張本人だった。

「お兄様を止めてしまってよかったの、お姉様。まだ戦いは終わっていないのに」

「わかってるわよ。けど──《紅柩ピジヨンブラツド》。あんたもわかってるんでしょ？　残ってる《遺灰人形ウイツチドール》は七体。もはや戦況は逆転したわ」

「………っ。だからって、私のことを助けるなんて……」

「仕方ないでしょ？　あんたやこのメイド女のことを殺してたら……たぶん、冬とう夜やは完全に《剣舞士の首飾りソードダンサー》に精神を呪縛されて、暴走してた。だから止める必要があったのよ。それに……」

　困惑する七海に。

　ラピスは、はっきりとした声で──。

「あんたは昨日、わたしのことを助けたじゃない」

「なっ──」

　一瞬だけ、七海は言葉を失った。

　しかし、彼女はすぐに──激高する。

「ふざけないで！　昨日は一日だけ猶予をあげただけで、助けたわけじゃないわ！」

「そうね。あんたは猶予をあげるって言ってわたしのことを生かした。でも……ホントに猶予をあげたかっただけなの？」

「………っ！　それは、どういう意味？」

「だって、あんたの願いははっきりしてるでしょ？　この街に張られた結界を破壊して自由を手に入れること。同じウィッチクラフトのわたしには、あんたの気持ちが痛いぐらいにわかる。そして、昨日はその願いを叶かなえる最大のチャンスだった。でも──」



　あんたは、わたしを殺せなかった。



「《紅柩ピジヨンブラツド》。あんたは昨日わたしにこう言ったわ。『お姉様は、自分が明日殺される覚悟を決めておいて』。でも、それはわたしに対する言葉だったの？　ホントは……わたしを殺す覚悟を決めきれていない自分に対する言葉だったんじゃないの？」

「………っ！　そ、それは……」

　明らかに困惑する七なな海み。

　まさか……七海は迷っているのか？

　自分は自由を手に入れたい。しかし、そのためにはラピスを──たった一人の姉を殺さなくちゃいけない。

　そんなジレンマに、決断を下せずにいるのかもしれん。

「………」

　そう言えば、デートのとき俺おれは七海に『ラピスって結構不器用なヤツだから、ホントはおまえとも仲良くしたいのかもしれない』って言ったっけな。

　そして、その言葉に対する七海の回答は──。



『……それなら、少し嬉うれしいわね』



　そう、二人は姉妹かぞくなんだ。

　だから、七海はラピスのことを殺す覚悟を決めきれなくて──。

「ち、違う……私は……私は……本当に自由が欲しくて……そのために、お姉様を殺す覚悟を決めたはずで……」

　紅あかい髪を揺らしながら、必死にラピスの言葉を否定しようとする七海。

　そこにいつもの余裕はない。

　ひょっとしたら、コイツは今自分の中で決断を迫られているのかもしれん。

　自由を手に入れるために、たった一人の姉を殺す。

　その決断に、答えを出せなくて──。



「──まったく。これだからウィッチクラフトなんかに当主をやらせるものじゃない」



　しかし。

　その刹せつ那な、あまりにも唐突に響いたのはやけに落ち着き払った若い男の声だった。

「……え？　アリス？」

　反射的に、七なな海みが自分のメイドの名を呼ぶ。

　そう──男の声は、紛れもなく霧きり谷やアリスの口から零こぼれたのだ。

「………っ」

　途端、アリスが何かを堪こらえるように苦しそうな仕草で胸を押さえた。そのまま後ずさりで七海から離れながらも、アリスの瞳ひとみは必死に彼女を見つめて──。

「……逃げてください、七海様っ」

　たった一言、掠かすれた声でそう絞り出した。

　瞬間──彼女の身体がガクンッと大きく揺れる。

　そして──。

「──うん。久しぶりに吸う外の空気は美お味いしいね。《封殺拘束ジヤツジメント》のおかげでこの子の体力と精神力が弱ってたせいか、思ってたよりも簡単に意識を奪えたよ」

　その口から聞こえてきたのは、さっきと同じ若い男の声。

　……違う。

　この声は、明らかにアリスじゃねえ。

　じゃあ、この声の主は一体……。



「……霧谷雪哉」



「───っ！」

　刹那、梨り央お姉ねえが呟つぶやいた言葉に戦せん慄りつする。

　霧谷雪ゆき哉や。

　確かそれは、先代の霧谷家当主の名前。

　セツナに殺された《四銃奏カルテツト》の前所有者──。

「やあ、久しぶりだね梨央くん。まさかこうしてまた会えるとは思ってなかった」

「……ボクもだよ、雪哉さん。こうして出てきたってことは……今の雪哉さんは《四銃奏カルテツト》に遺のこされた残留思念なの？」

「大当たり。だからこうして現所有者の精神を呪じゆ縛ばくして、意識を奪うことができたんだ。これがウィッチクラフトによる精神呪縛の第三段階レベル３の末路。まあ──オレの身内が不ふ甲が斐いないマネをしなければ、こんなことをする必要はなかったんだけどね」

「………っ。じゃあ、あなたの目的は……」

「もちろん──霧谷家を勝たせることさ。これでもオレは霧谷家の当主をやってたんだ。戦局が不利になったら、助っ人ぐらいしても構わないだろう？」

　シニカルな笑みを浮かべながらアリス──いや、霧谷雪哉は言った。

　……なんだそれ。

　何が助っ人だ。実際はアリスの意識と身体を乗っ取ってるだけじゃねえか……！

「ふざけんな！　霧きり谷やの先代の当主だか知らねえが、さっさとアリスを返しやがれ！」

　ウィッチクラフトに精神を呪じゆ縛ばくされるのは危険なことなんだ。それはさっき《剣舞士の首飾りソードダンサー》に意識を奪われかけた俺おれにはよくわかる。

　だから、早くアリスの意識を呼び戻さないと──。

「？　何を言ってるんだいきみは？」

　だが、俺の言葉に霧谷雪ゆき哉やは不思議そうに首を傾かしげていた。

「オレは霧谷家の先代の当主じゃないよ。なぜなら、オレは五代目当主だからね」

「えっ……？」

　……どういうことだ？

　だって、梨り央お姉ねえはコイツが七代目当主である七なな海みの前の当主だって……。

「………っ」

　いや、ちょっと待ってくれ。

　もしかしたら、俺は大きな誤解をしてたのか？　確かに梨央姉は霧谷雪哉が霧谷の当主だと言っていた。

　しかし──先代の当主だとは一言も言わなかった。

　あれは……霧谷雪哉が五代目当主だったからなのか？

　でも──。

「───」

　だとしたら、霧谷家の先代当主──六代目当主は一体誰だれなんだ？



「──はあん。今さら何しに出てきやがった、クソアニキ」



　刹せつ那な、霧谷雪哉に話しかけたのは──白髪の少女。

　セツナ・ヴァレンタイン。

　彼女は、まるで家族に話しかけるようなフランクな口調で、言葉を発していた。

「……ん？　なんだ、おにーさん。もしかして──てめえはホントのことを知らなかったのか？　ま、大方梨央やまゆっちも言いづらくて誤魔化してたんだろうけどよ」

「………っ。じゃあ、あんたは……」

　セツナ・ヴァレンタイン。

　コイツの正体は──。

「そうさ、おにーさん」

　そして。

　霧きり谷や雪ゆき哉やを見つめたままで、彼女は吐き捨てるような口調で──告げる。

「アタシの本名は──霧谷雪せつ奈な。そこにいる霧谷雪哉の妹にして、霧谷家六代目当主。そして、《四銃奏カルテツト》の前所有者だ」



×　　　×　　　×



「ま、実際つまんねー話だよ」

　白髪をクシャクシャと撫なでまわしてから、セツナは小さく舌打ちした。

「確かにアタシは霧谷家六代目当主だった。だが、アタシはこの《魔狼フエンリル》の所有者になって、三年前の事件を起こしちまった。だから──今のアタシはセツナ・ヴァレンタインだ。まあ、ヴァレンタインって名字は魔女先祖から拝借したんだがな」

「───っ」

　──ああ、そうか。

　だからセツナは、ウィッチクラフトのことについてあんなにも詳しかったのか。

　廃ビルの屋上では《四銃奏カルテツト》の能力について事細かに解説してたし、灰はい原ばら家の当主であるイツキとも知り合いだった。それに、もしかしたら……《封殺拘束ジヤツジメント》も元々は霧谷家がウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうするのに使ってたのかもしれん。

　そして、セツナは霧谷の先代当主を自分の手で殺したって言った。

　しかし、実際は──。

「何にしろ、霧谷雪奈って人間はもう死んだんだ。その名前はとっくの昔に捨てちまったからな」

「そうやって名前を変えて気持ちを切り替えられた雪奈はいいよ。けど、霧谷の人たちは今でも雪奈のことを深く恨んでるはずだ」

「うるせー。四年も前に病気でくたばりやがったクソアニキには関係ねー話だろ。ま、三年前の事件で、霧谷は他ならぬ自分たちの当主の手によって壊滅寸前まで追い込まれたんだ。アタシを恨むのも無理はねー気がするけどさ」

「………っ」

　じゃあ、何か？　セツナは三年前に……自分の身内を殺したっていうのか？　《魔狼フエンリル》が暴走したとはいえ、コイツは自分の家族のことを──。

「さて、くだらねー昔話は終わりだぜ」

　そう言って、セツナは《魔狼フエンリル》の穂先を霧谷雪哉に向けた。

「なあ、クソアニキ。あんたの目的は霧谷家を勝たせることなんだろ？　だったら──てめえはアタシの敵か？」

「もちろんさ。この機会に裏切り者の雪奈を処分する。そして、ここにいる辻つじ峰みね家の人間を皆殺しにして──霧きり谷や家に勝利をもたらす。それがオレの役目だ」

　ゾクッと、そのやけに落ち着いた声色に鳥肌が立った。

　霧谷雪ゆき哉や。

　理由はわからないが、コイツは霧谷家が勝つことにひどく執着してる。だから自分はもう死んでるっていうのに、アリスの意識を奪ってまで出てきた。そして、俺おれたちや自分の妹であるセツナを殺すって宣言しやがったんだ……！

「……冬とう夜や」

「──ああ、わかってる」

　ラピスの言葉に応こたえるように、俺は再び剣を構える。

　真ま由ゆ香かと梨り央お姉ねえも警戒するように霧谷雪哉のことを見つめ、さらにはアリスの身体を取り戻すためなのか、七なな海みも生き残った《遺灰人形ウイツチドール》を自分の周りに配置させた。

　霧谷雪哉にとって、この状況は四面楚歌。しかもアリスの身体は《封殺拘束ジヤツジメント》の後遺症でしばらく戦えない。それに、ここにはセツナだっている。

　だから、霧谷雪哉が勝つことは不可能で──。

「──知ってるかい？」

　しかし、霧谷雪哉はシニカルに微笑ほほえんだ後、《四銃奏カルテツト》を右手に握りながら口くち唇びるを動かした。

「遺産№８──《四銃奏カルテツト》。コイツには四つの弾丸がある。ファーストショット、セカンドショット、サードショット。そして、ラストショット。霧谷アリスはラストショットを絶対に使わないよう命令されていた。でも──オレは違う」

「………っ!?」

　瞬間、全身の血液が凍りついたかのような怖気が走る。

　何を思ったのか──霧谷雪哉は右手に持った《四銃奏カルテツト》の銃口を自分のこめかみに当てたのだ。

　まるで、拳けん銃じゆう自殺でもするみたいに──。

「そう──すべては、霧谷家の勝利のために」

　そして、

　霧谷雪哉は、

　静かに《四銃奏カルテツト》の引き金に指をかけて──。



「──灼やき尽くせ、ラストショット」



　最後の弾丸を、霧谷アリスの身体へと撃ち込んだ。


















第14章　フリクション・アゲイン



　ラストショット。

　その弾丸がアリスに撃ち込まれた瞬間、彼女の身体は一瞬で炎上した。

《四銃奏カルテツト》の能力──焔えん弾だん。

　その紅あかい炎に全身を包まれながらも、アリスの姿が変へん貌ぼうして──。

「───っ！」

　現れたのは、四枚の巨大な炎の翼。全身を鎧よろいのように覆う業火。そして、炎が造りだした額から伸びる二本の鋭い角。

　──悪魔。

　燃え盛る紅ぐ蓮れんの翼で学園の上空へと飛び上がったアリスは、もはや炎の悪魔としか言いようのない異形の姿へと変わっていた。

「あれが、《四銃奏カルテツト》のラストショットよ……」

　姿を豹ひよう変へんさせたアリスから放たれる熱風に目を細めながら、ラピスが言った。

「ラストショットの効果は──所有者自身を炎の弾丸に変えて、強制的に戦わせること。ああなったら、もう《封殺拘束ジヤツジメント》の後遺症なんかじゃ押さえきれない。文字通り、自分の命が燃え尽きるまで暴れ回る怪物になっちゃうの」

「………っ。じゃあ、アリスは……」

「……ええ。《四銃奏カルテツト》に残った残留思念──霧きり谷や雪ゆき哉やってヤツに意識を奪われたまま、死ぬまで戦い続けることになるわ」

　まるで篝かがり火びのように夜の学園を照らすアリス──いや、ラストショットを見ながらラピスは断言した。

　その直後、急降下するラストショット。四枚の翼を羽ばたかせて一気に加速した炎の悪魔は、俺おれたちに向かってその右腕を叩たたきつけて、

「───っ！」

　反射的に俺はラピスを抱きかかえて横に跳躍。

　わずかコンマ数秒後、今さっきまで俺が立っていた屋上を炎の腕が直撃。まるでクレーターのような大穴を穿うがっていた……！

「なっ……」

　……信じられねえ。たった一撃で屋上の一部を焼失させやがった。直径二メートルほどのクレーターからは黒煙と火の粉が上がり、その破壊力を物語っている。

　ラストショットの全身を覆っている業火。あんなのに触れられでもしたら、一瞬で身体が消し炭にされる。だったら、距離を取って戦えば──。

「避けろ、おにーさん！」

　だが、そこで響いたのは《四銃奏カルテツト》の前所有者であるセツナの警告だった。

「!?」

　直後、響き渡る数発の銃声。驚くことに、再び上昇したラストショットがこちらに右手の人差し指を向けた瞬間、その指先から炎の弾丸が飛び出したのだ。

　あれは……ファーストショットか!?

「兄さん！」

　ラピスを抱えている俺を守るように、真ま由ゆ香かが刀で迫りくるファーストショットを弾はじく。

　しかし、それを見越したようにラストショットは右手の掌てのひらをこちらに向け、

「………っ！　逃げろ真由香！」

　咄とつ嗟さに叫ぶが、遅かった。

　ラストショットの掌から放たれたのは、鬼おに火びにも似た炎の球体。

　セカンドショット。

　手しゆ榴りゆう弾だんほどの破壊力を持った第二の弾丸は、一直線に俺たちへと疾走して──。

「───っ!?」

　俺たちに命中するまで残り数メートルというところで、爆はぜた。その爆風が吹き荒れる中、俺はたった今自分たちを守ってくれたものの正体を知る。

《遺灰人形ウイツチドール》。

　その一体が、まるで俺おれたちを守るように、迫りくるセカンドショットに空中で体当たりしたのだ……！

「……《紅柩ピジヨンブラツド》！」

　そして、ラピスの視線の先にいるのは霧きり谷や七なな海み。六体になってしまった《革命軍レジスタンス》に囲まれながらも、彼女は上空のラストショットを見つめていた。

「勘違いしないで、お姉様。私はいきなり乱入してきた人間にこの革命の幕を引かれるのが嫌だっただけ。それに……私は、アリスを取り戻さなくちゃいけないの」

「えっ……それはつまり、わたしたちと共闘するってこと？」

「ええ。そういうことになるわね。正直、この事態は私も計算外よ。だから──今は、アリスを助けることに専念するわ」

「──はんっ。まさか土壇場で全面戦争してた三大勢力が手を組むことになるとはな。面白くなってきたじゃねーか」

　七海の言葉に応こたえたのは、セツナ。漆黒の槍やりを構えた白髪の少女は、真まっ直すぐにラストショットを……自分の兄である霧谷雪ゆき哉やの姿を見つめていた。

「アタシもてめえらに協力してやるよ。あのクソアニキに好き勝手やられてるのは気にくわねー。それに、おにーさんが《革命軍レジスタンス》をあらかた倒しちまったんで不完全燃焼だったとこだ」

「セツナ……」

「だが、第二獣化形態を使えないアタシやたったの六体になっちまった《革命軍レジスタンス》にできるのは、せいぜい時間稼ぎくらいだぜ？　ラストショットを止める方法をアタシはたった一つしか知らねー。なあ、そうだろう梨り央お？」

「……うん。そうだね、セツナ」

　そこで頷うなずいたのは梨央姉。

　辻つじ峰みね家の当主は、真剣な視線を自分の妹に向けている。

「──真ま由ゆ香か。ラストショットを止めるには、真由香が《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力を引き出すしかない」

「………っ！　姉さん、それはつまり……」

「うん。元々、《四銃奏カルテツト》と《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》は対をなすウィッチクラフト。《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力を完かん璧ぺきに引き出せば、ラストショットを止められるはずなの。だから──真由香」

　妹を落ち着かせるように、梨央姉は静かな口調で名前を呼んでから、



「今から、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》と対話して」



「………っ！　で、でも、私は……」

　怯おびえた様子で押し黙る真ま由ゆ香か。

《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》との対話。

　それはウィッチクラフトの暴走を極端に恐れている真由香にとっては、怖くて仕方がない行為だろう。三年前の事件のときに、真由香は《魔狼フエンリル》の暴走が原因で梨り央お姉ねえを……自分の家族を一度失ったんだ。

　けど、それでも──。

「──ラピス」

　蒼あおい刻印を持った少女を屋上に下ろしながら、俺おれは言葉を紡いでいた。

「一つ質問なんだけど……ウィッチクラフトと一度に対話できる人数は、おまえも合わせて二人が限界なのか？」

「えっ……ううん。最大で三人まで可能よ。対話するウィッチクラフトの所有者じゃなくても、わたしの手に触れられれば……って、まさか冬とう夜や……」

「おう。たぶんおまえの考えてる通りだ」

　そう言ってから、俺は今にも泣きそうになっている真由香に目を向ける。

　そう──俺は、コイツと一緒に戦うって決めたんだ。

「──真由香。俺も一緒に、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》と対話する」

「えっ……に、兄さん……」

「おまえがウィッチクラフトと対話をするのが怖いってことはわかってる。だから──俺がおまえの傍にいる。おまえがウィッチクラフトの力を暴走させそうになったら、俺が止めてみせる。だから──《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》と対話してくれ」

「………っ！」

　ぎゅっと左手で袴はかまを握りしめた後で、真由香は少しだけ黙った。

　そして──。

「──わかりました」

　彼女は、しっかりと頷うなずいてくれた。

「──さあ、これでプランが決まったね。冬夜くんと真由香とラピス。三人は《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》と対話をする。その間に、セツナと七なな海みちゃんはラストショットから冬夜くんたちを守って」

「ハハハッ！　上等だ！　《紅柩ピジヨンブラツド》も文句ねーだろーな!?」

「……もちろんよ。確かに……私は自由が欲しいわ。でも──やっぱり私は自分の家族を失いたくない。だって、死んだはずのアリスが帰ってきてくれたとき……私はすごく嬉うれしかった。だから、お願い……私がこんなことを言うのは間違ってると思うけど……」



　……アリスを助けて、お姉様。



「──任せなさい、《紅柩ピジヨンブラツド》」

　妹の言葉に、姉は静かに頷うなずいた。そして、上空に舞い上がったラストショットが再び急降下する中、ラピスは俺おれと真ま由ゆ香かに自分の両手を差し出す。

「真由香。わたしの左手に《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を載せて。その後でわたしの右手に、冬とう夜やと一緒に片手を重ねるの」

「──わかりました、ラピス」

　緊張した様子でラピスの言う通りにする真由香。

　その後ラピスと真由香の重ねられた手の上に、俺の手がゆっくりと触れた。

「──行くわよ？」

　そして、俺にとって二度目の対話が始まる。

　夜空の下の千せん羽ば学がく園えん。ラストショットの翼が巻き起こす熱風の中──俺と真由香の意識は、ゆっくりと白い光の中へと落ちていった。



×　　　×　　　×



　白い光。

　その眩まぶしさに目を開けると、そこは純白の世界だった。

　深層対話室。

　三月のときと同じように、何も身に纏まとっていない俺は白一色の空間に立っている。

　そう、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》と対話をするために──。



『きゃっほー！　初めましてまゆっちーっ！』



　が。

　突然響いたハイテンションな叫びに、俺の緊張感はコナゴナにブチ壊された。

　声のした背後を振り向くと、そこにいたのは俺と同じように何も身に纏っていないラピスと真由香。

　そして、純白の和服を着た若い女性。モデルのように背の高くほっそりとした体たい躯くと、雪女みたいに白い肌と銀色の髪。彼女は豪快なダイビングハグを真由香に敢行しながら、その顔に思いっきり頬ほおずりしていた。

「………」

　えーっと。

　もしかして、あいつが《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》なのか？

「に、兄さん！　黙ってないで助けてくださいっ！」

　抱き着かれながらも必死に引き離そうとしている真ま由ゆ香か。いや、そんなこと言われてもな。《剣舞士の首飾りソードダンサー》のときの対話とかなり違う。こんなバラエティー番組みたいなハイテンションなオープニングじゃなかったはずだぞ。

「ちょっと、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》。あんたいい加減にしなさいよね」

『あれ？　《蒼柩ラピスラズリ》？　あなた、もしかしてまた縮んだ？』

「ち、縮んでないわよ!?　まったく、あんたの芸風はホント疲れるわ……」

『でも、ちっちゃい《蒼柩ラピスラズリ》も可愛かわいいと思うわよ？』

「だからちっちゃいって言うなっ！」

「……おい、頼むから話を進めようぜ？　早くしないとセツナや七なな海みが──」

『うるせえんだよゴラぁっ！　男は黙ってろ！　今は可愛い女の子としか話したくねえんだ！　死ねっ！』

「………」

　えっと、何この電波さん？

　温度差激しすぎてマジ怖いんですけど。

「冬とう夜や、気にしちゃダメ。コイツ、昔からこうだったもん。女の子には優しいんだけど、男にはとことん冷たいヤツなのよ」

「そ、そうなのか？」

「もちろん。だから女性しか《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の所有者になれないの」

「マジで言ってんのかそれ!?」

『当たり前だろうがこのクズ男。まあ、女の子を助けるためなら男の所有者も認めてやるかもしれねえけどな。ところで……ねーねーまゆっち！　お姉さんに何か用かにゃん♪』

「………」

　ああ……俺おれのウィッチクラフトがコイツじゃなくてマジよかった。いや、さっきは《剣舞士の首飾りソードダンサー》に意識を乗っ取られかけたが、このハイテンション二重人格ねーちゃんよりはかなりマシな気がする。

「──《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》」

　なんとか《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を自分の身体から引きはがしてから、真由香は切り出した。

「お願いします。あなたの力を貸してください。私の家族を助けるためには、あなたの能力が必要なんです」

「真由香……」

　従妹いとこの言葉はどこまでも真剣だった。

　けど、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》は真由香のことを気に入ってるみたいだし、案外簡単に力を貸してくれるんじゃ……。

『──ダメね』

　しかし。

《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の答えは明確な拒絶だった。

「………っ。どうしてですか？」

『だって、あなたはウィッチクラフトの暴走を恐れるあまり、無意識に能力をセーブしちゃうでしょ？　お姉さんが力を貸そうとしても、あなたは心のどこかで拒絶しちゃうと思うわ。それに、あなたは梨央ちゃんとは違うもの』

「そ、それは……」

　言葉を失くしてしまう真ま由ゆ香か。

　確かに、真由香は梨り央お姉ねえとは違う。梨央姉ほど剣の才能があるわけじゃねえし、ウィッチクラフトの能力を引き出せるわけじゃねえ。

　でも……。

「……そうですね」

　静かに頷うなずいてから、真由香はぎゅっと俺おれの手を握ってきた。

　応こたえるように、俺は従妹いとこの小さな手を……日々の鍛練で傷だらけになってしまった掌てのひらを握り返す。そう、ほんの少しでもコイツが勇気を持てるように──。

「私は姉さんとは違います。けど……それでも私は戦いたい。今までの私はずっとあなたの能力ちからを引き出す勇気を持てませんでした。でも──ここにいる兄さんのおかげで、三年前の事件を乗り越える覚悟ができたんです。だから──」



　私に力を貸してください、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》。



「………」

　沈黙。

　純白の空間をしばらく沈黙が支配した後、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》は、「……ふぅっ」と観念したように息を吐いてから、

『…………わかったわ』

　さきほどの言葉を否定するように、頷いてくれた。

『自分が梨央さんと違うってことをちゃんと理解して、その上で戦いたいのなら──お姉さんは自分の所有者の言葉に従いましょう』

「……えっ。じゃあ……」

『そうね、《蒼柩ラピスラズリ》。お姉さんはまゆっちに力を貸すわ。ただし──これだけは覚えておいて。あなたが梨央ちゃんに抱いてるコンプレックスはかなり根が深い。だから梨央ちゃんを超えたいからっていって、くれぐれもお姉さんを暴走させないでね？』

「──はい、わかりました。ありがとうございます、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》」

『では、これで今回の対話は終わり。それでは最後にお姉さんからの一言アドバイスのコーナー。いい加減、まゆっちは自分の気持ちに素直になった方が──』

「どどどどどういう意味ですかそれは!?」

『まぁまぁ。お姉さんはまゆっちを応援しているってこと。──さて、そろそろ本当にお別れね』

　そう言って。

《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》は恭しく真ま由ゆ香かの手を取ると、ゆっくりとその甲に自分の口くち唇びるを重ねてから、



『遺産№９──《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》が約束しましょう。辻つじ峰みね真由香のウィッチクラフトとして、勝利のために死力を尽くすことを』



「───」

　かくして、俺おれたちの意識は再び学園せんじようへと帰還する。

　そう、この革命たたかいに決着をつけるために──。



×　　　×　　　×



　目を開けた瞬間、飛び込んできたのは灼しやく熱ねつの戦場だった。

　もはや屋上のあちこちから黒煙と火の手が上がっている。そこにいるのは、服をところどころ燃やされながらも槍やりを構えたまま肩で息をしているセツナ。

　攻撃を喰くらってしまったのか、屋上に倒れている六体の《遺灰人形ウイツチドール》。

　そして、俺たちの隣にいる七なな海みと梨り央お姉ねえ。

　最後に──。

「───っ！」

　ラストショット。

　夜空を舞う紅ぐ蓮れんの悪魔は、再び俺たちに向かってセカンドショットを放つ。

「……くそっ！」

　──ダメだ。もうすでに《革命軍レジスタンス》は全滅しちまってる。迫りくる火球から逃げるために、俺はラピスを抱えたまま横に跳ぼうとしたが、

「──《氷壁デイスコネクト》」

　瞬間、響いたのは歌い上げるような綺き麗れいな声。

　同時に俺たちの目の前に現れたのは高さ五メートルほどの巨大な氷の壁だった。

　瞬間、セカンドショットが屋上から生えるようにそびえ立った氷壁を直撃。しかし、硝子のように透き通る氷の壁はセカンドショットの業火を物の見事に防ぎ切っていた。

「下がっていてください、兄さん」

「真ま由ゆ香か……」

　そう、その壁を造ったのは辻つじ峰みね真由香。

《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の所有者は、静かにラストショットを見つめている。

「真由香、この壁は……」

「はい。《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力で、十一層からなる氷の壁を瞬間形成しました。……不思議ですね。《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》が私の意識に直接造り方を教えてくれたんです。今までは、何もわからなかったのに」

「………っ。じゃあ、これが《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力なのか？」

「いえ、これは能力のほんの一部分にすぎません。《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力は、氷結。すなわち大気中の水分をかき集め、氷を生み出すこと。これまで私はその能力を刀身を変化させることにしか使えませんでした。でも──」



　今は、違います。



　はっきりと、真由香はそう断言した。

「今の私なら……《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》で様々な氷を生み出して、操ることができる。だから、兄さん」

　艶あでやかな黒髪を揺らしてから。

　真由香は氷刀の切っ先をラストショットへと向けて、

「アリスさんは、私が助けます」

「………っ！」

　それは、明確なる宣戦布告。

　自分の手でラストショットを止めるということ──。

「──面白い」

　そして、宣戦布告に応こたえたのはラストショット。

　霧きり谷や家五代目当主──霧谷雪ゆき哉やは、炎に包まれた輪郭ではっきりと嗤わらってみせた。

「遺産№８《四銃奏カルテツト》と遺産№９《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》。この二つは遠い昔に魔女が霧谷と辻峰に授けたもの。そして歴代の当主はこの二つのウィッチクラフトを使って争ってきた。でも──オレは、その役目を全うすることができなかった。それだけが……心残りだったんだ」

「……クソアニキ。あんたは……」

「ああ、そうだよ雪せつ奈な。昔から身体が弱かったオレは、当主になってからも全力で戦うことができなかった。だから──ずっと不完全燃焼だったんだ。でも、今夜のオレは違う。全力で辻つじ峰みねの人間と……《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》と戦える！」

　その言葉と同時に、霧きり谷や雪ゆき哉やは夜空の上で大きく炎の翼を広げた。

　その姿は廃ビルで見たサードショットに酷似している。

　けど、今のあいつはあれよりもさらに巨大だ。全長二十メートルを優に超える両翼を広げながら、ラストショットは上空で急加速。

　真ま由ゆ香かが作った氷壁へと、一気に滑空する──！

「真由香。雪哉さんは、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》と正面から戦う気だよ」

「──わかってます、姉さん。それなら、私も正面からラストショットを受け止めます」

「……真由香さん。私があなたに頼みごとをするのはおかしいかもしれないけど……」

「心配ありません。七なな海みさんがアリスさんを助けたいってことはわかっています。それに……七海さんは、私たちを守るために《革命軍レジスタンス》を失ってしまった。だったら──ここでアリスさんを取り戻せば、この革命たたかいに決着が付くはずですっ！」

　叫んだ後、真由香は《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を構えた。

　その瞳ひとみの先にあるのは──ラストショット。

　夜空を切り裂く魔弾は、炎を撒まき散ちらしながら俺おれたちを守る氷壁へと突貫して──。

「───っ!?」

　激突の衝撃に、屋上の空気が沸騰する。

　眼前で衝突する氷と炎。迫り来るラストショットの炎のせいなのか、大気は凄すさまじい熱を持ち、もはや呼吸すらも止まりそうな状況。そんな極限状態の中で、

「ああああああああああああっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合と共に、真由香は必死に耐えていた。《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》で造りだした氷壁でラストショットを受け止め──いや、それどころか氷壁から何本もの氷の鎖を造りだし、ラストショットを拘束。燃え盛るその炎すら消し止めようとしている。

「くっ……!?」

　しかし、そこで真由香の顔に浮かんだのは苦く悶もんの表情。

　直後、響いたのはピキピキと目の前の氷壁にヒビが入る音色。さすがは攻撃にのみ特化したウィッチクラフト。真由香が必死に氷壁を維持しようとしているのにもかかわらず、文字通り焔ほのおの弾丸と化したラストショットは、確実に俺たちを撃ち抜こうとしていた。

「───っ！」

　──このままじゃ勝てない。

　そう悟った俺おれは、迷わず行動を起こしていた。

「………っ！　兄さん!?」

「心配すんな、真由香。おまえの部屋で言ったろ？　──一緒に戦おうってさ」

　言葉と共に、まるでラストショットを受け止めるように《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を構えていた真ま由ゆ香かの華きや奢しやな両腕を、俺は背後から手を回して握りしめる。

　そう……俺は《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の所有者じゃない。だから、コイツを使うことなんかできやしねえ。

　けど、それでも……！

「おぉおおおおおおおおおおおおっ！」



　真由香の腕を支えることぐらいは、できるはずなんだ！



「───っ!?」

　突然、屋上がまるで真昼のように明るく照らされる。

　ラストショット。

《四銃奏カルテツト》が放った最後の弾丸が、ひときわ大きく燃え上がったのだ。

　──しかし。

「兄さん……」

　息を切らした真ま由ゆ香かが、ゆっくりと氷でできた刀身を霧散させ、消失させる。

　そう、最後の輝きとともにラストショットの炎は消えた。そこに現れたのは……着ていた服をすべて燃やされながらも、傷一つない霧きり谷やアリスの姿。

















「アリス！」

　瞬間、ラストショットを受け止めていた氷壁が崩れ落ち、七なな海みが眠っているように動かないアリスの元へと走り寄る。

　そして、彼女は瞳ひとみから大粒の涙を零こぼしながらアリスの華きや奢しやな身体を抱きしめた。その顔に浮かんでいるのは、喜びの感情。どうやら、アリスは助かったらしい。

「──冬とう夜や」

　後ろにいたラピスが、ホッとした様子で俺おれに話しかけてきた。

　──そう。

　革命たたかいは終わった。

　霧谷七海。

　一人の少女ウイツチクラフトの願いが引き金となって始まった革命は、彼女の涙をもって、ここに終結した。










エピローグ



　七月七日。

　この日は土曜日であり、すなわち俺たち高校生にとっては休日。普段は屋敷でゆっくり休んだり、剣の鍛錬をしたりしているんだが……。

「まったく。どうして休日に学園に来なくちゃいけないのよ」

　千せん羽ば学がく園えん第二校舎の屋上。

　つい四日前に戦いが繰り広げられた第一校舎の屋上は灰はい原ばら家が手配した工事業者によって絶賛修理中なので、今日はここが話し合いの場所に選ばれた。

「ラピス。そう文句を言うなって。七海が話し合いの場所にここを指定したんだから仕方ないだろ？」

　そう──ラストショットとの戦いの後。

　七海は、俺たちに負けを認めた。《革命軍レジスタンス》は全滅。《四銃奏カルテツト》とアリスは残っていたが、あの場では戦いようがなかったんだろう。

　そして、セツナも去っていった。

　なんでも『今回はまゆっちに借りができた』のだそうだ。たぶん、真ま由ゆ香かが自分の家族を止めてくれたことに感謝したんだと思う。あの後目を覚ましたアリス曰いわく、霧きり谷や雪ゆき哉やの残留思念は《四銃奏カルテツト》から消えてしまったとか。結局、俺おれは霧谷雪哉のことを深く知ることはできなかったが……今度、梨り央お姉ねえにでも昔の話を聞いてみよう。

「でも、梨央姉。ウィッチクラフトの残留思念が消えちまったらどうなるんだ？　やっぱり使えなくなっちまうのか？」

「ううん。《四銃奏カルテツト》には元から備わっていた意志もあったはずだから、そっちにチェンジするんじゃないかな。雪哉さんの心残りは、辻つじ峰みねの人間と全力で戦うことだった。だから真ま由ゆ香かと戦えたことで満足して消えちゃったみたいだし」

「……まあ、《四銃奏カルテツト》の意志が《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》みたいにちょっぴり変わった人じゃないといいのですが」

「ああ、そっか。真由香は《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》と対話できたんだよね。ところで、深層対話室ではやっぱり真由香も裸になっちゃったの？」

「っ！　そ、それは……っ」

　うっと口くち唇びるを噛かみしめた後で、チラッとこちらに目を向けてくる真由香。

　いや、そこで俺を見られてもな。けど……実際にあのときの光景はどうしようもなく俺の瞼まぶたに残ってしまっている。

　ラピスと真由香。

　何も身に纏まとっていない、二人のあられもない姿が──。

「あら、遅れちゃったかしら」

　そこで屋上のドアの方から聞こえたのは凜りんとした声。

　霧谷七なな海み。

　七月の空の下、千せん羽ば学がく園えんの女子制服を着た彼女は優美に佇たたずんでいた。

「遅いわよ。それにあんた屋上の戦いの次の日から、ずっと学園をサボってたでしょ？」

「ふふっ、ごめんなさいお姉様。色々とやることがあったから」

「やること？」

「まあね。それはこれから説明するわ」

　そう言って。

　七海は、俺たちの方を真まっ直すぐに見つめてから。



「この度、霧谷と辻峰は同盟を結ぶことになりました」



「えっ……」

　突然の宣告に絶句する俺。

　それは、つまり……。

「……七なな海みさん。要するに、辻つじ峰みねと霧きり谷やはこれから共闘していくってことですか？」

「ええ。先日の戦いで、私たち霧谷家は敗れた。《革命軍レジスタンス》は全滅。残った戦力はアリスと《四銃奏カルテツト》だけ。これだけじゃ戦闘用の《Ⅸノウエム》を二つ持つ辻峰家には勝つことができないでしょう？」

「だからって……こんなにあっさり同盟を結んじゃっていいの？　辻峰と霧谷は五十年も争ってきたんでしょ？　だったら、霧谷の人間はそう簡単に納得しないんじゃ……」

「うふふっ。それなら心配ないわよ。だって、この前梨り央おさんと一緒に霧谷の人たちを説得してきたから」

「えっ……梨央姉もか？」

「うん♪　ボク、結構頑張ったんだよ？」

「へえー。ちなみに、どうやって説得したんだ？」

「えっと、『今回の戦争で辻峰と霧谷の戦力差は大きく開いたから、当主のボクが命令すれば今すぐにでも霧谷を潰つぶせる』ってことを簡潔に伝えたの」

「それってどう考えても脅迫だよなっ!?」

　どこが説得だよ。

　拳けん銃じゆうを突き付けて金を出せって言ってるのと大して変わらないじゃねえか。

「でも、それで同盟が結べるんならいいでしょ？　七海ちゃんも納得してくれたしさ」

「ええ。私たちは戦いに敗れた。だから──私は自分の願いをあきらめるわ」

「七海……」

　ウィッチクラフトである彼女はこの音おと原はら市から外に出ることができない。だから、七海は自由を欲していた。この街から出て、自分の目で七つの海せかいを見ることを──。

「けど……今回の一件は、私にとって悲しいことばかりじゃなかったわ」

「……えっ？」

　予想外のセリフに思わず聞き返す。

　すると、彼女はにこやかに微笑ほほえんだ後で、

「この前の戦いで、色々なことに気付けた。確かに自由も欲しいけど……私はそれ以上に大事なことに気が付けたから」

「大事なこと？」

「そうよ、お兄様。確かに私はこの街を出て世界を見に行きたかった。でも、それは一人じゃ意味がないって思ったの。きっと、私は誰だれか自分の大切な人……それこそ、家族と一緒に世界を見に行きたかったのよ。だって、そっちの方が絶対に楽しそうでしょう？」

「………」

「だから、今回はアリスが助かっただけでも私はすごく嬉うれしかったわ。それに、この街は世界に比べたらすごく狭いけど……お兄様や辻峰家の人たち、それに……お姉様もいる。だったら、退屈だけはしないで済みそうだしね」

　悪戯いたずらっぽく言ってから、七なな海みは笑ってみせた。

　……ああ、そうか。

　ひょっとしたら、七海は答えを出せたのかもしれない。

　自由と家族。

　その二つのどちらを選ぶのか。

　そして、七海が選んだのは──。

「というわけで、みなさんに発表があるの」

「え？」

　不思議そうにする辻つじ峰みね家のメンツを尻しり目めに、七海は自分が入ってきたドアに目を向ける。すると、そこから入ってきたのは……。

「な、七海様……」

　灰色の髪を持った少女──霧きり谷やアリス。ただし、彼女が着ているのはトレードマークのメイド服じゃなくて、千羽学園の女子制服だった。

「………」

　えーっと、まさかこの展開は……。

「というわけで、アリスもこの学園に転入することになりました」

















「やっぱりかよ!?」

「当然じゃない。ここ数日、私がしてたのは霧谷の人たちの説得とアリスの転入の準備。ちなみに、この子は私たちと同じクラス。折れた腕も私の能力でちゃんと治してあげたし、この子には私の身の回りの世話をしてもらわないとね」

「……ホントに大丈夫なの？　そいつって《遺灰人形ウイツチドール》なんだし、この時代の文化に対する知識が足りないんじゃ……」

「あら、それはお姉様も一緒じゃない？」

「どういう意味よそれはっ!?」

　むっと七海を睨にらみ付けるラピス。まあ……勉強に関しては七海がサポートするんだろう。メイドのアリスがこうやって制服を着てくれただけでもマシかもしれないが……。

「な、なんだこの犬っころっ。そんなにジロジロとアリスを見るなっ」

「あ、悪い。でも、似合ってるぞ」

「うっ……だ、だからジロジロ見るなと……」

「でも、アリスはこの前の戦いのときにお兄様に裸を見られちゃったわよね？」

「っ！　な、七海様！」

　顔を真っ赤にしながら叫ぶアリス。ああ、そういやあのときのアリスはラストショットの炎のせいでメイド服が焼失してたっけ。だから自然と俺おれたちはあいつの裸を──。

「うわー、さすがは冬とう夜やくん。見事な全裸マスターっぷりだね」

「……オイ、梨り央お姉ねえ。そのあだ名で俺おれを呼ぶのはやめ──」

「そう言えば……廃ビルでの戦いのとき、セツナの服もセカンドショットで燃えちゃってたわよね？　だから、冬夜はこの数日の間で二人の女の子の裸を見たことに……」

「頼むからラピスも黙っててくれませんっ!?」

　どうやら俺の今年の運勢は間違いなく女難の相そうっぽい。いや、傍はたから見たらとんでもないラッキー野郎かもしれないけどさ。

「あら、みんなお兄様に裸を見せてるの？　仕方ないわね。じゃあ、私も……」

「ダ、ダメですよ七なな海み様！　こんな犬っころなんかに見せるのは却下ですっ！」

「そうですよ、七海さん。学園でそんなはしたないマネをするのは許しません」

「でも、真ま由ゆ香かさんも深層対話室でお兄様に裸を見られたのよね？」

「あっ、ああああれはアリスさんを助けるために仕方なくです！　第一、あなたはこんな話をするために私たちをここに呼び出したんですかっ!?」

　ピコピコと頭のリボンを揺らしながら抗議する真由香。

　すると、七海は「ふふっ」と微笑ほほえんだ後──。

「じゃあ、本題に入りましょうか」

　制服のポケットから一冊の古びた手て帖ちようを取り出した。

「………っ！　《紅柩ピジヨンブラツド》、それって……」

「そうよ。これは手て帖ちようのウィッチクラフト。遺産№77──《魔女の手記ウイツチノート》。その能力は、読者指定。簡単に言うと、この手帖の文字を見られるのは魔女が指定した人間だけなの。それは──魔女本人と私とお姉様の三人」

「まあ、わたしは一度もリリィにその手帖の中身を読ませてもらえなかったけどね。でも、あんたがそれを持ってるってことは……」

「ええ。《魔女の手記ウイツチノート》は霧きり谷や家に預けられていたもの。つまり……魔女は私にこれを託したんじゃないかしら。お姉様は魔女と十六年も過ごしていたけど、私は一度しか彼女と会えなかった。だから、魔女は自分の形見を私に遺のこしてくれた」

「……あっ。ちょっと待って。あんたが《遺灰人形ウイツチドール》の生み出し方や《魔狼フエンリル》が純銀製の武器に弱いって知ってたのは……」

「もちろん、この《魔女の手記ウイツチノート》に書いてあったからよ。それに、これには『遺灰を使って《遺灰人形ウイツチドール》を生み出しても構わない』って書いてあったわ。……もしかしたら、魔女は私に家族を作ってあげたかったのかもね」

「七なな海み様……」

　七海の隣にいるアリスが、その手を優しく掴つかんでいた。

　だとしたら……アリスはたった一体の成功作なのか？

《遺灰人形ウイツチドール》。七海の家族を作るために、魔女は《魔女の手記ウイツチノート》を彼女に遺した。アリス以外の《遺灰人形ウイツチドール》は一体がセツナに略奪され、残りは七海とラピスの中にすべて封印することができたんだ。

　そして、自我と感情を持ったアリスだけが残った……。

「さて、重要なのはここからよ」

　話の流れを変えるように七海は言った。

「この《魔女の手記ウイツチノート》の最後の記述……つまり、魔女が亡くなる前に遺した最後の部分には、気になることが書かれていたの」

「……気になること？」

「そう。最後の記述の文面はこうよ。『魔女が死んだ後、誰かがこの街にウィッチクラフトをバラ撒くことになるだろう』って」

「なっ……」

　……ちょっと待ってくれ。今まで俺おれたちは、魔女が死んだせいで彼女の持ち物だったウィッチクラフトがこの街のあちこちに散らばったんだと思ってた。

　けど、実際は違ったっていうのか？

「──七海ちゃん。その『誰か』についての記述はあった？」

「いいえ。魔女には未来を予知する力があったはずだけど、ウィッチクラフトをバラ撒まく『誰だれか』のことまではわからなかったのかもね。その代わり──私とお姉様がその『誰か』と出会うことになるかもしれないって書いてあったわ」

「まっ……待ってください！　魔女が死んだのは五十年も前の話なんですよ？　それなのに、ラピスと七なな海みさんが出会うかもしれないってことは……」

「ええ。つまりその『誰か』は高齢な人間か……私たちと同じウィッチクラフトってことじゃないかしら？」

「………っ！」

　七海の言葉に全員が言葉を失くした。

　確かに、ウィッチクラフトがバラ撒まいたんだとしたら説明が付く。でも、一体誰がそんなことをしたっていうんだ？

「──厄介ね。ウィッチクラフトをバラ撒くなんて、絶対にロクなヤツじゃないもん」

「私もお姉様と同意見。この『誰か』さんはよっぽど争いが好きみたい。だからウィッチクラフトをバラ撒いて、この音おと原はら市に戦いの火種を仕掛けた。そして、私やお姉様も含めて《Ⅸノウエム》が七つも目覚めてしまったことで、この街の戦いはさらに加速するわ」

「加速するって……どうしてだ？」

「簡単な話よ、冬とう夜や。九十九すべてのウィッチクラフトの中でも特に多くの魔力を分け与えられた九つの遺産──《Ⅸノウエム》。私たちの持つ強い魔力に惹ひかれて、この街に眠ってたウィッチクラフトたちが目覚め出すかもしれないの」

「……そうか。そういや、七海はラピスが目覚めたのに呼応して目覚めたんだよな？　あれは二人が姉妹だからって思ったんだけど……実際は、《Ⅸノウエム》の頂点であるラピスの魔力に惹かれて目が覚めたってわけか」

「では、七海さんと同じことが他のウィッチクラフトにも起こるかもしれませんね。そうなったら……きっとウィッチクラフトが起こす事件が今までよりも頻発します」

「……うん。しかも、ボクたちの敵はそれだけじゃない。昨日は何もせずに帰ってくれたけど、セツナだってボクたちの敵だからね。しばらくは怪け我がを治すために大人しくしてるだろうけど……それが終われば、ボクたちはまたセツナと戦わなくちゃいけないもん」

　うーんと唸うなる一同。

　どうやら、七海との戦いが終わっても俺おれたちに平穏はないっぽい。

　五十年前にウィッチクラフトをバラ撒いた『誰か』。

　続々と目覚めることになるであろうウィッチクラフトたち。

　そして、セツナ・ヴァレンタイン。

　そんなヤツらがいる中で、俺たちは蒐しゆう集しゆうを続けていかなくちゃいけないんだ。

「というわけで、霧きり谷や家の当主である私から提案があるの」

　と。

　どうしてか、やけに楽しそうに七なな海みは口くち唇びるを動かしてから、



「私とアリスも、辻つじ峰みね本家でお兄様たちと同居しようかなって思って」



「………」

　突如屋上に撃ち込まれたラストショットも真っ青の一撃に凍り付く俺おれ。

　……いやいやいや。

　今とんでもないことを言わなかったか、この腹黒キツネ。

「い、いいいいきなり何を言ってるのよ《紅柩ピジヨンブラツド》！」

「そ、そうです！　どうして七海さんが本家に住むんですか！」

　あまりのショックにフリーズしてる俺の代わりに抗議するラピス＆真ま由ゆ香か。

　しかし、七海は冷静な態度を崩さないままで、

「あら、名案だと思うけど？　同盟を結ぶことになった以上、私とアリスは今後辻峰家と一緒に蒐しゆう集しゆうをしていくことになる。でも、いくら戦闘用の《Ⅸノウエム》を三つ持っていても、今のままじゃ不安だわ。だって、私たちはチームワークがゼロだもの」

「うっ……でも、わたしたちがすぐに仲良くなるのは無理でしょ？」

「ラピスの言う通りです。それに、七海さんやアリスさんがいなくても私と兄さんがいれば《魔狼フエンリル》だって蒐集できます」

「な、なんだと？　あんまり調子に乗るなよ、《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の所有者。アリスだって、おまえらの助けなんかいらないぞ」

「アリス。あなたは真由香さんのおかげで助かったんだから、ちゃんとお礼を言って」

「なっ……七海様……」

　主あるじの言葉に「うっ」と唸うなった後で、制服姿のアリスは「あ、ありがとうございました……」と不器用ながらもちゃんとお礼を言った。

　まあ、コイツも辻峰家の人間に警戒心を抱いてるだけで悪いヤツじゃないと思う。

　だけど、俺たちと同居したいってことは……。

「要するに、一緒に住むことでこれから戦っていく上でのチームワークを鍛えたいってことか？」

「正解よ。まあ、いきなり私たちが同居するとバタバタすると思うから、しばらくは週に何度かお泊りすることにして、徐々に辻峰本家に馴な染じんでいくことにするわ。ちなみに、そっちの当主である梨り央おさんのオッケーはもう貰ってるから」

「ちょっ……梨央っ!?」

「あはは。ごめんねラピス。これは辻峰と霧きり谷やが同盟を結ぶにあたって、七海ちゃんが要求した条件なの。でも、ボクたちはこれから一緒に蒐集をするんだから、チームワークを鍛えなくちゃダメでしょ？　だったら一つ屋根の下で暮らすのは名案だと思うんだ」

「そ、それはそうかもしれないけど……」

　うっと不満そうにするラピス。

　まあ、確かに一緒に住むのはちょっと難しいかもな。ついこの前まではお互い戦ってたわけだしさ。

「………」

　けど、結局のところ、七なな海みはラピスを殺せなかった。そして、こうやって共闘することを選んだんだ。

　ていうことは、七海はラピスと姉妹として仲良くしたいってことなんじゃ……。

「ふ、ふん。わかったよ。すべてのウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうするために、あんたたちが一緒に住むことを許可してあげる。《魔女の手記ウイツチノート》を持ってるってことは……リリィもあんたのことを認めてたわけだしね」

「え？　お姉様、それはホント？」

「もちろんよ。ただし、一つだけ条件があるわ」

「……条件？」

　不思議そうにする七海。

　そんな妹を、ラピスはビシッと指さしてから。

「今日からわたしは……あんたのことを七海って呼ぶからっ」

「……はい？」

　あまりにも唐突な宣告に硬直する七海。……すげえ。まさかラピスが七海を黙らせるとは。けど、なんでラピスまで七海って呼ぶんだろう？

「えっと……お姉様。まずは理由を教えてもらってもいい？」

「だ、だって、《紅柩ピジヨンブラツド》って名前は長くて呼びづらいんだもん。あんただって、ずっと七海って呼べって言ってたでしょ？　それに……わたしたちはリリィが生み出した姉妹なんだから……ちょっとくらいは仲良くしないといけないし……」

「………。ねえ、お姉様。一つだけいいかしら？」

「な、何よ、七海？」

「いえ、大したことじゃないの。ただ、お姉様ってものすごくわかりやすいツンデレなんだなぁって思って」

「誰だれがツンデレですって!?」

「これからは妹の私がしっかりしなくちゃいけないわね」

「わたしだって十分しっかりしてるもん！　ねっ！　そうでしょ冬とう夜やっ！」

「あ、ああ、そうだなニャピス」

「だからニャピスって呼ぶなぁ─────っ！」

　高らかなシャウトを上げるニャピ……いや、ラピス。

　まあ、七なな海みが魔女の形見ウイツチノートを持ってたことで、コイツも七海のことを自分の妹として認めたのかもな。それに、ラピスだって七海と一緒で五十年間も眠ってたんだ。だから、七海の気持ちに一番共感できるのはラピスだろう。

「………」

　それに、姉妹の仲が良いのは幸せなことだと思う。

　だってコイツらはたった二人だけの姉妹で──家族なんだから。いや、しばらくはケンカばっかりだと思うけどさ。

「……まあ、なんとかやっていくしかねえか」

　ため息を吐つきながら呟つぶやいた。

　そう、俺おれたちはつい数日前まで戦ってたんだ。きっとすぐに仲良くなるのは無理だろう。けど、それなら時間をかけて仲良くなっていけばいい。

　これから全員でウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうしていくために──。

「あ、大事なことを言い忘れていたわ」

　と。

　いきなりそんなことを言ってから、七海は俺の方に近づいてきた。

　──そして。

　紅あかい刻印を持つ少女は、最高級のルビーのように綺き麗れいな髪を揺らしてから、



「確かに、私は自由をあきらめたわ。でも──お兄様のことはあきらめていないから」



　チュッと。

　そんな言葉とともに、俺の頬ほおにキスをしてきやがった。

「………」

　……ああ。

　間違いなく、俺たちの日常は今まで以上に賑にぎやかで騒がしくなるぞ。

　突然のキスに激高するラピス＆真ま由ゆ香か。《四銃奏カルテツト》を取り出して俺に銃口を向けようとしているアリス。あははっと楽しそうなスマイルを浮かべている梨り央お姉ねえ。

　そして、口くち唇びるを押さえながら少しだけ恥ずかしそうにはにかんでいる七海。

　そんな同居人かのじよたちを見ていたら、俺はこれから始まる新しい日常に不安を抱くしかなかった。



×　　　×　　　×



「まったく、七なな海みさんは話が急すぎます」

　時刻は午後三時。

　千せん羽ば学がく園えんの屋上で、制服を着た真ま由ゆ香かはそう呟つぶやいた後で「むーっ」と唸うなっていた。

　あの屋上での話し合いの後、七海とアリスは本家への引っ越しの準備があるということですぐに帰って行った。

　その際ラピスは七海から《魔女の手記ウィツチノート》を受け取った。ラピスは一度ゆっくり《魔女の手記ウイツチノート》に目を通したいらしく、梨り央お姉ねえと一緒に帰宅。

　というわけで、学園に残ったのは俺おれと真由香の二人。

　せっかくだからこのまま屋上でウィッチクラフトを使った鍛錬でもするかということになったんだが……うーん、やっぱり真由香は七海とアリスと同居するのに反対っぽい。

「まあ、これからはあいつらと協力してウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうしていくんだし、仕方ないんじゃねえか？　《四銃奏カルテツト》を使えるアリスや、治癒能力を持った七海が一緒に蒐集をしてくれるのは心強いしさ」

「あぅ……確かに、兄さんの言うことにも一理あると思いますが……」

　むーっと唸る真由香。

　そういやコイツは昔からちょっと人見知りなところがあったっけな。だから、余計に新しいメンツが加わるのが嫌なのかもしれん。まあ、そこらへんは俺や梨央姉が上う手まくフォローしていくしかないだろう。

「それに……私には気になることがあるんです」

「気になること？」

「──はい。あの人が、私たちに提示する条件についてです」

「あの人って……セツナか？」

「ええ。一度だけ協力する代わりに、あの人は私たちに条件を提示するはずでしたよね？　でも、あの人は私がラストショットを止めたらあっさりと帰ってしまいました。きっと、今いま頃ごろ私たちに提示する条件を考えてるに違いありません」

　だから注意が必要です、と真由香は呟いた。

　しかし、残念ながら従妹いとこの考えはハズレだ。

　なぜなら──セツナからの条件はすでに提示されている。そう、七海との戦いの前。マンションのリビングで、セツナは俺に対してこう告げたのだ。



『今夜アタシが辻つじ峰みね家に協力する条件。それは、おにーさんが──自分のウィッチクラフトを賭かけて、アタシと一対一サシで戦うことだ』



　それが、セツナが俺に告げた条件。

　つまりは──決闘。

　日時はセツナの傷が完治した頃ころ。そして、賭かけるのはお互いのウィッチクラフト。《剣舞士の首飾りソードダンサー》と《魔狼フエンリル》。負けた方は勝った方に自分のウィッチクラフトを差し出さなければならない。

　まあ、無条件で《剣舞士の首飾りソードダンサー》を差し出すっていう命令にしなかったのは『なるべくフェアな条件にする』って言ったセツナの気遣いなのかもしれん。

　そして、決闘の拒否は許されない。

　そんなことをすれば、たぶんセツナは俺おれの代わりに真ま由ゆ香かやアリスを狙ねらうだろう。だったら俺自身が戦わなくちゃいけない。

　そのためにも──。

「もっと強くならなくちゃな」

　頭の中で蘇よみがえるのは、《革命軍レジスタンス》との戦い。

　あのとき《剣舞士の首飾りソードダンサー》に意識を乗っ取られかけた俺は、十三体もの《遺灰人形ウイツチドール》をたった一人で斃たおすことができた。

　戦せん場じよう舞ぶ踏とう。

　屋上での戦い以来、俺はあの能力を使えなくなってしまったが……どうにかしてまた使えるようにならなくちゃいけないんだ。

「よし。早く鍛錬を始めようぜ、真由香」

　強くなるためには鍛錬をしていくしかねえ。

　それに、《剣舞士の首飾りソードダンサー》に乗っ取られかけていたとはいえ、一度は使うことができたんだ。だったら、もう一度コツを思い出すことだって……。

「あっ……ま、待ってください……」

　しかし、ウィッチクラフトを発動させようとしたところで、真由香にちょこっと服の裾すそを引っ張られて呼び止められた。

「ん？　どうした、真由香？」

　訊きき返すと、真由香は胸の前で指をモジモジさせながら黙ってしまう。

　七月の日差しが降り注ぐ二人きりの屋上。

　微かすかに、従妹いとこの頬ほおは赤く染まっている。

　──そして。



「やっと……決心がついたんです」



　ひどく緊張した様子で、彼女はそう言った。

「最後の戦いの前、兄さんは子供の頃みたいに私のことを励ましてくれました。兄さんがいてくれたから、私は《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力を引き出すことができたんです。だから……やっぱり、兄さんは私にとってとっても大切な人なんだと思います」

「──おう。俺おれだっておまえのことを本当の妹みたいに思ってる」

　そう、俺たちは生まれてから十年も一緒に暮らしてきたんだ。

　だからコイツも、俺のことを本当の兄貴みたいに思ってくれていて……。



「……それじゃダメなんです」



　しかし、真ま由ゆ香かは──俺の言葉を真っ向から否定した。

「きっかけは……七なな海みさんなのかもしれませんね。あの人が……兄さんのことを好きな女の子が本家で一緒に暮らすって知って、私はこのままじゃダメだって思いました。そして、子供の頃ころからずっと抱いてきた気持ちに……決着を付ける覚悟ができたんです」

「……真由香？」

　あまりも真剣な口調に、俺はつい彼女の名を呼んでいた。

　辻つじ峰みね真由香。

　俺の従妹いとこにして、今まで兄妹きようだい同然に暮らしてきた女の子。そう、俺は真由香のことを仲の良い家族いもうとだって思っていたんだ。

　けれど──。



「──好きですっ」



　七月の澄み切った蒼あお空ぞらの下。

　真由香は俺がずっと抱いてきた認識を一瞬で──壊した。

「私は……子供の頃から兄さんのことがずっと……ずっと、好きでしたっ。だから……もう兄さんの妹じゃ嫌なんですっ」

「………っ」

　その言葉の意味を、理解できないはずがなかった。

　従妹の大きな瞳ひとみは真しん摯しに俺を見つめている。

　ただ真まっ直すぐに、俺と向き合うために──。

「もちろん……友だちでも、親友でも、家族でもありません。私は……私は……兄さんにとってたった一人の特別な女の子になりたいんですっ。だから──」

　そして、たった一言。

　真由香はただ一生懸命に自分の想おもいを告げる。

　そう、今の俺たちの関係を、まったく違うものに変えてしまう言葉を──。



「私を──兄さんの恋人にしてくださいっ」



















あとがき



　お久しぶりです！　第三巻はバトル大増量！　あさのハジメです。

　今回は上下巻構成の後編ということで、『まゆっち覚かく醒せい！』なお話になっております。

　余談ですが、上下巻ということで二巻と三巻には色々とネタを仕込んでみました。その一つが二巻１７７ページのイラスト。勘の良い方はお気づきになられたかもしれませんが、あれは彼女の秘密に関する一種のネタバレだったりします。そんな感じで様々な謎が明らかになりつつ、今回もラブコメ＆バトル満載な一冊になっております！

　そして、ここで重大な告知が一つ。なんと、この『蒼そう柩きゆうのラピスラズリ』のコミック化が決定！　二〇一三年四月発売の『月刊コミックアライブ』より連載開始予定で、作画は吉よし岡おか公きみ威たけ先生に担当していただきます。コミックではラブコメやバトル描写もより引き立つと思いますので、自分もすごく楽しみです！

　それでは、そろそろ謝辞の方を。

　まずは担当の成なり田た様。先日、原稿が上がらなくて無人島に逃げるも、ペガサスに乗った担当様に捕獲されるという壮絶な夢を見ました……。現実で原稿を落としたら逃げるどころか島流しにされる気がしますので、今後とも頑張りたいと思います。

　ストロングかつキュートなイラストを描いてくださった菊きく池ち政せい治じ様。完成した表紙イラストを見せていただいた瞬間、「まゆっち最高っ！」と一人パソコンの前で叫んでいました。今回もお忙しい中、ありがとうございました！

　ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様、校正様、デザイナー様、この本を世に出すために尽力してくださったすべての方々、一緒にお酒を飲んでくださる作家の皆様、作品の根こん幹かんを一緒に作ってくださった前担当の庄しよう司じ様。

　いつの間にか、自分が書いた小説が二十冊を超えていました。しかし、相も変わらず実力不足な自分と戦う日々です。今後もハングリーな気持ちを忘れずに精進していきます。

　さてさて。それでは恒例の次回予告コーナーを。今回もネタバレを含んでいますので、まだ今巻を読んでいない方はお気を付けください。

　次巻は夏休み編。真ま由ゆ香かからの突然の告白に大きく揺れる主人公たちの人間関係。迫り来るセツナとの決闘。そんな中、封印したはずのウィッチクラフト──遺産№11《蜃気楼ミラージユ》が再び現れるという怪事件が発生。そして、その黒幕とは……。夏休みということで、海、水着、ラブコメ、バトル！　と盛りだくさんな内容となっております！

　ではでは。また皆様とお会いできることを願いつつ、コミックに負けないよう原作もガンガン走り続けていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします！
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